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〜



　
平
成
16
年
度
か
ら
開
始
し
た
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
モ
デ
ル
事
業
で
は
、若
者
の
就
職
支
援
の
う
ち
雇
用
を
中
心
に
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
、一
層
の
効
果
的
な
若
者
支
援
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、若
者
を
巡
る
状
況
の
変
化
等
を
踏
ま
え
、ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
等
を
含
め
た
地
域

に
お
け
る
若
者
支
援
機
能
の
連
携
や
強
化
・
拡
大
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
と
り
わ
け
若
者
へ
の
人
材
育
成
に
お
い
て
は
、産
業
界
と
学
校
教
育
の
連
携
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
お
り
、い
か
に
地
域
産
業
の
蓄
積

を
教
育
分
野
に
還
元
し
て
い
く
か
が
重
要
な
課
題
に
な
っ
て
お
り
、教
育
機
関
と
地
域
産
業
界
と
の
交
流
を
促
す
よ
う
な
人
材
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　
本
レ
ポ
ー
ト
は
、地
域
産
業
と
教
育
分
野
の
連
携
の
仕
組
み
を
設
計
し
地
域
の
人
材
施
策
を
一
貫
し
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
プ
ロ
デ
ュ
サ
ー

的
人
材
や
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
を
教
育
界
へ
橋
渡
し
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
的
人
材
等
を
各
地
域
で
調
査
し
、活
用
促
進
を
図
る
こ
と
で
、

地
域
の
教
育
機
関
、産
業
界
、及
び
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
等
の
連
携
に
よ
る
効
果
的
な
若
者
支
援
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
、作
成
し
た
も
の

で
あ
る
。

　
な
お
、本
レ
ポ
ー
ト
は
今
後
の
地
域
産
業
と
教
育
分
野
の
連
携
促
進
に
向
け
た
参
考
情
報
と
し
て
、地
域
産
業
と
小
中
高
等
学
校
と
の

連
携
に
関
わ
る
人
材
や
組
織
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
あ
て
、そ
の
活
動
事
例
を
と
り
ま
と
め
た
。さ
ら
に
、モ
ノ
作
り
等
の
実
践
的
な
教
育
や
研

修
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
外
部
講
師
人
材
の
発
掘
を
目
的
に
、小
中
高
等
学
校
や
工
業
高
校
で
の
実
践
的
教
育
や
研
修
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
、ま
た
は
そ
の
意
向
の
あ
る
企
業
の
状
況
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
い
る
。
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中
高
等
学
校
と
地
域
企
業
と
の
連
携
の
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の
全
体
像
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プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
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ー
デ
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基
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性

Ⅱ 
連
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活
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え
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援
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動
事
例
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ュ
ー
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ー
型
連
携
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コ
ー
デ
ィ
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タ
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携
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ネ
ー
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連
携
　
②
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コ
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デ
ィ
ネ
ー
タ
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連
携
　
③
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ー
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把
握
対
応
型
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連
携
活
動
を
実
践
す
る
企
業
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活
動
事
例
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学
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を
デ
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す
る 
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活
動
事
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か
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デ
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け
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要
知
識
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能
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と
活
動
ス
テ
ッ
プ

　 

２ 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
活
動
ス
テ
ッ
プ
か
ら
み
た
３
つ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
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タ
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プ
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コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
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の
活
動
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外
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講
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等
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業
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１ 

小
中
高
校
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の
理
科
実
験
へ
の
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師
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遣
に
関
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査
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等
で
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術
指
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プ
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関
す
る
意
向
調
査
結
果
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地
域
の
産
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、雇
用
・
教
育
等
の

関
連
分
野
と
連
携
し
た
施
策
を
提
案
し
、関
係
者
を
つ
な

げ
て
事
業
化
で
き
る
人
材
。

　
学
校
や
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
に
お
い
て
、モ
ノ
作
り
等
の
実

践
的
な
教
育
や
研
修
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
産
業
界
の
技

術
者
・
Ｏ
Ｂ
人
材
等
の
外
部
講
師
人
材
。

　
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
を
、学
校
の
教
育
内
容
に
反
映
さ
せ

る
べ
く
取
り
ま
と
め
る
と
と
も
に
、実
際
の
教
育（
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
技
術
者
派
遣
等
）に
お
い
て
は
、企
業
と

学
校
・
生
徒
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
な
ど
事
業
を
円
滑
に

実
施
す
る
人
材
。

１ 

産
学
官
連
携
の
全
体
像

　
地
域
産
業
の
蓄
積
を
教
育
分
野
に
還
元

し
て
い
く
仕
組
み
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、

以
下
の
若
者
支
援
モ
デ
ル（
仮
説
）を
設
定

し
た
。小
中
高
等
学
校
と
地
域
企
業
と
の

連
携
は
、下
図
に
示
す（
１
）産
業
振
興
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、（
２
）地
域
の
産
学
連
携

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
、（
３
）外
部
講
師
の
役

割
を
念
頭
に
置
き
、彼
ら
の
活
動
実
態
等

の
現
状
把
握
と
参
考
事
例
の
抽
出
・
整
理

等
を
行
っ
た
。

（
１
）産
業
振
興
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

（
３
）外
部
講
師

（
２
）地
域
の
産
学
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
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小中高等学校と地域企業との連携の姿

２ 

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の
基
本
特
性

（１）産業振興プロデューサーによる連携

・地域産業と教育分野の連携の仕組みを設計し地域の人材

　施策を一貫してマネージメントする。

・民間企業で得られた経験を活かし、地域産業活性化の

　観点から人材施策および産学連携活動を実践する。

（２）産学連携コーディネータによる連携

・地域産業に精通した人材。

・地域産業等に関連する技術等専門能力を有しており、企業

　人の立場から学ぶべきことを学生に発信する。

・ニーズ把握・課題解決能力に優れたコーディネータ。

・地域産業、学校教育それぞれに精通した人材との連携を

　通じて、適切なマッチングを図るための活動を行う。
ニーズ把握対応型

学校教育主導型

地域産業発信型

プロデュース型
連携

・学校教育に精通した人材。

・産学連携においては、地域産業に精通した人材との連携に

　よりコーディネート活動を行う。学生の“学ぶ”意欲を高め

　られる人材。
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１ プロデューサー型連携

２ コーディネータ型連携

プロデュース型 矢野　仁 島根県島根県 産業創出プロデューサー

氏　名 地　域所　　　属

地域産業発信型

千葉　佳一 奈良県地域活性化機構 代表

細川　輝一 石川県（株）板尾鉄工所 製造部 部長

吉川　博 福井県吉川技術士事務所

稲垣　剛 香川県
（独）雇用・能力開発機構 香川センター
非常勤講師

大野　晴己 静岡県
（株）はあもにい 代表取締役
（株）エフエム岡崎 取締役

学校教育主導型

渡邊　忠彦 宮城県起業教育ネットワーク東北 会長

高橋　晴雄 奈良県

原　　敬一
川島　登 岡山県

岡山県 県立高松農業高等学校 進路指導主事
岡山県 県立高松農業高等学校 キャリア教育支援員

ニーズ把握型

安恒　穣 愛知県アシスト企画（株） 代表取締役社長

福井県
鯖乃家合同会社 代表
（株）j i g- jp 代表取締役社長CEO
福井工業高等専門学校 電子情報工学科助手

出水　孝明
福野　泰介
西　　仁司

（財）奈良県中小企業支援センター
産研学連携コーディネータ
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連携活動を支える支援人材の活動事例

島
根
県
産
業
創
出
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
、県
の
産
業
振
興
施
策（
産
学
官
連
携
、新
産
業
創
出
な
ど
）に
対
す
る
提
案
、助
言
を

行
う
。地
域
と
学
校
の
連
携
に
関
し
て
は
、産
業
振
興
の
視
点
か
ら「
若
者
の
県
内
定
住
促
進
策
」を
提
案
し
、県
内
企
業
と
高
校
生

等
若
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
進
め
て
い
る
。具
体
的
に
は
、高
校
で
の
講
演
活
動
の
ほ
か
、県
に
よ
る
無
料
職
業
紹
介
支
援
に
お
い
て

も
、自
ら
の
企
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

　
シ
ャ
ー
プ（
株
）に
お
い
て
Ｉ
Ｃ
事
業
、液
晶
事

業
の
本
部
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
き
た
矢
野
氏

は
、２
０
０
３
年
よ
り
島
根
県
庁
の
産
業
創
出
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。そ
の
矢

野
氏
が
、現
在
注
力
し
て
い
る
大
き
な
テ
ー
マ
の

１
つ
が「
若
者
の
県
内
定
住
促
進
」で
あ
る
。

　「
島
根
県
の
課
題
は
３
つ
あ
る
。１
つ
は
人
口
の

減
少
、２
つ
め
は
少
子
高
齢
化
、３
つ
め
は
財
政
状

況
の
悪
化
で
あ
る
。私
は
産
業
振
興
の
立
場
か
ら

こ
れ
を
変
え
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。そ
れ
に

は
、雇
用
の
場
を
創
出
し
て
出
来
る
だ
け
若
い
人

が
た
く
さ
ん
働
け
る
職
場
を
作
り
だ
し
、県
内
に

定
住
す
る
人
口
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ

と
い
え
る
。そ
う
す
れ
ば
、経
済
も
活
性
化
し
島
根

県
の
発
展
に
つ
な
が
る
」

　
矢
野
氏
は
、産
業
創
出
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に
就

任
以
来
、精
力
的
に
県
内
を
回
り
、島
根
県
の
産
業

活
性
化
に
つ
い
て
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
伝
え
て
い
る
。

４
年
間
で
の
講
演
活
動
は
95
回
に
上
る
と
い
う
。

現
在
は
、特
に
県
内
の
高
校
か
ら
の
講
演
依
頼
も

多
い
と
い
う
。

　「
若
者
の
県
内
定
住
促
進
に
つ
い
て
関
心
を
持

ち
始
め
た
２
０
０
６
年
４
月
に
、学
校
へ
訪
問
し

た
い
と
い
う
考
え
を
教
育
委
員
会
に
話
し
ま
し
た
。

そ
う
し
た
ら
、２
、３
日
後
に
県
立
高
校
の
校
長
会

が
あ
る
の
で
そ
こ
で
話
を
し
て
ほ
し
い
と
絶
好
の

機
会
を
も
ら
い
ま
し
た
」

　
矢
野
氏
は
、工
業
高
校
、商
業
高
校
へ
行
き
、進

路
指
導
の
先
生
や
校
長
先
生
方
と
話
を
し
、『
卒
業

し
て
県
内
へ
就
職
し
た
い
学
生
は
就
職
さ
せ
て
あ

げ
よ
う
』と
伝
え
て
い
る
。ま
た
、生
徒
や
保
護
者

の
前
で
講
演
を
行
う
こ
と
も
多
い
。就
職
を
前
に

し
た
生
徒
や
そ
の
保
護
者
に
対
し
て
、地
域
産
業

の
発
展
で
島
根
が
変
わ
る
こ
と
を
伝
え
る
。さ
ら

に
は
、「
企
業
を
名
前
だ
け
で
選
ん
で
は
い
け
な

い
。地
元
の
中
小
企
業
の
中
に
も
、非
常
に
技
術
が

す
ば
ら
し
く
圧
倒
的
な
シ
ェ
ア
を
持
っ
て
い
る
企

業
が
あ
る
の
で
、そ
こ
を
狙
う
べ
き
で
あ
る
。県
内

企
業
は
皆
さ
ん
を
待
っ
て
い
る
」と
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
伝
え
て
い
る
。

　
学
校
に
は
、具
体
的
な
若
者
の
県
内
定
住
促
進

策
も
提
示
し
て
い
る
。そ
の
１
つ
が
、県
内
企
業
の

求
人
情
報
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　「
県
内
の
企
業
の
情
報
は
、県
商
工
労
働
部
、

商
工
会
議
所
、商
工
連
合
会
等
を
中
心
に
把
握
が

な
さ
れ
て
い
る
。求
人
情
報
に
つ
い
て
も
、ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
で
把
握
し
て
い
る
企
業
の
求
人
情
報
は
氷

昭和１６年
２月松江市

八束町生ま
れ。昭和３８

年島根大

学文理学部
卒業後、八

欧電機株式
会社を経て

昭和４１年

シャープ株
式会社に入

社。平成１０
年シャープ

エンジニ

アリング株
式会社社長

に就任。平
成１４年に

島根県新産

業創造ブレ
インに就任

。平成１５年
島根県産業

創出プロ

デューサー
に就任。そ

の他にも、
島根県新産

業創出戦略

会議委員、
財団法人し

まね産業振
興財団専務

理事など

を務める。

経歴

プロデュース型

矢
野
　
仁
／
島
根
県
　
産
業
創
出
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

１ プロデューサー型連携

若
者
の
定
住
が
、

県
内
を
活
性
化
さ
せ
る

精
力
的
に
高
校
を
回
り
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る

県
に
よ
る
無
料
職
業
紹
介
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連携活動を支える支援人材の活動事例 １ プロデューサー型連携

山
の
一
角
。求
人
情
報
の
収
集
に
つ
い
て
は
、こ
れ

ら
の
ル
ー
ト
を
有
効
に
活
用
す
べ
き
で
あ
る
」

　
企
業
は
、求
人
票
は
出
し
て
い
な
い
が
、良
い
人

が
い
れ
ば
採
用
し
よ
う
と
い
う
考
え
が
あ
る
。ま

た
、県
庁
は
、県
内
企
業
情
報
の
宝
庫
で
あ
り
、

そ
の
よ
う
な
求
人
動
向
に
つ
い
て
も
把
握
し
て
い

る
。そ
こ
で
、島
根
県
商
工
労
働
部
は
、学
校
と

企
業
の
橋
渡
し
役
と
な
る
べ
く
労
働
政
策
課
が
職

業
紹
介
の
資
格
を
と
っ
た
。２
０
０
６
年
４
月
よ

り
県
庁
内
で
無
料
職
業
紹
介
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し

た
。

　「
私
は
橋
渡
し
役
と
し
て
、高
校
の
先
生
か
ら
お

願
い
さ
れ
た
ら
す
ぐ
動
き
、企
業
を
紹
介
し
ま
す
。

一
方
で
、企
業
の
方
に
は
求
人
票
を
早
く
出
し
て

も
ら
う
よ
う
お
願
い
し
、い
い
人
が
い
た
ら
す
ぐ

社
長
に
直
接
電
話
を
し
ま
す
」

　
こ
の
よ
う
に
、矢
野
氏
自
ら
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
と
し
て
中
心
と
な
り
、企
業
と
学
生
の
マ
ッ
チ

ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。矢
野
氏
が
、こ
の
よ
う
な
活

動
が
で
き
る
の
は
、自
ら
動
き
た
く
さ
ん
の
企
業

情
報
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　「
産
業
創
出
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に
な
っ
て
か
ら
、

島
根
県
内
企
業
を
こ
の
４
年
間
で
３
０
０
社
訪
問

し
、こ
れ
ら
の
企
業
の
情
報
は
頭
の
中
に
た
た
き

込
み
ま
し
た
。ま
た
、し
ま
ね
産
業
振
興
財
団
の
人

が
年
間
８
０
０
社
３
０
０
０
回
訪
問
し
て
い
ま
し

て
、そ
の
情
報
も
私
の
所
に
入
っ
て
き
ま
す
。こ
れ

ら
の
情
報
を
も
と
に
、私
は
県
内
の
企
業
を
ま
わ

り『
早
く
求
人
票
を
出
し
て
く
だ
さ
い
』と
呼
び
か

け
て
い
ま
す
」

　
矢
野
氏
の
活
動
に
は
、企
業
で
の
経
験
が
大
い

に
活
き
て
い
る
。事
業
本
部
長
と
し
て
事
業
経
営

に
関
わ
っ
て
き
た
手
腕
は
、島
根
県
の
産
業
振
興

策
や
若
者
の
県
内
定
住
促
進
策
を
企
画
す
る
際
に

も
発
揮
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、自
ら
が
事
業
経
営
の
経
験
を
も
つ
た
め
、

中
小
企
業
の
経
営
者
の
視
点
で
も
の
が
語
れ
る
の

が
強
み
と
な
っ
て
い
る
。時
に
は
、「
非
常
に
困
っ

て
い
る
企
業
で
も
ピ
カ
リ
と
光
る
技
術
を
持
っ
て

い
た
ら
、つ
ぶ
せ
な
い
と
思
い
企
業
再
生
シ
ナ
リ

オ
を
書
い
て
あ
げ
ま
す
」と
い
っ
た
こ
と
も
あ
る

と
い
う
。企
業
か
ら
の
信
頼
も
厚
い
。

　
さ
ら
に
、企
業
人
時
代
の
人
脈
も
大
き
い
。例
え

ば
、今
ま
で
関
西
で
働
い
て
い
た
人
が
、地
元
松
江

で
働
き
た
い
と
相
談
に
来
た
。そ
の
人
の
専
門
技

術
が
活
か
せ
る
会
社
は
地
元
に
な
か
っ
た
の
だ
が
、

企
業
時
代
の
人
脈
で
、米
子
に
あ
る
企
業
に
紹
介

を
し
て
採
用
さ
れ
た
。

　
矢
野
氏
は
、高
校
の
先
生
達
に
も
、求
人
票
を
教

育
機
関
が
自
ら
と
っ
て
来
る
努
力
が
足
ら
な
い
と

語
っ
て
い
る
。校
長
先
生
や
就
職
担
当
の
先
生
方

に
は
、「
是
非
、県
内
企
業
を
訪
問
し
て
下
さ
い
。求

人
票
が
来
な
い
と
待
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、自

分
達
で
取
り
に
行
っ
て
下
さ
い
。就
職
希
望
の
生

徒
が
１
０
０
人
い
る
な
ら
ば
、１
５
０
の
求
人
票

を
集
め
て
く
る
の
が
仕
事
で
す
。こ
れ
は
校
長
、あ

な
た
達
の
仕
事
で
す
よ
」と
言
っ
て
い
る
と
い
う
。

矢
野
氏
の
こ
の
よ
う
な
発
言
に
刺
激
を
う
け
、変

わ
り
つ
つ
あ
る
学
校
も
あ
る
。例
え
ば
あ
る
商
業

高
校
で
は
、校
長
先
生
自
ら
が
銀
行
に
出
向
き
求

人
を
と
っ
て
き
た
。

　
今
後
は
、若
者
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
た
い
と

考
え
て
い
る
。「
山
形
県
の
長
井
工
業
高
校
で
は
、

卒
業
生
の
大
部
分
が
資
格
を
取
っ
て
い
る
。教
育

委
員
会
を
通
し
て
、島
根
県
の
工
業
高
校
で
も
技

能
検
定
や
機
械
加
工
の
資
格
取
得
を
推
進
し
て
い

き
た
い
」

変
わ
り
つ
つ
あ
る
学
校
、今
後

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
自
ら
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

企
業
人
と
し
て
の
経
験
を

活
か
し
た
支
援

7



連携活動を支える支援人材の活動事例 １ プロデューサー型連携

島
根
県
に
お
け
る
企
業
と
学
校
の
連
携
に
関
す
る
取
り
組
み

参考
　
江
津
工
業
高
校
を
核
と
し
た
地
域
の
産
業
振
興
に
む

け
た
取
り
組
み
が
動
き
出
し
て
い
る
。き
っ
か
け
は
、

２
０
０
６
年
の
春
、江
津
工
業
高
校
Ｏ
Ｂ
会「
江
工
会
」

と
、島
根
県
の
担
当
職
員
ら
の
出
会
い
で
あ
る
。地
域
の

役
に
立
ち
た
い
と
考
え
る「
江
工
会
」の
力
を
地
域
活
性

化
に
役
立
て
た
い
と
考
え
た
島
根
県
の
職
員
ら
は
江
津

市
の
職
員
と
と
も
に
江
津
工
業
Ｏ
Ｂ
の
経
営
す
る
地
元

企
業
を
訪
問
し
た
。

　
そ
こ
で
、ま
た
新
た
な
出
会
い
が
あ
っ
た
。と
も
に
江

津
工
業
高
校
の
卒
業
生
で
あ
る
地
元
の
瓦
用
金
型
メ
ー

カ
ー
の
社
長
と
同
社
顧
問
を
中
心
に
話
が
盛
り
上
が
り
、

特
に
故
郷
に
熱
い
想
い
を
持
つ「
江
工
会
」関
東
支
部
・

関
西
支
部
と
の
意
見
交
換
等
を
経
て
、江
工
会
・
江
津
市
・

江
津
工
業
高
校
と
の
連
携
の
検
討
が
始
ま
っ
た
。

　
今
後
３
者
が
連
携
し
て
、江
工
会
の
県
外
会
員
と
の

連
絡
を
密
に
し
て
地
元
企
業
の
販
路
拡
大
を
図
っ
た
り
、

県
外
就
職
し
た
卒
業
生
の
Ｕ
タ
ー
ン
促
進
、さ
ら
に
は
、

江
津
工
業
高
校
を
核
と
し
た
産
業
振
興
、例
え
ば
、地
元

企
業
と
高
校
の
共
同
設
備
利
用
、地
元
企
業
と
高
校
と

の
共
同
研
究
・
共
同
開
発
、生
徒
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・

企
業
訪
問
な
ど
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
考
え
だ
。

　
松
江
工
業
高
等
専
門
学
校
で
は
、「
地
域
産
業
論
」と

し
て
県
内
外
の
学
外
講
師
陣
を
招
い
た
授
業
を
行
っ
て

い
る
。も
の
づ
く
り
に
関
わ
る
様
々
な
テ
ー
マ
の
講
義

を
行
い
、生
徒
に「
地
域
社
会
か
ら
求
め
ら
れ
る
技
術
者

像
」を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
の
が
目
的
と
な
っ
て
い
る
。島

根
県
庁
で
も
、矢
野
産
業
創
出
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
講

演
を
し
、ま
た
外
部
講
師
の
招
聘
な
ど
で
支
援
を
し
て

い
る
。

　
ま
た
、松
江
工
業
高
等
専
門
学
校
と
実
施
し
て
い
る

県
内
企
業
の
若
手
技
術
者
を
対
象
に
し
た
人
材
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム「
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｓ
」で
は
、２

つ
あ
る
テ
ー
マ
の
う
ち「
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
基
礎
講
座
」

を
提
案
す
る
な
ど
、松
江
工
業
高
等
専
門
学
校
と
積
極

的
な
連
携
を
と
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、高
専
が
行
う
小
中
学
生
の
学
校
開
放
事
業

（
夏
休
み
に
、「
ロ
ボ
ッ
ト
工
作
」「
電
子
工
作
」な
ど
を

テ
ー
マ
と
し
た
出
前
授
業
を
行
う
）に
つ
い
て
も
、個
人

的
な
協
力
活
動
を
行
う
県
職
員
が
い
る
な
ど
、地
道
な

連
携
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
小
中
学
生
向
け
に
、島
根
県
内
数
カ
所
に
お
い
て
、

「
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
」を
実
施
し
て
い
る
。

起
業
家
精
神
の
育
成
を
目
的
に
、公
募
で
集
ま
っ
た
子

供
達
が
地
元
の
特
産
品
や
材
料
を
使
い
、売
れ
る
商
品

を
自
分
達
自
身
で
作
り
、地
域
の
祭
り
や
地
元
の
ス
ー

パ
ー
の
一
角
を
借
り
て
販
売
す
る
体
験
事
業
で
あ
る
。

子
供
達
は
事
業
計
画
の
作
成
か
ら
、資
金
調
達（
模
擬
銀

行
に
資
金
融
資
を
申
し
込
む
）、材
料
の
調
達
、製
造
、販

売
、決
算
ま
で
を
行
う
。

　
特
に
益
田
市
に
お
い
て
は
、地
域
の
特
産
品
を
使
っ

て
漬
物
づ
く
り
や
米

づ
く
り
、お
風
呂
を

つ
く
っ
た
り
す
る
取

り
組
み
を
し
て
お
り

活
動
が
盛
り
上
が
っ

て
い
る
。親
な
ど
大

人
た
ち
の
応
援
も
多

く
、手
間
は
か
か
る

が
子
供
達
も
よ
ろ
こ

ん
で
い
る
。

工
業
高
校
を
核
と
し
た
産
業
振
興

工
業
高
等
専
門
学
校
と
の
連
携

ケ
ー
ス 
１

ケ
ー
ス 

２

ケ
ー
ス 

３

起
業
家
精
神
の
育
成
教
育

「
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
」
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連携活動を支える支援人材の活動事例 ２ コーディネータ型連携

奈
良
県
、三
重
県
、和
歌
山
県
の
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
環
境
、エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
奈
良
市
市
民
政
策

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
奈
良
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
の
会
員
、奈
良
市
教
育
委
員
会
の
少
年
指
導
員
、政
策
研
究
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク「
な
ら
・
未
来
」の
企
画
運
営
委
員
、日
本
機
械
学
会
環
境
工
学
部
門
技
術
委
員
、廃
棄
物
学
会
会
員
等
と
し
て
産
・
官
・
学
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
活
動
を
行
っ
て
い
る
。大
阪
府
八
尾
市
立
久
宝
寺
小
学
校
、奈
良
県
磯
城
郡
川
西
町
立
結
崎
小

学
校
、奈
良
県
香
芝
市
立
真
美
が
丘
東
小
学
校
に
て
マ
ン
ガ
と
エ
コ
ソ
ン
グ
に
よ
る
環
境
教
育
と
東
京
都
下
立
教
大
学
大
学
院
で

の「
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略（
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
）論
」の
集
中
講
義
を
毎
年
行
う
な
ど
の
実
績
あ
り
。

大阪府立大
学卒業後、

田熊汽罐製
造（株）に入

社。大阪市

立衛生研究
所、東京都

立大学工学
部研究員後

、昭和４２

年復帰。（株
）タクマに

て都市ごみ
、産廃、屎尿

、下水、汚

泥等の処理
プラントに

かかる研究
開発、計画

設計、運転

指導、メン
テサ－ビス

業務。平成４
年東京環境

技術部長、

総合技術部
長後、タク

マテクノス
（株）取締

役技師長。
４

年間タクマ
・エンジニ

アリング（
株）代表取

締役社長。
平

成１７年７
月から相談

役。

経歴

地域産業発信型

千
葉
　
佳
一
／
奈
良
県
　
地
域
活
性
化
機
構 

代
表

　
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
に
お
け
る
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
千
葉
氏
は
、

小
学
校
数
校
で
マ
ン
ガ
と
歌
を
用
い
た
ユ
ニ
ー
ク

な
環
境
教
育
を
実
施
し
て
い
る
。

　
環
境
教
育
を
最
初
に
行
っ
た
の
は
、20
年
も
前

の
こ
と
に
な
る
。千
葉
氏
は
、（
株
）タ
ク
マ
社
員

だ
っ
た
頃
、隔
週
土
曜
日
に
自
宅
居
間
を
開
放
し
、

近
所
の
識
者
・
議
員
等
を
対
象
に
環
境
講
座
を

主
宰
し
た
。講
座
は
環
境
倫
理
、環
境
工
学
、環

境
農
学
、地
球
環
境
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
た
。こ

れ
は
市
民
参
画
型
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
ハ
シ
リ
と
も
い
え

る
。

　
こ
の
よ
う
な
活
動
を
は
じ
め
た
き
っ
か
け
は
、

母
親
や
妻
の
両
親
と
も
に
学
校
の
先
生
だ
っ
た
た

め
、人
に
教
え
る
こ
と
に
対
し
て
は
特
に
違
和
感

は
な
か
っ
た
か
ら
だ
。ま
た
当
時
は
、環
境
の
こ
と

を
正
確
に
話
せ
る
人
が
ほ
と
ん
ど
お
ら
ず
、仕
事

を
通
し
て
顧
客
に
技
術
説
明
を
す
る
な
ど
し
て
い

た
た
め
、環
境
問
題
等
に
つ
い
て
話
を
す
る
こ
と

に
慣
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
大
気
汚
染
、水
質
汚
濁
、振
動
、騒
音
、悪
臭
、地

盤
沈
下
、土
壌
汚
染
な
ど
、環
境
問
題
に
は
多
く
の

問
題
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
。会
社
員
と

し
て
も
、高
額
だ
っ
た
環
境
プ
ラ
ン
ト
を
購
入
し

て
も
ら
え
る
よ
う
に
顧
客
を
説
得
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、こ
の
よ
う
な
知
識
が
環
境
関
連
設
備
の
売

り
込
み
に
も
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

　
万
葉
集
で
有
名
な
初
瀬
、十
津
川
に
疎
開
し
た

原
体
験
が
あ
り
自
然
が
好
き
で
日
本
山
岳
会
に
も

所
属
し
て
い
る
の
で
、自
然
と
の
共
存
が
基
調
に

な
っ
て
い
る
。従
っ
て
、環
境
倫
理（
そ
の
場
し
の

ぎ
で
は
な
く
、世
代
交
代
し
て
も
通
用
す
る
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）を
基
本
と
し
た
持
続
可

能
な
循
環
型
社
会
形
成
の
構
築
と
地
球
規
模
で
の

環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
を
永
年
、啓
蒙
し
て
い

る
。

　
ご
み
の
適
正
処
理
や
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
に
か
か
る

学
会
発
表
や
講
演
会
な
ど
に
加
え
、母
校
の
生
徒

に
対
し
て
環
境
教
育
を
行
い
、複
数
校
へ
の
教
育

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
平
成
10
年
7
月
川
西
町
立
結
崎
小
学
校
に
お
い

て
、マ
ン
ガ
に
よ
る
環
境
教
育
を
行
っ
た
。教
育

の
目
的
は
、ご
み
処
理
や
工
場
の
公
害
な
ど
環
境

環
境
保
全
活
動（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）が

連
携
の
き
っ
か
け
に

「
南
極
は
地
球
の
鏡
で
あ
る
」と

環
境
問
題
を
小
学
生
に
伝
え
る

9
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問
題
の
実
態
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
だ
っ
た
。特

に
戦
争
は
環
境
面
で
も
最
悪
で
あ
り
、資
源
を
求

め
て
戦
争
が
勃
発
し
て
い
る
現
実
や
戦
争
反
対
、

戦
争
を
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
熱
っ
ぽ

く
教
え
て
き
た
。説
明
に
は
漫
画
を
用
い
て
分
か

り
や
す
く
説
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、理
解
を
促

す
工
夫
を
し
て
い
る
。

　
タ
ク
マ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
社
長
で
あ
っ
た

当
時
、社
員
を
環
境
保
全
担
当
の
南
極
越
冬
隊
員

に
す
る
た
め
、国
立
極
地
研
究
所
に
出
向
さ
せ
た
。

平
成
16
年
10
月
に
八
尾
市
立
久
宝
寺
小
学
校（
母

校
）で
、「
人
や
地
球
に
や
さ
し
い
暮
ら
し
方
」（
南

極
環
境
事
情
を
踏
ま
え
て
）に
つ
い
て
そ
の
社
員

と
共
に
講
演
し
た
。そ
の
時「
南
極
の
石
」を
小
学

校
に
寄
贈
し
た
り
、昭
和
基
地
の
気
温
の
変
化
、ブ

リ
ザ
ー
ド
の
こ
と
、南
極
で
の
廃
棄
物
の
処
理
の

仕
方
・
状
況
に
つ
い
て
説
明
し
た
。そ
こ
で「
南
極

は
地
球
の
鏡
で
あ
る
」と
表
現
し
て
、い
ま
地
球
上

で
起
こ
っ
て
い
る
種
々
の
環
境
事
象
を
わ
か
り
や

す
く
説
明
し
た
。

　
他
に
、奈
良
県
香
芝
市
立
真
美
が
丘
東
小
学
校

で
も
環
境
教
育
を
行
っ
た
。

　
小
学
生
へ
の
環
境
教
育
に
お
い
て
、マ
ン
ガ
と

エ
コ
ソ
ン
グ
を
使
用
し
て
い
る
。そ
の
理
由
は
、ビ

ジ
ュ
ア
ル
に
し
て
図
、表
、数
値
で
表
す
こ
と
に
よ

り
理
解
し
易
く
す
る
た
め
で
あ
る
。特
に
定
性
的

な
モ
ノ
の
見
方
で
本
質
を
見
極
め
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
い
る
。ま
た
、台
拭
と
テ
ィ
ッ

シ
ュ
と
の
比
較
、布
オ
ム
ツ
と
紙
オ
ム
ツ
と
の
比

較
を
環
境
負
荷
の
視
点
で
定
量
的
に
解
説
し
、マ

ン
ガ
で
身
近
な
こ
と
を
紹
介
す
る
な
ど
小
学
生
に

も
判
る
説
明
を
し
て
い
る
。

　
な
お
、マ
ン
ガ
は
高
月
紘
京
都
大
学
名
誉
教
授

（
ハ
イ
・
ム
ー
ン
）の
も
の
を
、許
可
を
得
て
使
用
し

て
い
る
。

　
千
葉
氏
は
、学
校
へ
の
環
境
教
育
を
効
率
よ
く

実
施
す
る
た
め
の
方
策
と
は
学
校
自
体
が
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
く
れ
る
か
が
課
題
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。「
学
校
、教
育
委
員
会
が
ど
う
考
え
る
か
。

国
の
指
導
等
の
介
入
が
必
要
か
否
か
。環
境
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
教
育
に
つ
い
て
は
、も
っ
と
門

戸
を
開
放
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。環
境
問

題
、と
り
わ
け
ご
み
処
理
問
題
な
ど
に
つ
い
て
は

現
場
の
実
態
と
問
題
点
を
知
っ
て
い
る
人
が
教
え

る
方
が
、生
徒
に
よ
り
正
確
に
伝
わ
る
だ
ろ
う
。

学
校
の
先
生
が
現
場
を
知
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る

が
、専
門
家
に
代
行
し
て
も
ら
っ
て
教
育
す
る
方

が
よ
り
実
際
的
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」

　
ま
た
、出
前
講
義
や
義
務
教
育
の
段
階
か
ら
人

材
登
録
者（
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
方
）に
よ
る

課
外
授
業
を
組
み
込
む
こ
と
が
有
効
だ
と
考
え
て

い
る
。「
例
え
ば
、公
の
少
年
指
導
員
で
あ
る
と
か
、

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
や
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー

に
登
録
さ
れ
た
人
材
を
活
か
す
べ
き
で
あ
る
」

　
さ
ら
に「
学
校
と
の
連
携
に
関
し
て
は
や
は
り

学
校
側
が
主
導
的
に
話
を
進
め
る
の
が
本
筋
で
あ

り
、先
生
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
専
門
家
を
活

用
す
る
こ
と
を
基
本
に
、先
生
と
専
門
家
と
の
役

割
分
担
、棲
み
分
け
を
行
う
の
が
現
実
的
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。私
の
場
合
は
、子
供
の
保
護
者
だ
っ

た
こ
と
、母
校
の
恩
師
な
ど
の
繋
が
り
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
そ
の
道
の
専
門
家
と
し
て
の
課
外
授
業

が
実
現
し
た
。理
想
的
に
は
専
門
家
を
人
材
バ
ン

ク
に
登
録
さ
せ
、オ
ー
プ
ン
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

適
任
の
講
師
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
」と
訴
え
て
い
る
。

　
千
葉
氏
は
、「
L
e
t
’s 

a
c
t 

V
o
l
u
n
t
a
r
i
l
y
!
」

（
自
発
的
に
行
動
し
よ
う
！
）と
い
う
言
葉
が
気
に

い
っ
て
い
る
。環
境
問
題
を
取
り
入
れ
た
生
活

（
環
境
調
和
型
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
）を
す
る
。自
然

と
の
共
生
、人
と
の
共
働
を
実
践
す
る
。単
に
頭

で
地
球
に
優
し
い
暮
ら
し
方
と
い
う
こ
と
が
判
っ

て
い
て
も
実
行
で
き
な
く
て
は
意
味
が
な
い
。

「
T
h
i
n
k 

G
l
o
b
a
l
l
y, 

A
c
t 

L
o
c
a
l
l
y
!
」（
考

え
は
地
球
規
模
で
、行
動
は
足
元
か
ら
！
）に
行
う

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、ま
た
、「
３
有
説
」: 

有
理（
理

論
的
、理
性
的
で
あ
る
）、有
力（
体
力
、知
力
が
あ

る
）、有
節（
節
度
、節
操
が
あ
る
）を
座
右
の
銘
と

し
て
い
る
。教
育
に
必
要
な
、節
操
・
節
度
を
常
に

意
識
し
、個
々
の
子
供
固
有
の
個
性（
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
）を
引
き
出
し
開
花
さ
せ
る
手
助
け
を
す
る

の
が
教
育
で
あ
り
、子
供
た
ち
自
ら
が
将
来
に
向

け
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
在
り
方
や
持
続
可
能
な

循
環
型
社
会
の
構
築
と
実
践
と
は
ど
う
す
る
こ
と

な
の
か
を
学
習
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
語
っ

て
い
る
。

　
平
成
19
年
4
月
の
奈
良
県
統
一
地
方
選
挙
に
際

し
て
、政
策
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク「
な
ら
・
未
来
」主

催
の「
奈
良
県
を
こ
う
し
た
い
。私
の
提
案
」発
表

会（
平
成
19
年
3
月
21
日
）で
、千
葉
氏
は「
専
門
家

に
よ
る
　
幼
、小
、中
、高
、専
門
、大
、院
、各
種
学

校
で
の
課
外
授
業
の
実
施
強
化
」と
題
し
て
、地
域

産
業
界
と
教
育
現
場
と
の
連
携
に
よ
る
人
材
育
成

の
仕
組
み
構
築
、教
育
機
関
と
地
域
産
業
と
の
交

流
を
促
す
人
材
の
発
掘
、社
会
人
が
有
す
る
技
術
、

ス
キ
ル
、知
識
、知
恵
、経
験
等
を
育
児
所
、幼
稚
園
、

小
学
校
、中
学
校
、高
校
、工
業
・
農
業
・
商
業
高
校
、

短
大
、高
専
、大
学
、大
学
院
、各
種
学
校
で
教
諭
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
と
訴
え
た
。

　
ま
た「
地
元
企
業
と
高
校
、短
大
、高
専
、大
学
、

大
学
院
と
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
に
よ
る
地

域
活
性
化
施
策
」に
か
か
る
提
案
も
行
っ
た
。千
葉

氏
は
、こ
の
制
度
の
導
入
で
教
育
現
場
に
、社
会
が

求
め
る
教
育
が
一
部
実
現
で
き
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

環境教育で用いたマンガ

エコ・ソング

教
育
に
は
３
有
説
が
必
要

マ
ン
ガ
と
歌
を
用
い
て
小
学
生
に

わ
か
り
や
す
く
環
境
教
育
を
実
施

学
校
側
の
受
入
体
制
が
重
要

10
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平
成
14
年
に
小
松
工
業
高
校
か
ら
、も
の
づ
く
り
大
会
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
依
頼
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、毎
年
指
導
を

行
っ
て
い
る
。

自
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
テ
キ
ス
ト
等
を
作
成
し
、技
術
・
技
能
は
も
ち
ろ
ん
、「
も
の
づ
く
り
の
心
構
え
」を
指
導
す
る
と
と
も
に
、

学
生
の
動
機
づ
け
を
行
っ
て
い
る
。特
に
、も
の
づ
く
り
に
必
要
な
７
つ
の
心
の
指
導
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

平
成
18
年
か
ら
、小
松
工
業
高
等
学
校
だ
け
で
な
く
、金
沢
市
立
工
業
高
等
学
校
に
対
す
る
指
導
も
行
っ
て
い
る
。

板尾鉄工所
に勤務する

傍ら、平成
１５年から

小松工業高

校でものづ
くり講義を

行っている
。年間４０回

高校に赴

き実習など
指導を行い

、ものづく
り全国大会

に平成１６

年から連続
出場。平成

１８年から
は、金沢市

内の工業高

校や専門学
校でも講義

を開始し、
ジョブカフ

ェで就職

アドバイス
も行ってい

る。

経歴

地域産業発信型

細
川
　
輝
一
／
石
川
県
　
株
式
会
社
板
尾
鉄
工
所 

製
造
部 

部
長

　
平
成
14
年
、小
松
工
業
高
校
か
ら
、「
も
の
づ
く

り
大
会
が
石
川
県
で
１
位
に
な
り
、今
度
、北
信
越

大
会
に
出
る
の
で
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
下
さ
い
」と

言
わ
れ
た
事
が
、細
川
氏
の
連
携
活
動
の
き
っ
か

け
で
あ
る
。工
業
高
校
と
の
連
携
活
動
は
、そ
れ
以

来
、今
年
で
６
年
目
に
入
っ
た
。

　
細
川
氏
が
工
業
高
校
の
生
徒
へ
の
指
導
を
は
じ

め
た
背
景
に
は
、自
分
の
上
司
に
、も
の
を
つ
く
る

事
の
大
事
さ
、姿
勢
を
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
が

あ
る
。「『
も
の
づ
く
り
』は
、単
に
物
造
り
じ
ゃ
な

い
。漢
字
の
物
造
り
は
機
械
、道
具
を
使
う
が
、僕

の
言
う『
も
の
づ
く
り
』は
、受
注
し
て
か
ら
顧
客

に
納
め
る
ま
で
生
産
管
理
、生
産
技
術
、労
務
管
理

の
プ
ロ
セ
ス
全
体
を
指
し
て
い
る
」

　
人
を
管
理
で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
い
と
も
の
を

つ
く
れ
な
い
と
い
う
事
を
教
え
て
も
ら
い
、そ
れ

が
一
つ
の
動
機
づ
け
と
な
り
、タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
、

平
成
14
年
に
小
松
工
業
高
校
か
ら
話
し
が
あ
っ
た
。

　
機
械
シ
ス
テ
ム
分
野
の
技
術
・
技
能
に
つ
い
て

は
、企
業
が
実
践
し
て
い
る
内
容
で
工
業
高
校
の

指
導
内
容
で
不
足
す
る
部
分
を
指
導
し
、技
術
・
技

能
的
に
は
受
入
企
業
が
十
分
満
足
で
き
る
水
準
を

目
指
し
て
い
る
。し
か
し
細
川
氏
の
教
育
目
標
は

そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、も
の
づ
く
り
人
材
、

企
業
人
と
し
て
の
本
質
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
。具
体
的
に
は
、「
１．
も
の
づ
く
り
の
心

が
ま
え
」と
し
て
、①
お
・
あ
・
し
・
す
の
実
行
、企
業

の
売
上
、経
費
、利
益
と
は
、や
り
遂
げ
る
こ
と
等
、

②
も
の
づ
く
り
に
取
組
む
姿
勢
と
考
え
方（
顧
客

満
足
度
と
は
、も
の
づ
く
り
の
心
得
、も
の
づ
く
り

の
ス
テ
ッ
プ
等
）、③
や
り
が
い
づ
く
り（
人
は
生

き
て
い
く
た
め
に
ど
う
す
る
？
）、④
技
能
者
に
求

め
ら
れ
る
資
質
と
生
産
技
術
力（
技
能
者
・
技
術
者

に
求
め
ら
れ
る
資
質
と
力
量
等
）、⑤
報
連
相
、⑥

管
理
・
監
督
者
に
求
め
ら
れ
る
資
質
等
、「
２．
合
理

化
・
改
善
に
つ
い
て
」と
し
て
、合
理
化
投
資
計
画

と
推
進
手
順
、加
工
生
産
シ
ス
テ
ム
、工
程
設
計
手

順
等
、そ
の
他「
３．
加
工
方
法
の
基
本
」、「
４．
安
全

の
心
が
ま
え
」、「
５．
高
校
生
の
も
の
づ
く
り
」等

詳
細
な
も
の
づ
く
り
指
導
要
領
を
独
自
に
作
成
し
、

こ
れ
を
用
い
て
工
業
高
校
で
の
指
導
を
行
っ
て
い

る
。

　
細
川
氏
は
、自
分
自
身
の
努
力
と
進
化
が
な
け

き
っ
か
け
は「
も
の
づ
く
り
大
会
」で
の

ア
ド
バ
イ
ス

工
業
高
校
と
は
い
え

「
も
の
づ
く
り
の
心
構
え
」が
と
て
も
重
要

自
ら
学
ぶ
こ
と
を
重
視
し
、

子
供
に
は
自
立
性
、自
主
性
を
尊
重

11
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れ
ば
子
供
に
は
伝
わ
ら
な
い
と
感
じ
て
い
る
。「
指

導
し
た
子
供
の
満
足
感
を
見
て
い
る
内
に
、自
分

も
も
っ
と
勉
強
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、自
分
も

教
え
て
も
ら
っ
た
事
を
伝
え
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
思
っ
た
。伝
承
、伝
授
だ
け
で
は
だ
め
で
、「
も
の

づ
く
り
」は
伝
わ
ら
な
い
。そ
の
中
で
自
分
も
一
生

懸
命
進
化
し
な
い
と
、時
代
に
遅
れ
て
し
ま
う
」

　
小
松
工
業
高
校
は
、平
成
16
年
か
ら
３
年
連
続

で
全
国
大
会
に
出
場
し
、平
成
18
年
は
全
国
大
会

６
位
に
な
っ
た
。ち
な
み
に
３
年
連
続
出
場
の
高

校
は
他
に
は
な
い
。そ
の
実
績
も
あ
っ
た
か
ら
か
、

細
川
氏
は
、昨
年
か
ら
金
沢
市
立
工
業
高
校
で
も

指
導
し
て
い
る
。さ
ら
に
金
沢
専
門
学
校
で
若
者

の
就
職
ア
ド
バ
イ
ス
や
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
で
話
を
す

る
な
ど
若
者
に
対
す
る
動
機
づ
け
も
行
っ
て
い
る
。

　「
手
前
み
そ
で
す
が
、そ
の
よ
う
な
話
を
す
る
人

が
少
な
い
。メ
ン
タ
ル
と
か
精
神
面
と
か
感
動
と

か
感
激
と
か
、こ
だ
わ
り
と
か
。何
故
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
か
？
し
た
ら
ど
う
な
る
？
そ
の
為
に
、

ど
ん
な
苦
労
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
？
と
い

う
所
か
ら
入
る
と
、子
供
は
、自
分
で
自
立
し
て
歩

け
る
よ
う
に
な
る
。そ
の
中
で
も
、学
生
と
は
お
酒

の
飲
む
話
も
す
る
し
、遊
び
の
話
も
す
る
し
、そ
う

い
う
事
が
一
番
子
供
に
、大
人
に
な
っ
た
ら
ど
う

な
る
？
お
金
儲
け
た
ら
ど
う
な
る
？
具
体
的
に
言

わ
な
い
と
、子
供
は
わ
か
ら
な
い
。た
だ
、一
生
懸

命
や
れ
と
言
わ
れ
た
ら
、腹
が
立
ち
ま
す
。「
勉
強

し
な
さ
い
」と
言
わ
れ
た
ら
、「
今
、勉
強
し
て
い
る

の
に
、勉
強
し
ろ
と
言
う
な
！
」と
腹
が
立
つ
の
と

一
緒
で
、僕
は
、そ
れ
を
誘
い
出
し
て
あ
げ
る
の
が

仕
事
だ
と
思
っ
て
い
る
」ま
た「
僕
は
、凄
く
怒
り

ま
す
。凄
く
ほ
め
ま
す
。怒
る
時
も
、相
手
の
身
に

な
っ
て
怒
る
と
、そ
の
子
は
痛
み
が
分
か
る
。だ
か

ら
挑
戦
す
る
」

　
細
川
氏
は
、小
松
工
業
高
校
に
年
間
40
回
通
っ

て
い
る
。家
で
も
常
に
学
生
の
こ
と
が
気
に
な
る

と
い
う
。腰
掛
や
片
手
間
で
は
十
分
に
指
導
で
き

な
い
し
、全
国
で
は
勝
て
な
い
。石
川
県
で
２
位
に

な
っ
た
時
も
、「
何
で
？
」と
そ
の
日
の
夜
ま
で
か

け
て
そ
の
学
生
に「
ど
う
や
？
」と
訊
ね
た
。そ
こ

で「
悔
し
い
！
」と
言
っ
た
子
は
、必
ず
全
国
で
良

い
成
績
を
修
め
る
と
い
う
。

　
独
自
に
作
成
し
た
指
導
要
領
で
は
、挨
拶
か
ら

入
り
、会
社
の
売
上
げ
の
努
力
と
か
、顧
客
満
足
の

話
、さ
ら
に「
報
連
相
」の
話
も
す
る（
ほ
う: 

報
告

　
れ
ん: 

連
絡
　
そ
う: 

相
談
）。遊
び
の
中
で
、安
全

の
話
も
す
る
な
ど
一
般
常
識
全
て
指
導
す
る
。「
こ

れ
を
全
部
出
来
た
ら
、板
尾
の
従
業
員
よ
り
レ
ベ

ル
高
い
よ
」と
ま
で
言
っ
て
学
生
の
や
る
気
を
引

き
出
す
。最
後
に
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
自
分
で
書
か

せ
る
。自
分
が「
目
的
」を
持
っ
て
実
行
す
る
こ
と

を
重
視
す
る
。例
え
ば
、も
の
を
つ
く
る
た
め
に
、具

体
的
な「
工
順
・
加
工
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」を
自
分
で

書
か
せ
る
。こ
れ
を
書
け
ば
、自
分
の
頭
に
入
る
。こ

れ
を
や
れ
ば
自
然
と
自
立
で
き
る
。

　
企
業
が
求
め
る
人
材
は
、な
ぜ
か
と「
問
題
意
識

と
目
的
、目
標
」を
持
っ
て
考
え
、計
画
的
に
行
動

で
き
る「
自
律
型
」人
間
で
あ
り
、そ
の
よ
う
な
人

材
を
育
成
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

　
し
か
し
、若
者
の
指
導
に
も
難
し
い
面
も
あ
る

と
細
川
氏
は
言
う
。「
①
も
の
づ
く
り
は『
人
づ
く

り
』を
取
り
組
む
環
境
が
必
要
、言
葉
で
理
解
さ

れ
て
い
る
が
解
っ
て
も
ら
え
な
い
。②
ど
れ
だ
け

理
論
・
哲
学
を
唱
え
て
も『
心
』を
教
え（
伝
え
る
）

な
け
れ
ば
技
能
は
伝
わ
ら
な
い
。そ
の
た
め
に
、①

作
る
心
　
②
考
え
る
心
　
③
情
熱
の
心
　
④
思

い
や
り
の
心
　
⑤
こ
だ
わ
り
の
心
　
⑥
い
た
み
の

心
　
⑦
感
謝
の
心
と
い
う
７
つ
の
心
が
大
切
で
あ

る
」

　
細
川
氏
は
、指
導
を
成
功
さ
せ
る
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
次
の
点
を
挙
げ
た
。

　「
も
の
づ
く
り
は
人
づ
く
り
と
い
う
事
を
理
解

し
て
ほ
し
い
。技
能
の
結
果
だ
け
言
わ
れ
て
、人

づ
く
り
、も
の
づ
く
り
、心
づ
く
り
と
い
う
事
を
分

か
っ
て
も
ら
え
な
い
。結
果
を
出
す
為
に
は
、こ
れ

ら
が
大
事
で
あ
る
こ
と
を
社
会
や
企
業
が
理
解
し

て
ほ
し
い
」

　
ま
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
、指
導
者
と
し
て
説
明

を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、身
に
つ
け
た
こ

と
を
ど
の
よ
う
に
子
供
た
ち
に
伝
え
る
か
を
重
要

視
し
て
い
る
。

　「
相
手
の
身
に
な
っ
て
実
行
す
る
事
が
基
本
だ

と
思
う
。自
分
が
持
つ
個
性
を
伝
え
る
、持
っ
て
い

る
も
の
を
伝
え
る
。相
手
が
ど
う
思
う
か
が
大
事

で
は
な
く
、自
分
が
今
ま
で
習
っ
た
事
、教
わ
っ
た

事
を
ど
う
や
っ
て
、子
供
や
若
者
に
聞
か
せ
る
か

と
い
う
事
が
大
事
で
あ
る
。学
校
側
や
子
供
が
何

を
言
お
う
が
、相
手
が
求
め
る
事
よ
り
も
、自
分
が

相
手
に
何
を
伝
え
た
い
か
、も
っ
と
言
わ
な
い
と

い
け
な
い
。そ
う
し
な
い
と
自
分
も
進
化
し
な
い

と
思
う
」

１．
指
導
者
の『
情
熱
』が
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
伝
わ
る
。

２．
遊
び
心
か
ら『
学
ぶ
』、そ
の
気
・
や
る
気
に
さ
せ
る
、個
人

　
個
人
の
個
性
を
引
き
出
し
、考
え
て
見
る
こ
と『
イ
メ
ー

　
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
』で
生
徒
の
心
理
を
巧
み
に
突
き
、潜

　
在
能
力
を
引
き
出
す
の
が
役
割
と
心
得
て
い
る
。

３．
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の『
聞
く
・
言
う
・
や
る
』重
要
性

　
（
人
は
一
人
で
は
生
き
て
は
行
け
な
い
）と
相
手
を
理
解

　
す
る
こ
と
。

４．
①
も
の
づ
く
り
は『
創
造
づ
く
り
』『
い
き
が
い
づ
く
り
』

　
『
や
り
が
い
づ
く
り
』『
こ
だ
わ
り
づ
く
り
』『
心
づ
く
り
』

　
で
、重
要
な
の
は『
情
熱
』と『
感
謝
の
心
』が
大
切
で
あ
る
。

　
②
一
生
懸
命
や
る
か
ら『
感
動
』『
感
激
』が
生
ま
れ
、達
成

　
感
・
充
実
感
が
生
ま
れ
る
。（
伝
統
チ
ー
ム
は
な
ぜ
強
い
か
）

５．
生
き
る
と
は『
夢
』を
持
つ
こ
と
、夢
と
は『
目
的
』『
目
標
』

　
を
持
つ
こ
と
で
、５
Ｗ
１
Ｈ
で
実
行
す
る
こ
と
。

６．
勝
ち
た
い
・
達
成
し
た
い（
も
の
づ
く
り
全
国
大
会
、技
能

　
検
定
）気
持
ち
・
目
標
が
強
け
れ
ば
強
い
ほ
ど
、困
難
・
苦

　
難
に
挑
戦
で
き
、立
ち
向
か
え
る
。（
全
国
レ
ベ
ル
を
意
識

　
さ
せ
る
と
、や
る
べ
き
こ
と
・
必
要
な
こ
と
が
見
え
て
く

　
る
）

７．
技
能
は『
伝
承
』『
伝
授
』だ
け
で
は
伝
わ
ら
な
い
、『
心
』と

　
『
進
化
』が
必
要
で
あ
る
。

８．
人
は
変
わ
ろ
う
と
す
れ
ば
変
わ
れ
る
。人
を
変
え
る
前
に

　
自
分
が
変
わ
る
。育
て
る
人
で
人
は
変
わ
る
。

　
１
）目
線
を
一
段
上
げ
て
話
し
か
け
、考
え
さ
せ
、実
行
さ

　
せ
る
。

　
２
）成
功
談
よ
り
失
敗
談
を
話
す
。

９．
や
る
べ
き
こ
と
、や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
、権
限
と
責
任
、

　
義
務
を
し
っ
か
り
と
教
え
て
自
立
心
を
起
こ
さ
せ
る
。

１０．『
や
っ
て
み
せ
て
』『
や
ら
せ
て
み
せ
て
』『
解
る
ま
で
』『
解
っ

　
た
と
い
う
事
が
解
る
ま
で
』最
後
に『
ほ
め
て
や
る
』が
重

　
要
。

◎
自
分
自
身
の
未
熟
さ
と
、足
り
な
い
も
の
を
考
え
、そ
の

　
た
め
に
学
び
、検
索
し
基
本
に
あ
る
べ
き
姿
を
求
め
る
信

　
念
が
、自
分
の
指
導
法
で
あ
る
。　

伝
え
ら
れ
る
こ
と
、伝
え
る
べ
き
こ
と
を

積
極
的
に
指
導
す
る
こ
と
が
成
功
の
ポ
イ
ン
ト

７
つ
の
心
を
教
え
た
い
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５
年
前
か
ら
、エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ（
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
委
託
事
業
）と
し
て
、年
間
４
〜
５
回
、主
に
中
部
地
域

の
学
校
に
出
向
い
て「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
教
育
」を
実
施
し
て
い
る
。さ
ら
に
福
井
高
専
に
お
い
て
、継
続
し
て
産
業
安
全
お
よ
び

技
術
者
倫
理
に
関
す
る
講
義
を
、企
業
に
お
い
て
は
生
産
管
理
技
術
者
、設
計
技
術
者
に
対
す
る
、初
等
実
務
教
育
な
ら
び
に
高
度

技
術
者
教
育
を
実
施
し
て
い
る
。学
ん
だ
知
識
が
本
当
に
役
立
つ
こ
と
を
理
解
し
た
と
き
の
喜
ぶ
姿
を
見
る
こ
と
が
喜
び
で
あ
り
、

活
力
と
な
っ
て
い
る
。

１９８５年　
吉川システ

ム設計（生
産システム

設計・製造
）

を開業。そ
の後、１９９

４年　技術
士機械部門

に登録し、

技術士事務
所を開設。

１９９４年～
　福井県技

術アドバ

イザーに就
任し、自動

化システム
・生産管理

等の分野で

活躍。１９９
６年　労働

安全コンサ
ルタントに

登録し、安

全診断・安
全パトロー

ル・セミナ
ーの講師と

なる。さら

に１９９８年
　地方労災

防止技術指
導員に就任

。（福井労

働局委嘱）
　２００３年

技術士総合
技術監理部

門に追加

登録。

経歴

地域産業発信型

吉
川
　
博
／
福
井
県
　
吉
川
技
術
士
事
務
所

　
吉
川
氏
は
、現
在
、ど
ち
ら
か
と
い
う
と
学
校
で

の
勉
強
が
苦
手
だ
っ
た
よ
う
な
人
を
対
象
に
、「
実

社
会
で
仕
事
を
す
る
た
め
に
は
、少
な
く
と
も
こ

れ
ぐ
ら
い
の
知
識
は
い
る
ぞ
」と
い
う
事
を
改
め

て
教
え
る
こ
と
が
多
い
。例
え
ば
力
学
の
基
礎
と

か
、構
造
物
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
最
初
か
ら
丁
寧

に
説
明
し
て
い
る
。受
講
者
は
、資
格
を
持
た
な
い

と
仕
事
が
出
来
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
、た
い
へ

ん
真
面
目
に
話
を
聞
く
し
、自
分
の
頭
で
考
え
て

何
と
か
理
解
し
よ
う
と
努
力
す
る
姿
が
見
え
る
。

中
に
は
一
般
社
会
人
の
常
識
か
ら
ほ
ど
遠
い
身
な

り
の
受
講
者
も
い
る
が
、社
会
に
出
て
自
活
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
に
立
っ
て
初
め
て
、学
校

の
勉
強
の
意
味
が
わ
か
っ
た
と
い
う
。そ
う
い
う

声
を
聞
く
と
、な
ぜ
も
う
少
し
早
く
そ
の
こ
と
に

気
付
か
な
か
っ
た
の
か
と
悔
や
ま
れ
る
。

　
彼
ら
は
、学
校
時
代
に
知
識
や
理
論
を
お
ぼ
え

る
こ
と
が
な
ぜ
必
要
な
の
か
全
く
聞
か
さ
れ
て
な

い
。例
え
ば
、力
学
の
基
礎
で
ニ
ュ
ー
ト
ン
力
学
の

３
法
則
が
あ
る
が
、社
会
人
の
理
解
度
の
現
状
か

ら
判
断
す
る
と
、も
し
か
し
た
ら
中
学
、高
校
の
先

生
が
そ
の
意
味
を
十
分
に
理
解
し
て
教
え
ら
れ
て

い
る
の
か
と
の
疑
問
を
感
じ
る
。理
論
だ
け
の
説

明
で
終
え
る
と
、そ
れ
が
何
の
役
に
立
つ
か
全
く

見
え
て
こ
な
い
。し
か
し
、そ
れ
が
見
え
て
く
れ
ば

相
当
真
剣
に
彼
ら
も
勉
強
す
る
。そ
れ
が「
社
会
人

に
な
る
前
の
初
等
教
育
の
現
場
で
行
わ
れ
て
い
る

と
、よ
り
効
果
的
な
教
育
と
な
る
と
思
う
」

　
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
感
じ
な
が
ら
も
、社
会
人

対
象
の
初
等
教
育
は
大
変
意
義
深
く
、ま
た
結
果
が

す
ぐ
目
に
見
え
て
出
て
く
る
の
で
、大
変
や
り
が

い
の
あ
る
仕
事
だ
と
吉
川
氏
は
受
け
と
め
て
い
る
。

　「
指
導
す
る
に
あ
た
り
、こ
ち
ら
が
毎
回
相
当
量

の
準
備
を
し
て
い
く
と
生
徒
の
心
構
え
が
違
っ
て

く
る
」

　
中
学
や
高
校
の
毎
日
の
授
業
で
、そ
の
よ
う
な

高
密
度
の
授
業
を
継
続
す
る
の
は
現
実
に
は
難
し

い
と
思
う
が
、実
行
す
れ
ば
確
実
に
効
果
が
あ
る

と
い
う
。吉
川
氏
は
、名
古
屋
の
た
い
へ
ん
荒
れ
た

雰
囲
気
に
見
受
け
ら
れ
る
中
学
校
に
行
っ
て
エ
ネ

ル
ギ
ー
教
育
を
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。そ
の
時
の

こ
と
で
あ
る
が
、ク
ラ
ス
の
中
で
10
人
ぐ
ら
い
完

全
に
授
業
を
無
視
し
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
生
徒

が
い
た
。そ
の
ク
ラ
ス
は
、担
任
の
先
生
も
制
御
し

き
れ
て
な
い
状
態
で
あ
り
、「
こ
れ
は
弱
っ
た
な
」

と
思
い
つ
つ
講
義
を
始
め
た
。す
る
と
話
を
し
て

い
る
と
徐
々
に
吉
川
氏
の
方
を
向
く
よ
う
に
な
っ

て
、こ
い
つ
何
か
お
も
し
ろ
い
話
を
し
て
い
る
な

何
の
役
に
立
つ
の
か
、そ
れ
が
わ
か
る
と

勉
強
す
る
効
果
は
大
き
い

中
学
校
等
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
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と
受
け
止
め
て
い
る
よ
う
な
印
象
だ
っ
た
。最
後

の
方
に
は
、ほ
と
ん
ど
全
員
が
吉
川
氏
の
方
を
向

い
て
お
り
、教
育
し
が
い
の
あ
る
貴
重
な
体
験
で

あ
っ
た
。

　
依
頼
を
受
け
た
の
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
学
会

で
あ
る
。学
会
資
料
を
見
て
、外
部
講
師
と
し
て
活

動
し
て
も
ら
え
な
い
か
と
の
依
頼
が
あ
っ
た
。特

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
専
門
家
と
い
う
わ
け
で
は
な
い

が
、エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
機
器
の
開
発
技
術
者
と
し

て
の
立
場
で
引
き
受
け
た
。主
に
中
学
校
で
理
科

や
総
合
学
習
の
授
業
枠
で
、パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
と

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を
機
能
的
に
使
っ
て
講
義
を
進

め
る
。授
業
の
テ
ー
マ
は
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効

活
用
」で
、消
滅
型
の
有
機
性
廃
棄
物
処
理
装
置
の

開
発
経
験
を
ベ
ー
ス
に
話
を
し
て
い
る
。こ
れ
は
、

む
し
ろ
失
敗
例
で
、あ
え
て
う
ま
く
い
か
な
か
っ

た
話
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の

本
質
、困
難
さ
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
る
。

　
バ
イ
オ
関
連
の
処
理
は
、実
験
室
で
上
手
く
い
っ

て
も
、現
場
で
は
、条
件
が
整
わ
ず
上
手
く
い
か
な

い
場
合
が
多
い
。こ
の
装
置
開
発
業
務
は
、５，
６

年
が
ん
ば
っ
た
が
、残
念
で
は
あ
っ
た
が
継
続
を

断
念
し
た
。

　
講
義
内
容
で
生
徒
た
ち
が
一
番
関
心
を
持
っ
て

聞
い
て
く
れ
る
の
は
、「
宇
宙
の
万
物
の
基
本
は
と

て
も
単
純
だ
」だ
と
い
う
話
で
あ
る
。生
徒
達
は
、

ほ
と
ん
ど
聞
い
た
事
が
な
い
か
ら
、か
な
り
興
味

を
持
っ
て
く
れ
る
。人
間
が
食
べ
物
を
食
べ
て
、体

内
で
処
理
し
て
熱
と
し
て
利
用
す
る
。た
い
へ
ん

効
率
的
な
熱
機
関
と
理
解
し
た
う
え
で
、自
動
車

の
エ
ン
ジ
ン
の
仕
組
み
と
ど
う
違
う
の
か
と
考
え

る
。そ
の
よ
う
な
視
点
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活

用
の
大
切
さ
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
必
然
性
に
話
を

広
げ
る
。ま
た
、物
質
の
根
源
的
な
と
ら
え
方
で
、

分
子
、原
子
レ
ベ
ル
の
視
点
か
ら
見
る
と
人
間
も

植
物
も
、あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
と
話
す
と
、「
え
ー
っ

！
」と
素
直
な
反
応
が
あ
る
。こ
の
よ
う
に
、も
の

ご
と
を
単
純
化
し
て
本
質
的
な
原
理
を
伝
え
る
こ

と
が
吉
川
氏
の
講
義
の
特
徴
で
あ
り
、子
供
達
の

興
味
と
理
解
を
深
め
る
コ
ツ
だ
と
い
え
る
。

　
吉
川
氏
は
、年
間
５，
６
回
、主
に
中
学
や
高
校

で
講
義
を
行
う
。外
部
講
師
と
し
て
教
育
に
参
加

す
る
印
象
と
し
て
、先
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
問
題
を
挙
げ
た
。「
基
本
的
な
こ
と
で
は
あ
る

が
、外
部
講
師
と
し
て
私
が
職
員
室
で
挨
拶
す
る

時
、あ
え
て
大
き
な
声
で
“こ
ん
に
ち
は
”と
声
を

か
け
る
が
、ほ
と
ん
ど
の
学
校
で
無
反
応
で
あ
る
。

誰
も
返
事
し
て
な
い
。外
部
講
師
が
来
る
こ
と
を

ほ
と
ん
ど
の
学
校
の
先
生
は
こ
こ
ろ
よ
く
思
っ
て

な
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
し
ま
う
。担
当
の

先
生
が
校
長
先
生
と
勝
手
に
決
め
て
外
部
講
師
を

呼
ん
で
授
業
を
さ
せ
て
い
る
、何
か
変
な
事
や
ら

せ
て
い
る
。多
く
の
場
合
が
そ
の
よ
う
な
雰
囲
気

で
あ
り
、あ
ま
り
歓
迎
さ
れ
て
い
な
い
と
感
じ
る
。

外
か
ら
の
風
を
そ
ん
な
風
に
拒
ん
で
い
る
の
は
、

組
織
と
し
て
は
非
常
に
良
く
な
い
事
だ
と
思
う
」

　
こ
れ
ま
で
も
単
発
の
講
義
が
多
く
、継
続
的
に

呼
ば
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
。中
学
校
の
中
に

は
、３
回
継
続
し
て
吉
川
氏
を
呼
ん
だ
学
校
は
あ

る
が
、そ
の
一
方
で
は
、こ
ん
な
話
だ
と
思
わ
な
か

っ
た
と
、講
義
内
容
が
合
わ
な
い
と
さ
れ
る
学
校

も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
講
義
を
行
う
前
に
は
事
前
に
担
任
の
先
生
と
十

分
協
議
し
て
い
る
。打
ち
合
わ
せ
は
１，
２
回
程
度

だ
が
、「
学
校
の
先
生
と
は
、打
ち
合
わ
せ
し
て
も

あ
ま
り
効
果
が
な
い
の
が
、正
直
な
印
象
で
あ
る
。

実
際
に
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
も
、私
が
ど
う
い
う

立
場
で
、何
を
話
そ
う
と
し
て
い
る
の
か
、よ
く
理

解
し
て
い
た
だ
け
な
い
。私
の
職
業
や
業
務
の
内

容
に
つ
い
て
も
想
像
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
」

と
感
じ
て
い
る
。

　
大
手
企
業
は
工
場
見
学
と
し
て
積
極
的
に
中
学

生
、高
校
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
が
、単
に
見
学

す
る
だ
け
で
は
な
く
生
産
活
動
・
も
の
づ
く
り
が
、

世
の
中
で
ど
う
い
う
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
か
、

理
解
で
き
る
よ
う
な
対
応
が
重
要
で
あ
る
と
吉
川

氏
は
感
じ
て
い
る
。

　
日
本
の
農
業
生
産
で
は
、十
分
な
量
の
食
料
を

確
保
で
き
な
い
の
で
、私
た
ち
は
今
後
も
、工
業
製

品
の
生
産
活
動
を
通
じ
た
利
益
で
、そ
れ
を
調
達

せ
ざ
る
を
得
な
い
。そ
の
視
点
で
“も
の
づ
く
り
”

の
意
味
を
も
う
少
し
子
供
達
に
伝
え
て
い
け
た
ら

良
い
。そ
の
た
め
に
は
、ま
ず
先
生
に
理
解
し
て
も

ら
う
の
が
一
番
だ
と
吉
川
氏
は
思
っ
て
い
る
。ま

た
、「
企
業
活
動
は
ま
す
ま
す
ス
ピ
ー
ド
Ｕ
Ｐ
し
て

い
る
か
ら
、従
来
の
よ
う
に
退
職
者
を
教
育
現
場

に
連
れ
て
来
て
教
え
る
の
で
は
効
果
は
望
め
な
い
。

今
第
一
線
に
い
る
人
が
、教
育
現
場
に
一
年
程
度

入
り
、課
題
を
決
め
、ど
の
よ
う
な
テ
ー
マ
が
重
要

か
と
教
え
に
行
っ
て
戻
る
仕
組
み
を
、い
ろ
い
ろ

な
所
が
連
携
し
て
実
行
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

学
校
の
先
生
も
半
年
な
り
一
年
な
り
企
業
に
行
っ

て
、そ
こ
で
現
実
の
企
業
活
動
を
見
る
こ
と
は
、学

校
が
決
断
す
れ
ば
す
ぐ
で
き
る
。そ
れ
ら
の
先
生

に
対
す
る
啓
蒙
活
動
も
し
っ
か
り
と
し
て
い
か
な

い
と
い
け
な
い
。子
供
達
に
何
を
伝
え
る
の
か
の

中
身
が
重
要
で
、教
科
書
に
書
い
て
あ
る
事
だ
け

を
伝
え
る
の
で
は
ニ
ー
ズ
に
全
く
合
っ
て
い
な
い
」

と
語
る
。

　「
学
校
の
先
生
は
、景
気
が
良
い
と
か
悪
い
と
か

全
く
実
感
が
な
い
だ
ろ
う
。学
校
と
企
業
と
の
交

流
促
進
は
若
年
人
材
育
成
に
お
い
て
と
て
も
重
要

で
あ
る
」

　
自
己
実
現
を
通
じ
た
社
会
貢
献
に
よ
り
、高
い

レ
ベ
ル
で
技
術
者
と
し
て
の
使
命
を
果
た
す
こ
と

を
目
標
に
、吉
川
氏
は
活
動
を
広
げ
て
い
る
。

ま
ず
は
人
事
交
流
が
重
要

先
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

今
後
の
課
題
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（
独
）雇
用
・
能
力
開
発
機
構
で
は
、厚
生
労
働
省
か
ら
の
委
託
を
受
け
、平
成
15
、16
年
度
に「
仕
事
ふ
れ
あ
い
活
動
支
援
事
業
」を
行
っ

た
。こ
れ
は
地
域
の
企
業
と
中
高
生
が
交
流
す
る
こ
と
で
、中
高
生
の
職
業
観
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
す
る
事
業
で
あ
る
。実
際
の
、

企
業
と
中
高
校
間
の
連
絡
調
整
に
は
、「
仕
事
ふ
れ
あ
い
活
動
指
導
員
」が
当
た
っ
た
。稲
垣
氏
は（
独
）雇
用
・
能
力
開
発
機
構
の
香

川
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、「
仕
事
ふ
れ
あ
い
活
動
指
導
員
」と
し
て
連
絡
調
整
の
実
務
を
行
っ
た
。

稲垣氏は、
技術者とし

て約３０年
間のキャリ

アを積んだ

後、平成１５
、１６年度に

「仕事ふれ
あい活動指

導員」とし

て、産学連
携事業に携

わった。指
導員として

様々な支援

内容を経験
した稲垣氏

は、平成１７
年度知的財

産市民講

座事業に講
師として参

加し、独自
の工夫を取

り込んだ

市民講座を
行った。現

在は、（独）
雇用・能力

開発機構に

おいて、技
術者として

の経験を活
かし、ＣＡ

Ｄや技術職

実務に関す
る講義を担

当している
。またその

傍らで、い

ながき技術
士事務所を

立上げ、技
術コンサル

タントと

しても活動
している。

経歴

地域産業発信型

稲
垣
　
剛
／
香
川
県
　（
独
）雇
用
・
能
力
開
発
機
構 

香
川
セ
ン
タ
ー 

非
常
勤
講
師

　「
若
年
者
の
雇
用
の
安
定
を
図
る
に
は
、中
高
生

の
早
い
段
階
か
ら
職
業
観
を
育
成
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
」と
し
て
、独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能
力

開
発
機
構
で
は
厚
生
労
働
省
か
ら
の
委
託
を
受
け
、

平
成
15
、16
年
に「
仕
事
ふ
れ
あ
い
活
動（
支
援
事

業
）」を
行
っ
た
。

　「
仕
事
ふ
れ
あ
い
活
動
」と
は
、地
域
の
中
学
校

や
高
校
と
地
元
企
業
が
交
流（
ふ
れ
あ
い
）を
行
う

中
で
、学
生
の
職
業
観
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。具
体
的
に
は
、①
語
ら
い（
職
業
人
の

講
話
等
）、②
訪
問（
工
場
見
学
等
）、③
体
験（
技
能

体
験
等
）、④
相
談（
キ
ャ
リ
ア
相
談
等
）が
行
わ
れ

た
。

　
稲
垣
氏
は
、（
独
）雇
用
・
能
力
開
発
機
構
香
川
セ

ン
タ
ー（
以
下
、香
川
セ
ン
タ
ー
）の「
仕
事
ふ
れ
あ

い
活
動
指
導
員
」と
し
て
、学
校
と
企
業
の
間
に
立

ち
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
と
し
て
実
務
を
行
っ
た
。

　
香
川
セ
ン
タ
ー
が
担
当
し
た
学
校
は
、中
学
校

と
高
校
を
合
わ
せ
て
各
年
12
校
で
あ
っ
た
。香
川

セ
ン
タ
ー
に
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
が
３
名
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
が
４
校
を
担
当
し
た
。稲
垣
氏
は
そ
の

中
で
も
工
業
高
校
を
中
心
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を

行
っ
た
と
い
う
。稲
垣
氏
の
前
職
は
メ
ー
カ
ー
の

技
術
職
。約
30
年
間
の
研
究
開
発
の
キ
ャ
リ
ア
を

持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
対
象
と
す
る
中
高
校
の
選
定
に
関
し
て
は
、教

育
委
員
会
か
ら
の
推
薦
が
あ
っ
た
。そ
れ
で
も
、こ

の「
仕
事
ふ
れ
あ
い
活
動
」へ
の
参
加
を
渋
る
学
校

も
あ
っ
た
と
い
う
。「
学
校
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
試
験

や
体
育
祭
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
大
体
、１
〜
２
月
頃
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
考
慮
し
て
こ
ち
ら

も
提
案
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
」

　
１
年
目
は「
仕
事
ふ
れ
あ
い
活
動
」の
認
知
度
が

低
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、活
動
へ
の
参
加
に
消
極

的
な
学
校
も
あ
っ
た
。し
か
し
、２
年
目
に
は
学
校

側
が
好
意
的
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
。「
学
校
同
士

は
常
に
連
絡
を
取
り
合
い
、情
報
交
換
を
し
て
い

ま
す
。活
動
が
上
手
く
い
っ
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　
香
川
セ
ン
タ
ー
で
は
、地
域
の
協
力
企
業
が
約

３
０
０
社
あ
っ
た
。し
か
し
、企
業
に
よ
っ
て
活
動

に
協
力
で
き
る
範
囲
は
異
な
る
。稲
垣
氏
等
指
導

員
は
企
業
に「
仕
事
ふ
れ
あ
い
活
動
」へ
の
参
加

意
向（
工
場
見
学
に
は
協
力
で
き
る
が
、講
師
の
派

遣
は
で
き
な
い
等
）を
ア
ン
ケ
ー
ト
で
事
前
に
確

学
校
と
企
業
の
橋
渡
し
を
行
う

「
仕
事
ふ
れ
あ
い
活
動
指
導
員
」

約
30
年
の
技
術
職
キ
ャ
リ
ア
を
活
か
し

工
業
高
校
を
中
心
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
や
学
校
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
よ
り
ニ
ー
ズ
を
把
握
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認
し
た
と
い
う
。そ
う
い
っ
た
意
向
を
把
握
し
、

企
業
を
確
保
す
る
こ
と
で
、指
導
員
は
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
活
動
を
円
滑
に
行
う
こ
と
が
で
き
た
。ま

た
、学
校
か
ら
も
“ど
ん
な
こ
と
が
や
り
た
い
か
”

に
つ
い
て
聞
き
出
し
、そ
れ
に
基
づ
い
て
、そ
れ
が

で
き
る
企
業
を
選
定
し
て
い
っ
た
と
い
う
。

　「
特
に
中
学
校
や
高
校
が
あ
る
地
域
の
地
元
の

商
店
街
の
方
々
は
と
て
も
協
力
的
で
し
た
。生
徒

も
常
に
通
り
が
か
っ
て
い
る
場
所
で
す
か
ら
ね
。

生
徒
は
楽
し
ん
で
や
っ
て
い
ま
し
た
。大
企
業
だ

け
で
な
く
、そ
う
い
っ
た
地
元
の
商
店
街
な
ど
で
、

生
徒
が
色
々
な
経
験
を
す
る
こ
と
は
有
効
だ
と
感

じ
ま
し
た
」

　
香
川
セ
ン
タ
ー
で
は
、３
名
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
の
学
校
を
受
け
持
っ
て
い
た

が
、必
要
な
部
分
で
は
協
力
を
し
な
が
ら
活
動
を

推
進
し
て
い
っ
た
と
い
う
。

　「
こ
う
い
っ
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
活
動
を
す
る

に
は
、１
人
で
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。「
仕
事
ふ

れ
あ
い
活
動
」で
は
、自
分
が
“技
術
系
”を
担
当
し
、

そ
れ
以
外
は
別
の
２
人
に
担
当
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。他
の
地
域
で
は
、教
諭
出
身
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
も
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。私
達
は
皆
産
業
側

出
身
で
す
か
ら
、学
校
出
身
の
方
が
い
た
ら
も
っ

と
や
り
や
す
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。理
想
の

メ
ン
バ
ー
と
し
て
は
、学
校
出
身
者
１
人
、産
業
側

出
身
者
が
２
〜
３
人
。産
業
側
の
人
間
は
出
身
企

業
の
業
種
や
規
模
等
が
別
々
の
方
が
良
い
と
思
う
。

こ
れ
で
あ
れ
ば
様
々
な
こ
と
に
対
応
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
」

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
と
し
て
活
動
し
て
い
た
稲
垣

氏
で
あ
っ
た
が
、「
仕
事
ふ
れ
あ
い
活
動
」に
お
い

て
講
師
を
担
当
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。技

術
系
の
講
話
の
講
師
を
探
し
て
い
た
の
だ
が
、元

技
術
者
の
稲
垣
氏
自
身
が
講
師
を
担
当
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。稲
垣
氏
は「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
」を
テ
ー
マ
に
工
業
高
校
の
生
徒
へ
講
話
を

行
っ
た
と
い
う
。「「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
」の
知
識

へ
の
学
校
側
の
ニ
ー
ズ
が
増
え
て
い
る
よ
う
に
感

じ
て
い
た
の
で
、こ
の
テ
ー
マ
で
講
話
を
行
い
ま

し
た
。ま
た
、先
生
方
は
技
術
の
実
務
経
験
は
あ
り

ま
せ
ん
か
ら
、私
が
お
話
し
す
る
こ
と
で
役
に
立

て
た
ら
と
思
い
、講
師
を
や
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
」

　
ま
た
、特
に
生
徒
へ
の
受
け
が
良
か
っ
た「
仕
事

ふ
れ
あ
い
活
動
」と
し
て
は
、何
か
を
作
っ
た
り
、

作
業
を
し
た
り
す
る
活
動
で
あ
っ
た
と
い
う
。「
単

に
話
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
、学
校
の
授
業
と

何
ら
変
わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。学
生
の
興
味
を
惹

き
つ
け
る
の
は
、“楽
し
い
”と
い
う
こ
と
や
“面
白

い
”と
い
う
こ
と
な
の
で
す
」

　「
仕
事
ふ
れ
あ
い
活
動
」が
終
了
し
た
後
、稲
垣

氏
は
四
国
経
済
産
業
局
か
ら
の
委
託
で「
平
成
17

年
度
知
的
財
産
市
民
講
座
事
業
」を
行
っ
た
。こ
れ

は
知
的
財
産
に
関
す
る
講
座
を
一
般
市
民
に
向
け

て
行
う
事
業
で
あ
っ
た
。３
日
間
行
っ
た
講
座
の

内
、初
日
は
小
中
高
校
生
向
け
に
行
っ
た
。

　
講
座
向
け
の
テ
キ
ス
ト
は
用
意
さ
れ
て
い
た
が
、

稲
垣
氏
は
講
座
内
容
に
“独
自
の
工
夫
”を
取
り
込

ん
だ
と
い
う
。講
座
の
中
に
、“ゲ
ー
ム
”や
“作
る
”

と
い
う
要
素
を
取
り
込
む
こ
と
で
、子
供
た
ち
に

関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
様
に
し
た
。こ
れ
ら
の

工
夫
は
、も
ち
ろ
ん「
仕
事
ふ
れ
あ
い
活
動
」に
お

け
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
と
し
て
の
経
験
か
ら
得
た

も
の
で
あ
る
。

「
学
生
に
、就
職
を
す
る
時
に
な
っ
て
突
然
、何
か

し
ら
の
“技
術
”に
興
味
を
持
て
と
言
っ
た
っ
て
無

理
な
話
で
す
。小
さ
い
頃
か
ら
、技
術
に
興
味
を
持

て
る
環
境
を
作
っ
て
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。そ
の
為
に
は
“楽
し
い
”や
“面
白
い
”

と
い
う
こ
と
を
感
じ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
の
で
す
」

しごと体験（さぬきうどん作り）の風景

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
活
動
は
産
業
出
身
者
・

学
校
出
身
者
両
者
の
連
携
が
必
要

学
生
の
興
味
を
惹
き
つ
け
る
の
は
、

“楽
し
い
”や
“面
白
い
”

仕
事
ふ
れ
あ
い
活
動
の
経
験
を
活
か
し
、

新
た
な
フ
ィ
ー
ル
ド
へ

（「
平
成
17
年
度
知
的
財
産
市
民
講
座
事
業
」）
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大
野
氏
は（
株
）は
あ
も
に
い
で
、静
岡
・
愛
知
県
の
企
業
の
研
修
に
携
わ
り
、浜
松
市
の「
企
業
家
精
神
啓
発
事
業
」で
は
講
師
を
担

当
し
て
い
る
。一
方
で
、岡
崎
市
で
は
Ｆ
Ｍ
岡
崎
の
運
営
に
携
わ
り
、地
域
の
中
学
校
の
職
場
体
験
を
積
極
的
に
受
入
れ
て
い
る
。

Ｆ
Ｍ
岡
崎
は
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ラ
ジ
オ
で
あ
り
、大
野
氏
は
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ラ
ジ
オ
を
核
と
し
た
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
確
立
を
目
指
し
、地
域
の
企
業
や
学
校
、ま
た
は
地
域
住
民
と
の
交
流
を
行
っ
て
い
る
。

ＳＢＳ静岡
放送（株）退

社後、放送
事業・人財

教育・イベ
ン

ト事業を中
心に１９９１

年創業１９９
７年「株式

会社はあも

にい」を法
人化。２００

０年愛知県
岡崎市の第

３セクター

コミュニテ
ィー放送局

「株式会社
エフエム岡

崎」を立ち

上げる。教
育事業とし

て自己表現
パフォーマ

ンス学を

学び、行政
・団体・企

業の「人財
共育」に取

り組む。官
公

庁・行政団
体、企業の

コンサルタ
ントとして

「自己表現
」・

「コミュニ
ケーション

」「ヒューマ
ンエラー」

等ヒューマ

ンファクタ
ー（人間力

）を専門分
野として大

学の教壇に

立つかたわ
ら、研修・講

演会等を主
に年間平均

２００回以

上の実績を
有する企業

コンサルタ
ント。

経歴

地域産業発信型

大
野
　
晴
己
／
静
岡
県
　
株
式
会
社
は
あ
も
に
い 

代
表
取
締
役
　
株
式
会
社
エ
フ
エ
ム
岡
崎 

取
締
役

　
大
野
氏
は
、（
株
）は
あ
も
に
い
の
代
表
取
締
役

を
務
め
て
お
り
、企
業
に
対
す
る
研
修
や
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
を
主
な
業
務
と
し
て
い
る
。ま
た
、静

岡
理
工
科
大
学
や
豊
橋
創
造
大
学
の
客
員
助
教
授

も
務
め
て
い
る
。小
中
高
校
と
の
交
流
活
動
に
つ

い
て
は
、浜
松
市
の
小
中
学
生
を
対
象
と
す
る「
起

業
家
精
神
啓
発
事
業
」の
講
師
と
し
て
の
参
加
、浜

松
工
業
高
校
の「
は
ま
ま
つ
メ
ッ
セ
２
０
０
５
」へ

の
出
展
の
サ
ポ
ー
ト
、更
に
は
、取
締
役
を
務
め
る

Ｆ
Ｍ
岡
崎（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ラ
ジ
オ
局
）で
中
学

生
の
職
場
体
験
の
受
入
れ
等
に
力
を
注
い
で
い
る
。

こ
う
い
っ
た
精
力
的
な
活
動
の
背
景
に
は
、大
野

氏
の
あ
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
の
出
来
事
が
あ
っ
た
。

　
２
０
０
０
年
当
時
、大
野
氏
は
Ｆ
Ｍ
岡
崎
の
立
上

げ
に
奔
走
し
て
い
た
。ラ
ジ
オ
局
の
開
局
後
、２
ヶ

月
経
っ
た
あ
る
日
、大
野
氏
の
お
子
様
が
重
い
病

気
に
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。事
業
を
辞
め
る
こ
と

も
考
え
た
と
い
う
。「
娘
は
現
在
、元
気
で
大
学
生

を
し
て
い
ま
す
が
、同
じ
病
気
に
か
か
っ
た
同
じ

病
棟
の
他
の
子
供
た
ち
の
中
に
は
亡
く
な
っ
た
お

子
様
も
い
ま
し
た
。そ
う
い
っ
た
経
験
か
ら
、子
供

た
ち
は
皆
、自
分
の
子
供
だ
と
感
じ
る
よ
う
に
な

り
、今
の
私
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。上
手
く

言
え
ま
せ
ん
が
、私
は
子
供
達
や
地
域
に
お
返
し

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
大
野
氏
は
浜
松
市
の
事
業「
起
業
家
精
神
啓
発

事
業
」に
講
師
と
し
て
初
年
度
か
ら
参
加
し
て
い

る
。起
業
家
精
神
啓
発
事
業
と
は
、浜
松
市
の
小
中

学
校
を
対
象
に「
様
々
な
職
業
の
方
の
話
を
聞
い

て
も
ら
う
」と
い
う
こ
と
を
行
い
、子
供
た
ち
に
働

く
こ
と
の
意
義
を
教
え
、ま
た
夢
を
も
っ
て
も
ら

う
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。初
年
度
の
平
成
14
年

度
に
は
、実
施
校
数
15
校（
実
施
回
数
15
回
）で
あ
っ

た
が
、平
成
18
年
度
に
は
実
施
校
数
38
校（
実
施
回

数
60
回
）と
な
っ
て
い
る
。現
在
の
講
師
陣
は
40
名

を
越
え
て
お
り
、全
て
浜
松
市
の
地
域
企
業
の
社

長
で
あ
る
。

　
大
野
氏
は
年
に
５
回
程
の
ペ
ー
ス
で
こ
の
講
師

を
行
っ
て
い
る
。内
容
と
し
て
は
、
“放
送
に
関
す

る
こ
と
”や
“コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
こ

と
”で
あ
る
。コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
教
え
る
の

は
、大
野
氏
が
起
業
家
に
と
っ
て
最
も
必
要
な
資

質
だ
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

「
小
中
学
生
に
対
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

教
え
る
の
は
と
て
も
難
し
い
と
感
じ
ま
す
。子
供

た
ち
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
や
、理
解
し
や
す

い
と
い
う
こ
と
を
目
的
に
、私
の
講
話
で
は
ゲ
ー

ム
を
行
う
等
の
工
夫
を
取
り
込
ん
で
い
ま
す
」

“子
供
た
ち
へ
の
恩
返
し
”の
た
め

精
力
的
に
活
動

ゲ
ー
ム
を
取
り
入
れ
“楽
し
い
”

“理
解
し
や
す
い
”講
話
を
実
施

（
起
業
家
精
神
啓
発
事
業
）
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大
野
氏
は「
は
ま
ま
つ
メ
ッ
セ
２
０
０
５
」へ
の

浜
松
工
業
高
校
の
出
展
に
も
携
わ
っ
た
。こ
れ
は

（
財
）浜
松
地
域
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
推
進
機
構
か
ら
の

紹
介
が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。当
時
、産
学
連
携
事

業
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
っ
て
い
た（
財
）浜
松

地
域
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
推
進
機
構
は
、浜
松
工
業
高

校
の
作
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト
を
発
表
す
る
場
を
探
し
て

い
た
。そ
れ
で「
は
ま
ま
つ
メ
ッ
セ
２
０
０
５
」へ

の
出
展
が
持
ち
上
が
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
大
野
氏
は
、展
示
会
で
の
見
せ
方
や
説
明
の
仕

方
、ま
た
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
方
法
や
マ
ス
コ
ミ
対

策
に
至
る
ま
で
、ほ
と
ん
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
研

修
を
行
っ
た
と
い
う
。

「（
株
）は
あ
も
に
い
の
方
で
、事
業
と
し
て
企
業
研

修
を
行
っ
て
い
ま
す
。浜
松
と
い
う
地
域
柄
、対
象

は
も
の
づ
く
り
企
業
が
多
い
の
で
す
が
、そ
の
研

修
内
容
は
殆
ど
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す

る
こ
と
で
す
。つ
ま
り
、も
の
づ
く
り
に
携
わ
っ
て

い
る
方
々
は
、そ
の
商
品
が
ど
れ
だ
け
良
い
も
の

な
の
か
伝
え
き
れ
な
い
人
が
多
い
の
で
す
。「
は
ま

ま
つ
メ
ッ
セ
」で
の
浜
松
工
業
高
校
へ
の
研
修
も

そ
う
い
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
こ

と
を
主
に
教
え
ま
し
た
」

　
大
野
氏
が
取
締
役
を
務
め
る
Ｆ
Ｍ
岡
崎
は
、地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ラ
ジ
オ
局
で
あ
る
。こ
ち

ら
で
は
現
在
、中
学
校
か
ら
の
多
く
の
職
場
体
験

を
受
け
入
れ
て
い
る
。こ
れ
ま
で
に
受
け
入
れ
た

中
学
生
数
は
、２
０
０
人
を
越
え
る
と
い
う
。職
場

体
験
の
当
日
は
、ま
ず
座
学（
ラ
ジ
オ
・
メ
デ
ィ
ア

に
つ
い
て
等
）を
行
い
、次
に
実
際
に
ラ
ジ
オ
番
組

を
作
っ
て
い
く
。２
日
間
か
け
て
行
う
。こ
れ
ら
は

全
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
大
野
氏
が
こ
う
い
っ
た
職
場
体
験
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
も
関
わ
ら
ず
積
極
的
に
受
入
れ
て
い
る

の
に
は
、岡
崎
と
い
う
地
域
に
対
す
る
愛
情
が
あ

る
。岡
崎
市
内
に
は
創
業
１
０
０
年
以
上
の
企
業

が
約
60
社
あ
り
、ま
さ
に
伝
統
と
文
化
の
町
で
あ

る
。Ｆ
Ｍ
岡
崎
の
立
上
げ
の
時
か
ら
、そ
う
い
っ
た

地
域
企
業
、ま
た
教
育
委
員
会
、市
役
所
等
の
助
け

を
借
り
て
頑
張
っ
て
こ
れ
た
と
い
う
。

「
Ｆ
Ｍ
岡
崎
を
立
ち
上
げ
る
時
は
大
変
で
し
た
。私

は
ず
っ
と
静
岡
県
内
で
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
私
が
、ど
う
や
っ
た
ら
岡
崎
の
人
達
に
受
入

れ
て
も
ら
え
る
か
試
行
錯
誤
の
連
続
で
し
た
。そ

ん
な
中
で
、断
ら
な
い
仕
事
の
仕
方
を
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。自
分
だ
け
が
利
を
得
る
の
で
は

な
く
、地
域
と
共
に
と
い
う
意
識
で
仕
事
を
し
て

い
ま
す
」

　
大
野
氏
は
、今
後
は
小
中
学
生
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
・
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
と
い
う
と
、ど
こ
で
も
大

学
生
等
を
中
心
に
行
っ
て
い
る
が
、対
象
を
小
中

学
生
に
ま
で
広
げ
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。た
だ

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
を
や
る
の
で
は
な
く
、人

と
し
て
の
基
本
姿
勢
、自
分
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
創

造
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

「
小
中
学
生
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
・
コ
ン
テ
ス
ト
を

通
し
て
、地
域
企
業
の
社
長
達
や
商
工
会
議
所
等

の
青
年
部
の
方
々
が
、も
っ
と
子
供
の
話
を
聞
い

て
あ
げ
て
、地
域
で
子
供
た
ち
を
育
て
る
仕
組
み

を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
ま
た
、大
野
氏
は
、Ｆ
Ｍ
岡
崎
を
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
核
に
し
て
い
き
た
い
と
も
考
え
て
い

る
。

「
Ｆ
Ｍ
岡
崎
は
、岡
崎
と
い
う
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
、ま
た
情
報
発
信
の
核
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。職
場
体
験
を
受
入
れ
て
い
る
の

も
、地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
の
一
環
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。最
近
は
価
値
観
が
多
様
化
し

て
い
ま
す
。地
域
や
人
を
繋
げ
る
橋
渡
し
が
出
来

る
よ
う
に
、人
を
財
産
と
考
え
、共
に
育
つ
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
輪
を
次
世
代
に
伝
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」

学校（放送室）での講話の風景

Ｆ
Ｍ
岡
崎
で
の
職
場
体
験
の
受
け
入
れ

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が

子
供
を
育
て
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
指
導
で

浜
松
工
業
高
校
の
展
示
会
出
展
を
サ
ポ
ー
ト

（
は
ま
ま
つ
メ
ッ
セ
２
０
０
５
）
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渡
邊
氏
は
元
小
学
校
の
校
長
先
生
で
あ
る
。現
役
時
代
か
ら
、学
校
は
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
核
で
あ
る
と
し
て
、地
域
住
民

と
の
関
わ
り
の
中
で
生
徒
を
育
て
る
と
い
う
活
動
に
力
を
注
い
で
き
た
。そ
う
い
っ
た
社
会
教
育
と
平
行
し
て
、渡
邊
氏
は
小
中

学
生
に
起
業
教
育
を
行
っ
て
き
た
。こ
の
よ
う
な
渡
邊
氏
の
活
動
は
社
会
に
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、現
在
で
は
こ
の
活
動

を
モ
デ
ル
と
し
た
教
育
が
、宮
城
県
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。

昭和２０年（
１９４５）生ま

れ。社会科
の教員とし

て仙台市

内の中学校
に勤務の傍

ら、昭和５１
年に社会教

育主事を

取得、仙台
市教育委員

会社会教育
課、仙台市

生出公民館

主査、宮城
県図書館視

聴覚係長等
の社会教育

施設勤務

の後、仙台
市立向陽台

小学校、柳
生小学校、

太白小学校

の校長を経
て現職。生

出公民館時
代には、“ふ

るさとづ

くり運動”
を主導、雑

誌「おいで
」の発刊に

務めるなど
地

域振興にも
力を注ぐ。

東北学院大
学・東北福

祉大學非常

勤講師。

経歴

学校教育主導型

渡
邊
　
忠
彦
／
宮
城
県
　
起
業
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東
北 

会
長

　
渡
邊
氏
は
現
在『
起
業
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東

北
』の
会
長
と
し
て
、ま
た
仙
台
市
教
育
委
員
会
の

委
員
と
し
て
“地
域
を
巻
き
込
み
な
が
ら
小
中
学

生
に
起
業
教
育
を
行
う
”と
い
う
教
育
活
動
を
行
っ

て
い
る
。こ
う
い
っ
た
渡
邊
氏
独
特
の
教
育
活
動

の
発
端
は
、約
20
年
前
の
中
学
校
の
教
員
時
代
に

あ
っ
た
。

　
当
時
、渡
邊
氏
は
社
会
教
育
の
一
環
と
し
て
“町

づ
く
り
”を
テ
ー
マ
と
し
た
活
動
を
行
っ
た
。住
民

や
町
内
会
と
い
っ
た
地
域
の
方
々
と
積
極
的
に
関

わ
り
、地
域
資
源
を
調
査
し
た
と
い
う
。こ
の
調
査

は
そ
の
ま
ま
生
出（
お
い
で
）市
民
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
る
市
民
講
座
と
な
り
、地
域
の
イ
ベ
ン
ト
へ

と
発
展
し
て
い
っ
た
。現
在
も
続
く
、地
域
の
凧
揚

げ
イ
ベ
ン
ト『
フ
ラ
イ
・
ハ
イ
お
い
で
』も
そ
の
１

つ
で
あ
る
。こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、渡
邊
氏

は
“地
域
と
の
関
わ
り
方
”や
“地
域
の
興
し
方
”

を
身
に
着
け
て
い
っ
た
。

　
そ
の
後
、中
学
校
の
教
員
と
し
て
教
育
・
指
導
に

専
念
し
た
渡
邊
氏
は
、小
学
校
校
長
へ
就
任
す

る
に
至
っ
た
。校
長
職
に
就
い
た
頃
、渡
邊
氏
は

“い
か
に
教
育
が
崩
壊
し
て
い
る
か
”、ま
た
“い
か

に
地
域
や
家
庭
が
機
能
し
て
い
な
い
か
”を
痛
感

し
た
と
い
う
。

　「
小
中
学
校
の
現
場
を
み
て
み
る
と
、教
員
が
目

の
前
の
業
務
に
追
わ
れ
、子
供
の
教
育
が
二
の
次

に
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
由
々
し
き
事
態
で
す
。

こ
う
い
う
状
況
を
変
え
る
に
は
、誰
か
が
具
体
的

な
行
動
を
お
こ
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
感
じ
ま

し
た
」

　
新
設
小
学
校
の
校
長
に
就
任
す
る
こ
と
と
な
っ

た
渡
邊
氏
は
、“学
校
や
地
域
・
家
庭
の
問
題
”を
総

括
し
、新
た
な
教
育
現
場
で
あ
る
柳
生（
や
な
ぎ
う
）

小
学
校
に
向
か
っ
た
。渡
邊
氏
は
“地
域
と
共
に
成

長
す
る
学
校
”と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、積
極

的
に
地
域
と
学
校
の
交
流
を
活
性
化
さ
せ
て
い
っ

た
。学
校
の
運
動
会
を
地
域
の
方
々
に
支
援
し
て

頂
く
等
、学
校
が
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
創

り
だ
し
た
。

　「
“子
供
は
未
来
、大
人
は
社
会
を
支
え
る
実
行

部
隊
、高
齢
者
は
人
生
の
応
援
団
”と
い
う
３
つ
の

役
割
が
上
手
く
機
能
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、地
域

全
体
が
活
性
化
し
て
い
く
と
感
じ
ま
し
た
。学
校

は
そ
の
為
の
拠
点
に
な
ろ
う
と
考
え
た
の
で
す
」

　
学
校
と
地
域
の
交
流
は
、課
外
・
放
課
後
の
学
校

で
あ
る『
柳
生
こ
ど
も
塾
』へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
。

こ
れ
は
社
会
教
育
の
中
で
子
供
を
育
て
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
、地
域
住
民
、ま
た
広
く
外
へ
も

講
師
を
求
め
た
。ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
理
科
教
室
等

の
約
20
講
座
も
あ
っ
た
と
い
う
。

渡
邊
氏
独
特
の
教
育
活
動
の

発
端
と
な
っ
た
町
づ
く
り
活
動

学
校
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
拠
点
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　「
教
員
か
ら
は「
わ
ざ
わ
ざ
そ
ん
な
こ
と
を
や
ら

な
く
て
も
」と
い
う
反
対
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。し

か
し
、地
域
と
の
関
わ
り
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い

状
況
で
教
員
自
身
も
良
い
方
向
に
変
わ
っ
て
い
き

ま
し
た
」

　
起
業
教
育
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
渡
邊
氏
は
、

柳
生
こ
ど
も
塾
の
講
座
と
し
て
平
成
13
年
に
起
業

教
育
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。仙
台
市
柳
生
と
い
う

地
域
は
元
々
和
紙
づ
く
り
が
盛
ん
な
地
域
で
あ
っ

た
が
、当
時
は
衰
退
の
一
途
を
辿
っ
て
い
た
。そ
こ

で
、渡
邊
氏
は
そ
の
和
紙
を
テ
ー
マ
と
し
て
起
業

教
育
を
行
っ
た
と
い
う
。こ
れ
は
“地
域
の
産
業
を

新
た
に
蘇
ら
せ
る
”と
い
う『
東
北
モ
デ
ル
』の
原

型
と
な
っ
て
い
る
。

　
最
初
の
起
業
教
育
は
、バ
ー
チ
ャ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
会
社
）の
運
営
を
通
し
て

行
わ
れ
、柳
生
こ
ど
も
塾
の
小
学
校
６
年
生
20
名

で
ス
タ
ー
ト
し
た
。そ
の
内
に
、生
徒
の
親
御
さ
ん

や
噂
を
き
き
つ
け
た
地
域
の
中
学
生
が
加
わ
っ
て

い
っ
た
と
い
う
。講
師
は
、こ
の
起
業
教
育
活
動
に

共
鳴
し
て
く
れ
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
社
長
や
渡

邊
氏
自
身
も
務
め
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
会
社
を
つ
く
っ
た
の
は
、

“新
商
品
を
世
界
中
に
向
け
て
販
売
す
る
た
め
”

だ
っ
た
と
い
う
。た
だ
商
品
を
つ
く
る
の
で
は
な

く
、世
界
に
向
け
て
実
際
に
販
売
す
る
こ
と
で
、子

ど
も
達
は
目
を
輝
か
せ
て
取
組
ん
で
い
た
と
い
う
。

そ
し
て
、翌
年
か
ら
子
ど
も
た
ち
が
実
際
に
商
品

開
発
し
て
体
験
販
売
し
、収
益
を
寄
付
す
る
起
業

教
育
の
授
業
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
。

　「
起
業
教
育
・
バ
ー
チ
ャ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
は
と
て

も
有
効
な
教
育
だ
と
感
じ
ま
し
た
。地
域
も
喜
ん

で
い
た
し
、何
よ
り
子
供
が
活
き
活
き
と
し
て
い

る
の
で
す
。現
在
、名
だ
た
る
大
学
に
入
学
し
た
と

こ
ろ
で
、学
生
は
自
分
の
未
来
を
信
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。起
業
教
育
を
行
う
と
、つ
ま
り
“自

分
の
人
生
は
自
分
で
切
り
開
く
こ
と
が
で
き
る
の

だ
”と
い
う
気
持
ち
や
志
、ス
キ
ル
が
手
に
入
る
の

で
す
」

　
渡
邊
氏
の
起
業
教
育
が
有
名
と
な
っ
た
当
初
、

教
育
委
員
会
が
青
い
顔
で
駆
け
つ
け
た
と
い
う
。

金
儲
け
や
結
果
不
平
等
が
あ
り
得
る
実
業
の
世
界

を
教
育
現
場
に
持
ち
込
む
に
は
、い
ま
だ
多
く
の

教
員
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
大
き
い
。そ
の
頃
に
は
渡
邊

氏
の
活
動
は
、既
に
社
会
に
認
め
ら
れ
て
い
た
。

　
起
業
教
育
を
始
め
た
年
度
末
に
は
、そ
の
活
動

が
マ
ス
コ
ミ
に
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。２

年
目
に
は
他
県
か
ら
た
く
さ
ん
の
教
育
関
係
者
や
、

更
に
は
外
国
か
ら
も
見
学
者
が
訪
れ
た
と
い
う
。

　「
中
国
に
は『
少
年
宮
』と
い
う
校
外
活
動
施
設

が
あ
り
ま
す
。そ
の
代
表
団
が
柳
生
小
学
校
に
見

学
に
来
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
よ
。彼
ら
は
優
秀

で
書
道
の
達
人
で
あ
っ
た
り
、朗
々
と
歌
を
歌
っ

た
り
し
て
、堂
々
と
プ
レ
ゼ
ン
す
る
の
で
す
。日
本

の
子
供
た
ち
は
圧
倒
さ
れ「
自
分
と
同
い
年
の
子

供
た
ち
が
」と
い
う
こ
と
で
相
当
な
衝
撃
を
受
け

て
い
ま
し
た
。子
供
た
ち
に
は
良
い
刺
激
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。教
員
も
驚
い
て
い
ま
し
た
、国
際

社
会
に
通
用
す
る
子
ど
も
を
育
て
な
け
れ
ば
と
痛

感
し
ま
し
た
」

　
そ
の
後
、渡
邊
氏
は
太
白
小
学
校
に
移
り
、柳
生

こ
ど
も
塾
を
発
展
さ
せ
た『
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
』

を
立
ち
上
げ
、そ
れ
は
渡
邊
氏
が
校
長
職
を
退
い

た
現
在
も
続
い
て
い
る
。

　
現
在
、宮
城
県
で
は『
み
や
ぎ
ら
し
い
協
働
教
育

推
進
会
議
』が
組
織
さ
れ
、ま
た
実
際
に
展
開
さ
れ

て
い
る
。こ
れ
は『
柳
生
こ
ど
も
塾
』や『
ア
フ
タ
ー

ス
ク
ー
ル
』を
モ
デ
ル
と
し
て
、県
内
の
小
中
学
校

の
生
徒
が
、地
域
と
の
関
わ
り
の
中
で
、ま
た
起
業

精
神
を
養
う
こ
と
で
、成
長
し
て
い
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
事
業
・
教
育
で
あ
る
。座
長
は
宮
城

県
知
事
で
あ
り
、渡
邊
氏
も
参
加
し
て
い
る
。

「
起
業
教
育
と
は
、決
し
て
“金
儲
け
学
”や
“プ
ロ

の
起
業
家
育
成
学
”で
は
な
く
、自
立
心
に
あ
ふ

れ
た
個
性
を
育
成
す
る
教
育
な
の
で
す
。つ
ま
り
、

“社
会
の
中
で
た
く
ま
し
く
生
き
る
”と
い
う
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。未
来
を
担
う
の
は
、間
違
い

な
く
子
供
た
ち
な
の
で
す
か
ら
、教
育
と
い
う
先

行
投
資
に
力
を
注
ぐ
こ
と
は
当
然
で
す
」

課外授業の風景

社
会
に
認
め
ら
れ
た
起
業
教
育

『
み
や
ぎ
ら
し
い
協
働
教
育
』

地
域
産
業
を
活
か
し
た
起
業
教
育
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36
年
間
奈
良
工
業
高
等
専
門
学
校
に
勤
務
し
、平
成
15
年
4
月
か
ら（
財
）奈
良
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で
産
研
学
連
携
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
と
し
て
活
動
中
。

奈
良
高
専
在
職
中
に
産
学
交
流
室
を
立
ち
上
げ
、企
業
と
の
連
携
交
流
の
推
進
、小
中
学
生
向
け
の
公
開
講
座
、中
小
企
業
技
術
系

社
員
向
け
の
技
術
講
座
な
ど
、多
数
の
イ
ベ
ン
ト
等
を
企
画
・
実
施
。

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、企
業
ニ
ー
ズ
と
大
学
・
高
専
・
公
設
試
の
技
術
シ
ー
ズ
を
結
び
つ
け
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
活
動
、奈
良
高
専

を
活
用
し
た
中
小
企
業
の
も
の
づ
く
り
人
材
育
成
教
育
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
展
開
中
。

奈良高専在
職中の平成

１１年度に
、校長から

産学交流プ

ロジェクト
の主査に任

命され、平
成１２年度

に対外窓口

となる産学
交流室をス

タートさせ
た。平成１３

・１４年度

は産学交流
室長に就任

。中小企業
へ産学交流

のＰＲに勤

め、奈良高
専見学交流

会・技術研
究会等のイ

ベントの企

画と実施。
平成１５年

３月奈良高
専を定年退

官。同年４

月より奈良
県中小企業

支援センタ
ーにて産研

学連携

コーディネ
ータとして

勤務。現在
に至る。

経歴

学校教育主導型

高
橋
　
晴
雄
／
財
団
法
人 

奈
良
県
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
　
産
研
学
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

　
奈
良
県
の
産
研
学
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
と
し

て
活
動
し
て
い
る
高
橋
氏
に
と
っ
て
、高
専
教
授

だ
っ
た
時
期
の
企
業
と
の
交
流
活
動
が
、現
在
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
活
動
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。

　
奈
良
高
専
在
職
時
に
産
学
交
流
の
た
め
の
組
織
・

規
程
作
り
を
行
い
、平
成
12
年
4
月
に
地
域
と
の

連
携
窓
口
と
し
て
産
学
交
流
室
を
発
足
さ
せ
た
。

高
橋
氏
は
、平
成
13
・
14
年
度
に
産
学
交
流
室
の
室

長
を
務
め
、奈
良
高
専
見
学
交
流
会
や
産
学
の
研

究
会
を
企
画
・
実
施
し
て
、奈
良
県
内
の
中
小
企
業
、

自
治
体
、公
設
試
験
研
究
機
関
な
ら
び
に
各
種
団

体
に
奈
良
高
専
の
研
究
活
動
や
研
究
設
備
の
紹
介

な
ど
を
行
い
、奈
良
高
専
産
学
交
流
室
の
Ｐ
Ｒ
を

積
極
的
に
推
進
し
た
。ま
た
、シ
ー
ズ
集
の
発
刊
も

行
な
っ
た
。

　
当
初
は
、地
域
の
企
業
に
は「
奈
良
高
専
は
敷
居

が
高
い
」と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
が
、見
学
交
流
会

等
を
通
し
て
中
小
企
業
と
の
交
流
が
活
発
に
な
り
、

以
後
、技
術
相
談
や
共
同
研
究
が
積
極
的
に
進
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
得
ら
れ
た
企
業
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、現
在
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
活

動
に
役
立
っ
て
い
る
。

　
平
成
15
年
3
月
に
奈
良
高
専
を
定
年
退
官
し
た

後
、平
成
15
年
5
月
に
奈
良
県
か
ら
の
要
請
で
中

小
企
業
と
研
究
機
関
と
の
技
術
開
発
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
す
る
た
め
の
産
研
学
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

と
し
て
、（
財
）奈
良
県
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
配
属
さ
れ
た
。

　
奈
良
県
に
お
け
る
中
小
企
業
の
課
題
は
、下
請

け
が
多
く
、開
発
型
企
業
へ
の
転
換
を
如
何
に
す

る
か
に
あ
る
。

　
平
成
16
年
に
奈
良
県
は
、中
小
企
業
と
研
究
機

関
と
の
技
術
交
流
の
た
め
の
技
術
移
転
機
関
と

し
て「
な
ら
テ
ク
ノ
リ
エ
ゾ
ン
」を
支
援
セ
ン
タ
ー

に
設
置
し
た
こ
と
に
伴
い
、高
橋
氏
が
そ
の
具
体

的
な
活
動
の
企
画
・
実
施
を
担
当
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。こ
の
機
構
は
、企
業
訪
問
や
技
術
相
談
な

ど
か
ら
、企
業
の
技
術
ニ
ー
ズ
を
発
掘
し
て
、大
学
・

高
専
・
公
設
試
験
研
究
機
関
の
適
任
の
研
究
者
に

呼
び
か
け
、産
研
学
連
携
に
よ
る
共
同
研
究
や

公
的
な
調
査
研
究
費
の
獲
得
を
推
進
し
て
、企
業

の
新
し
い
技
術
開
発
・
商
品
開
発
を
行
な
う
こ
と

に
よ
り
、研
究
開
発
型
企
業
へ
の
転
換
を
支
援
し
、

企
業
と
高
専
の
連
携
窓
口
の
設
置

産
研
学
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

と
し
て
の
活
動
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中
小
企
業
の
活
性
化
に
結
び
つ
け
る
も
の
で
あ

る
。

　
そ
こ
で
、高
橋
氏
は
、奈
良
高
専
在
職
中
に
築
い

た
中
小
企
業
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ベ
ー
ス
に
し

て
、企
業
訪
問
に
よ
る
技
術
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施

し
、研
究
テ
ー
マ
の
抽
出
を
行
い
、「
産
」か
ら「
研
・

学
」へ
の
流
れ
に
よ
る
、共
同
研
究
や
公
的
な
調
査

研
究
費
の
獲
得
を
支
援
し
た
り
、中
小
企
業
の
経

営
者
や
技
術
者
を
対
象
に
、大
学
、高
専
な
ら
び
に

公
設
試
験
研
究
機
関
の
見
学
交
流
会
を
企
画
・
実

施
し
て
き
た
。

　
高
専
は
中
学
校
卒
業
後
５
年
間
の
一
貫
教
育
を

す
る
高
等
教
育
機
関
で
あ
る
が
、小
学
校
高
学
年

の
子
供
を
対
象
に
、も
の
づ
く
り
公
開
講
座
を
企

画
・
実
施
し
て
き
た
実
績
が
あ
る
。こ
れ
は
、も
の

づ
く
り
の
面
白
さ
や
楽
し
さ
を
子
供
た
ち
に
体
験

さ
せ
て
、奈
良
高
専
へ
入
学
を
希
望
す
る
受
験
生

を
増
や
す
た
め
に
、高
橋
氏
が
主
任
教
授
時
代
の

夏
休
み
に
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。具
体
的
に
は
、

模
型
の
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
の
制
作
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
光
る

コ
マ
の
製
作
等
の
講
座
を
実
施
し
て
き
た
が
、

数
年
後
の
高
専
の
入
学
合
格
者
面
接
で
、あ
る
合

格
者
が
、高
専
を
受
験
し
た
理
由
に
つ
い
て
、「
小

学
生
の
と
き
、高
専
で
模
型
の
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
を

作
っ
て
面
白
か
っ
た
か
ら
」と
聞
い
て
、高
橋
氏
は

感
激
し
た
。小
学
生
を
対
象
と
し
た
電
子
工
作
の

公
開
講
座
は
現
在
も
継
続
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。

　
高
橋
氏
の
定
年
退
官
後
に
、産
学
交
流
室
の
活

動
の
一
環
と
し
て
、大
和
郡
山
市
の
教
育
委
員
会

と
提
携
し
て
、総
合
学
習
の
時
間
に
高
専
の
教
官

が
小
中
学
生
に
出
前
教
育
の
実
施
な
ら
び
に
高
専

で
の
小
中
学
生
を
対
象
に
し
た
パ
ソ
コ
ン
教
室
の

実
施
な
ど
が
行
な
わ
れ
、現
在
も
続
い
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、奈
良
高
専
は
、共
同
研
究
な
ど
に

よ
る
中
小
企
業
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
を
進
め

る
一
方
で
、小
中
学
生
に
、も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
・

喜
び
の
感
動
を
体
験
さ
せ
る
教
育
も
行
な
っ
て
い

る
。

　
平
成
18
年
度
に
は
、経
済
産
業
省
の「
高
専
等

を
活
用
し
た
中
小
企
業
に
人
材
育
成
」の
公
募
事

業
が
あ
り
、奈
良
高
専
を
教
育
中
核
機
関
と
し
て
、

管
理
法
人
を
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、「
奈
良
高
専

を
活
用
し
た
金
属
加
工
系
技
能
者
の
育
成
」を
、高

橋
氏
が
中
心
に
な
っ
て
申
請
書
類
を
作
成
し
て
応

募
し
た
と
こ
ろ
、幸
い
に
も
採
択
さ
れ
た
。高
橋
氏

は
、奈
良
高
専
機
械
工
学
科
の
教
官
と
連
携
し
て

三
つ
の
講
座
を
企
画
し
て
、奈
良
県
の
中
小
企
業

の
み
な
ら
ず
近
隣
地
域
の
東
大
阪
市
や
八
尾
市
の

中
小
企
業
に
受
講
を
呼
び
掛
け
、総
定
員
90
名
に

対
し
１
０
８
名
の
受
講
生
を
確
保
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

　
こ
の
事
業
は
今
後
も
継
続
さ
れ
る
の
で
、高
橋

氏
は
、奈
良
高
専
と
の
関
係
が
続
く
こ
と
に
な
る
。

　
一
般
的
に
、少
子
化
と
モ
ノ
作
り
に
携
わ
る
人

口
の
減
少
と
い
う
危
機
感
が
あ
る
中
で
、奈
良
高

専
が
も
の
づ
く
り
人
材
を
育
成
す
る
教
育
機
関
と

し
て
の
役
割
は
大
き
い
と
、高
橋
氏
は
認
識
し
て

い
る
。

　
高
専
も
独
立
法
人
化
さ
れ
た
こ
と
で
、「
高
専
は

研
究
費
を
自
分
で
稼
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代

に
な
っ
た
。論
文
発
表
だ
け
で
な
く
、売
れ
る
特
許

を
取
得
し
て
、企
業
に
売
り
込
ん
で
事
業
化
す
る

と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
い
る
。中
小
企
業
と
の
共

同
研
究
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
な
ら
び
に
も
の
づ
く

り
人
材
育
成
の
教
育
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、奈
良
高
専
は
、地
域
に
開
か

れ
た
学
校
と
し
て
、中
小
企
業
な
ら
び
に
小
中
学

校
に
“も
の
づ
く
り
”教
育
の
橋
渡
し
を
す
る
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
」

　
小
学
校
と
企
業
と
の
接
点
に
つ
い
て
は
、「
一
つ

に
は
、小
学
生
に
企
業
見
学
さ
せ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
あ
れ
ば
よ
い
と
思
う
。高
専
に
は
社
会
工
場
見

学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
、学
生
に
、造
船
工
場
、

原
子
力
発
電
所
、プ
ラ
ン
ト
工
場
、Ｉ
Ｃ
工
場
な
ど

を
見
学
さ
せ
て
、も
の
づ
く
り
の
重
要
性
を
認
識

さ
せ
る
教
育
も
し
て
い
る
。例
え
ば
、電
気
に
関
係

す
る
仕
事
は
３
Ｋ
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、電
柱

に
登
っ
て
工
事
す
る
に
は
国
家
資
格
を
取
得
し
て

い
な
い
と
従
事
で
き
な
い
こ
と
な
ど
、も
の
づ
く

り
の
仕
事
に
誇
り
を
持
た
せ
る
教
育
も
重
要
で
あ

り
、小
学
生
に
、も
の
づ
く
り
の
仕
事
が
人
々
の
豊

か
な
生
活
を
支
え
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
」と
交
流
の
重
要
性
を
語
っ
た
。

奈
良
高
専
の
地
域
に
対
す
る

も
の
づ
く
り
人
材
の
育
成
教
育

こ
れ
か
ら
の
も
の
づ
く
り
人
材
育
成
と

奈
良
高
専
の
役
割

高
専
で
の
小
学
生
を
対
象
に
し
た

も
の
づ
く
り
公
開
講
座
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岡
山
県
立
高
松
農
業
高
等
学
校
で
は
、農
業
高
校
と
い
う
特
色
を
踏
ま
え
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。一
つ
は
、県
の

制
度
で
あ
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
支
援
員
を
活
用
し
、企
業
出
身
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
で
あ
る
川
島
氏
に
よ
る
企
業
訪
問
活
動
、生
徒

へ
の
講
演
会
・
講
習
会
を
実
施
し
て
い
る
。も
う
一
つ
は
、専
門
学
習
の
深
化
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
両
方
を
目
的
と
し
た
コ
ラ
ボ

レ
ー
ト
事
業
、長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
行
わ
れ
て
い
る
。特
に
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
、教
師
自
ら
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
先
の
企
業
を
開
拓
し
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

（原 氏：写
真左）

昭和３６年
生まれ。昭

和５９年よ
り岡山県 

県

立高校教諭
。高松農業

高校へは平
成１２年よ

り赴任。過
去２年間岡

山県庁農林
部に出向

２００６年度（
財）東京海

上日動教育
振興資金

教育研究助
成採択 「農

業高校にお
ける専門性

をのばすキ
ャリア教育

の実践」

（川島 氏：
写真右）

昭和２０年
生まれ。ば

ねメーカー
で製造部門

、

品質管理な
どに従事。

２００５年よ
り３年間岡

山県立高松
農業高等学

校等３校の
キャリア教

育支援員と
して高校生

自身の自己
理解を促し

、

さらに企業
情報を提供

しエンプロ
イアビリテ

ィ

をより強化
できるよう

進路指導の
教員と協議

し、各学校
の推進計画

により推進
してきた。

経歴

学校教育主導型

原
　
敬
一
／
岡
山
県
　
県
立
高
松
農
業
高
等
学
校 

進
路
指
導
主
事

川
島
　
登
／
岡
山
県
　
県
立
高
松
農
業
高
等
学
校 

キ
ャ
リ
ア
教
育
支
援
員

　
農
業
高
校
の
生
徒
の
進
路
希
望
先
は
、か
つ
て

は
農
業
後
継
者
や
農
業
関
連
産
業
へ
の
就
職
が
大

半
で
あ
っ
た
が
、現
在
で
は
多
岐
に
わ
た
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。そ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、岡
山
県

立
高
松
農
業
高
等
学
校
で
実
施
さ
れ
て
い
る
キ
ャ

リ
ア
教
育
は
、目
先
の
出
口
指
導（
就
職
の
世
話
）

だ
け
で
な
く
、そ
の
生
徒
一
人
一
人
の
勤
労
観
と

か
職
業
観
の
育
成
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
目
的
意
識
の
下
、農
業
高
校
の
独

自
性
を
踏
ま
え
、地
域
の
企
業
・
産
業
と
結
び
つ
い

た
様
々
な
取
り
組
み
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。原
氏

が
岡
山
県
立
高
松
農
業
高
等
学
校
の
進
路
指
導
主

事
に
な
ら
れ
て
４
年
、川
島
氏
が
キ
ャ
リ
ア
教
育

支
援
員
と
し
て
学
校
に
派
遣
さ
れ
て
３
年
が
経
つ
。

こ
こ
で
は
、そ
の
間
に
実
施
さ
れ
た
岡
山
県
立
高

松
農
業
高
等
学
校
で
実
施
さ
れ
た
取
り
組
み
を
紹

介
す
る
。

　
岡
山
県
で
は
、県
の
12
の
拠
点
高
校
に
民
間
企

業
出
身
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
支
援
員
を
派
遣
し
て
い

る
。こ
の
拠
点
校
に
高
松
農
業
高
校
も
な
っ
て
お

り
、現
在
は
キ
ャ
リ
ア
支
援
員
と
し
て
川
島
氏
が

派
遣
さ
れ
て
い
る（
な
お
、キ
ャ
リ
ア
教
育
支
援
員

は
拠
点
校
を
中
心
に
数
校
の
支
援
を
行
う
）。

　
高
校
の
就
職
活
動
は
一
学
期
か
ら
始
ま
る
。先

生
達
は
企
業
訪
問
や
生
徒
の
面
接
指
導
な
ど
で
忙

し
く
な
る
。そ
の
際
に
先
生
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
の
が
、キ
ャ
リ
ア
教
育
支
援
員
の
仕
事
と
な

る
。主
な
仕
事
と
し
て
対
象
地
域
の
企
業
訪
問
を

行
い
、学
校
の
Ｐ
Ｒ
、年
度
の
採
用
計
画
等
の
情
報

先
取
り
を
行
う
。川
島
氏
は
、中
小
企
業
を
中
心
に

年
間
約
２
０
０
社
を
訪
問
し
て
い
る
。

　
も
う
一
つ
の
大
き
な
仕
事
が
、生
徒
へ
の
直
接

指
導
で
あ
る
。社
会
人
と
し
て
の
心
構
え
や
マ
ナ
ー

に
関
す
る
講
演
会
・
講
習
会
の
実
施
や
、で
き
る
だ

け
多
く
の
生
徒
に
対
し
て
の
面
接
指
導
を
実
施
し

て
い
る
。川
島
氏
は
、企
業
に
お
い
て
の
就
職
面
接

経
験
を
活
か
し
た
指
導
を
行
っ
て
い
る
。先
生
で

は
な
く
外
部
の
方
に
よ
る
指
導
の
た
め
、生
徒
た

ち
に
も
程
よ
い
緊
張
感
が
あ
り
、勉
強
に
な
る
と

先
生
達
の
評
判
が
よ
い
。

　
高
松
農
業
高
等
学
校
で
は
、他
に
も
特
色
あ
る

職
業
教
育
を
行
っ
て
い
る
。そ
の
１
つ
が
専
門
学

習
の
深
化
を
目
的
と
し
た「
学
び
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

農
業
高
校
の
特
色
を
活
か
し
た

支
援
の
実
施

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
に
よ
る

緊
張
感
あ
る
指
導

学
科
の
学
習
と
関
連
深
い
地
域
の

大
学
・
企
業
と
の
連
携
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ト
推
進
事
業
」で
あ
る
。こ
の
事
業
は
、現
在
、生
物

工
学
科
、農
業
土
木
科
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、そ
れ

ぞ
れ
の
学
科
の
学
習
と
関
連
の
深
い
地
域
大
学
・

企
業
と
の
連
携
の
下
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
例
え
ば
農
業
土
木
科
で
は
、地
域
の
土
木
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
企
業
と
の
連
携
で
授
業
を
実
施
し
て

い
る
。高
校
に
企
業
の
人
を
講
師
と
し
て
招
き
、測

量
の
先
端
技
術
に
関
す
る
体
験
学
習
や
、「
環
境

に
配
慮
し
た
土
木
建
造
物
」を
テ
ー
マ
に
生
徒
が

自
分
の
意
見
を
ま
と
め
て
発
表
会
を
行
う
。こ
れ

に
よ
り
生
徒
は
、実
際
に
自
分
た
ち
が
学
ん
で
い

る
勉
強
が
社
会
で
ど
う
活
か
さ
れ
て
い
る
の
か
を

勉
強
で
き
る
。さ
ら
に
企
業
の
人
に
は
プ
ロ
の
視

点
で
指
導
し
て
も
ら
っ
て
お
り
、生
徒
が
実
社
会

に
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
よ
い
機
会
と
な
っ
て
い

る
。

　
岡
山
県
立
高
松
農
業
高
等
学
校
が
力
を
入
れ
て

い
る
も
う
一
つ
の
取
り
組
み
と
し
て
、イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
が
あ
る
。そ
の
特
徴
と
し
て
、単
に
体
験

だ
け
で
は
な
く
職
業
と
し
て
将
来
自
分
が
で
き
る

仕
事
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
に
長
期
間（
１

週
間
か
ら
１
ヶ
月
程
度
）の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
設
定
し
て
い
る
。

　
特
に
、原
氏
が
担
当
を
受
け
持
つ
畜
産
科
学
科

で
は
、単
に「
動
物
好
き
」で
入
学
し
て
く
る
生
徒

も
多
く
、将
来
の
進
路
に
つ
い
て
も
、漠
然
と
動
物

に
関
係
し
た
仕
事
に
就
き
た
い
と
い
う
者
が
大
半

で
あ
る
。そ
こ
で
動
物
飼
育
に
よ
り
興
味
関
心
を

持
た
せ
て
、専
門
学
習
の
深
化
と
進
路
指
導
の
両

方
に
リ
ン
ク
し
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
目
指
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　「
い
か
に
生
徒
の
将
来
に
つ
な
が
る
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
先
を
見
つ
け
る
か
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト

で
す
ね
。生
徒
が
希
望
し
、各
人
の
能
力
・
適
性
の

活
か
せ
る
所
を
探
し
て
く
る
の
が
、教
員
の
努
め

だ
と
思
い
ま
す
。」

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
の
開
拓
は
、先
生
個
人

の
つ
な
が
り
で
行
わ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。原

氏
の
場
合
は
、動
物
関
係
の
研
修
会
で
一
緒
に
な

る
人
、動
物
関
係
の
知
り
合
い
な
ど
の
個
人
の
つ

な
が
り
を
ベ
ー
ス
に
広
げ
て
い
く
。た
と
え
ば
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
で
動
物
園
に
行
っ
た
際
に
も
、身
分

を
明
か
し「
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
就
職
し
た
い
生

徒
が
い
る
ん
で
す
け
ど
」と
い
っ
て
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
協
力
を
あ
お
い
だ
り
、別
の
飼
育
機
関

を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
り
す
る
。こ
の
よ
う
な
地

道
な
活
動
に
よ
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
地
道
な
活
動
が
実
り
、今
ま
で
は

就
職
が
難
し
か
っ
た
動
物
園
や
水
族
館
、ペ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
プ
、動
物
病
院
な
ど
に
就
職
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。動
物
園
や
水
族
館
な
ど
の
就
職

は
高
い
競
争
率
だ
が
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
頑

張
っ
て
い
る
か
ら
と
就
職
が
か
な
っ
た
生
徒
も
出

て
き
て
い
る
。

　
昨
年
度
よ
り
、地
域
が
一
体
と
な
っ
た
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
い
る
。高
松
農

業
高
校
が
中
心
と
な
り
、地
域
の
小
中
学
校
や
普

通
科
高
校
、企
業
に
呼
び
か
け
地
域
キ
ャ
リ
ア
教

育
協
議
会
を
立
ち
上
げ
た
。昨
年
度
は
岡
山
大
学

の
先
生
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
い
て
の
実
践

例
、女
性
起
業
家
に
よ
る
新
し
い
観
点
で
の
キ
ャ

リ
ア
ア
ド
バ
イ
ス
の
研
修
会
を
行
っ
た
。今
年
度

は
小
中
高
の
各
学
校
に
お
い
て
特
色
あ
る
取
り
組

み
に
つ
い
て
互
い
に
発
表
し
、そ
の
内
容
を
共
有

し
た
。

　「
各
異
校
種
の
実
践
例
が
知
る
こ
と
が
で
き
、小

学
校
で
は
こ
う
い
う
こ
と
を
し
て
い
る
、中
学
校

は
こ
こ
ま
で
発
展
さ
せ
て
い
る
、な
ら
ば
高
校
は

こ
こ
ま
で
上
げ
て
い
か
な
く
て
は
繋
が
ら
な
い
、

と
い
っ
た
よ
う
な
互
い
の
や
っ
て
い
る
こ
と
や
目

標
を
確
認
で
き
た
の
が
よ
か
っ
た
で
す
。ま
ず
、一

歩
踏
み
出
せ
た
こ
と
が
大
き
な
成
果
で
す
。」

　
２
回
目
の
協
議
会
は
地
域
の
企
業
を
訪
問
し
、

人
事
担
当
者
か
ら
企
業
の
求
め
る
人
材
や
キ
ャ
リ

ア
教
育
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
導
入
に
よ
る
会
社
理
解
、新

人
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
、人
材
適
性
に
つ
い
て
、企
業

サ
イ
ド
か
ら
具
体
的
な
話
が
聞
け
有
意
義
な
会
と

な
っ
た
。

水族館での
インターンシップ
風景

動物園での
インターンシップ風景

専
門
学
習
の
深
化
と
進
路
指
導
に

リ
ン
ク
し
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

小
中
高
が
一
体
と
な
っ
た

教
育
を
目
指
し
て
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地
域
の
中
小
企
業
の
雇
用
改
善（
人
材
確
保
と
そ
の
た
め
の
環
境
改
善
）の
一
環
と
し
て
、中
学
生
、高
校
生
、大
学
生
そ
れ
ぞ
れ
が

抱
え
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
、就
業
支
援
な
ど
の
課
題
に
対
し
、講
義
・
講
演
・
セ
ミ
ナ
ー
・
相
談
な
ど
の
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

特
に
、自
主
的
な
職
業
選
択
を
最
終
目
標
に
、中
学
生
、高
校
生
、大
学
生
に
学
ん
で
ほ
し
い
こ
と
を
定
め
て
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

支
援
を
実
践
し
て
い
る
。大
学
生
に
対
し
て
は
、ガ
イ
ダ
ン
ス
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
学
内
で
の
講
義
・
公
開
セ
ミ
ナ
ー
、職
業
選
択

に
関
す
る
個
別
相
談（
自
己
分
析
か
ら
活
動
支
援
ま
で
）を
行
い
、中
学
生
・
高
校
生
に
対
し
は「
働
く
」を
テ
ー
マ
に
キ
ャ
リ
ア
教

育
を
支
援
し
て
い
る
。企
業
に
は
、支
援
活
動
に
参
加
し
て
も
ら
う
な
ど
、地
域
全
体
で
の
若
年
人
材
育
成
の
仕
組
み
を
構
築
中
で

あ
る
。

１９４７年宮
崎県宮崎市

生まれ。日
向学院中等

部・日

向学院高等
部、愛知大

学文学部を
卒業後、株

式会社

日本リクル
ートセンタ

ーに入社。
退職後、１９

９８年

にアシスト
企画株式会

社を設立。
現在に至る

。

経歴

ニーズ把握対応型

安
恒
　
穣
／
愛
知
県
　
ア
シ
ス
ト
企
画
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長

　「
こ
う
い
う
課
題
が
あ
る
の
だ
が
相
談
に
の
っ

て
ほ
し
い
」。安
恒
氏
の
も
と
に
は
、企
業
だ
け
で

な
く
学
校
か
ら
も
相
談
が
持
ち
か
け
ら
れ
る
。地

域
の
中
小
企
業
の
採
用
支
援
を
切
り
口
に
企
業
・

学
校
・
行
政
と
多
彩
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
す
る

安
恒
氏
は
、地
域
に
根
ざ
し
た
採
用
支
援
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
、キ
ャ
リ
ア
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
と
し

て
活
躍
し
て
い
る
。

　
安
恒
氏
は
、以
前
は
、愛
知
県
に
て
民
間
の
就
職

支
援
会
社
で
営
業
職
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
。特

に
、地
域
の
中
小
企
業
を
対
象
に
じ
っ
く
り
と
支

援
を
行
い
た
く
な
っ
た
安
恒
は
、独
立
を
す
る
。採

用
力
の
劣
る
地
域
の
中
小
企
業
に
対
し
て
、採
用

コ
ン
サ
ル
を
行
う
よ
う
に
な
る
。

　
と
こ
ろ
が
バ
ブ
ル
崩
壊
後
は
雇
用
情
勢
が
一
変

し
、フ
リ
ー
タ
ー
や
ニ
ー
ト
な
ど
の
社
会
問
題
が

生
ま
れ
る
な
ど
、採
用
さ
れ
る
側
の
問
題
が
大
き

く
な
っ
て
き
た
。さ
ら
に
、３
年
以
内
に
早
期
離
職

す
る
若
者
の
増
加
も
問
題
視
さ
れ
て
き
た
。こ
の

よ
う
な
背
景
か
ら
、安
恒
氏
に
、学
校
か
ら「
就
業

支
援
の
効
果
的
な
方
法
を
考
え
た
い
」、「
ど
の
よ

う
に
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
し
た
ら
い
い
か
」と
い
う

相
談
が
も
ち
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
安
恒
氏
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
へ
の
関
わ
り
方
は
、

学
内
外
で
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
等
の
マ
ス
単
位
の

講
演
か
ら
、小
グ
ル
ー
プ
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
、個
別
面
談
へ
と
移
っ
て
来
て
い
る
。ガ
イ
ダ
ン

ス
で
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
の
企
業
の
動
向
、

求
め
る
人
材
の
要
件
、企
業
情
報
の
集
め
方
な
ど

に
つ
い
て
、個
別
面
談
で
は
個
々
人
の
強
み
、興
味

関
心
は
何
か
に
気
づ
い
て
も
ら
う
た
め
の
支
援
を

し
て
い
る
。

　
安
恒
氏
は
学
校
へ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
提
案
を
行

う
上
で
、小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
・
大
学
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
考
え
、連
携
を
模
索
す
る
と
と
も

に
地
域
の
企
業
と
の
連
携
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

提
案
に
落
と
し
込
む
こ
と
に
努
め
て
い
る
。

　
大
学
で
の
就
職
指
導
、キ
ャ
リ
ア
教
育
に
携
わ

る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
、「
就
職
す
る
直
前
に

人
材
採
用
支
援
か
ら
キ
ャ
リ
ア
教
育
へ

自
ら
学
ん
で
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
開
発

大
学
と
小
中
高
の
隙
間
を
埋
め
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
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な
っ
て
か
ら
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
し
て
も
遅
い
」と

感
じ
る
よ
う
に
な
る
。安
恒
氏
の
活
動
範
囲
は
、

大
学
、短
大
中
心
か
ら
中
学
、高
校
へ
と
低
年
齢
段

階
か
ら
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
ま
で
広
が
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

　
高
校
に
お
い
て
は
、就
業
・
職
業
選
択
を
テ
ー
マ

に
し
た
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
企
業
と
の
交
流
事
業
の
支

援
、中
学
校
で
は
、「
働
く
」を
テ
ー
マ
に
総
合
学
習

の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
高
校
生
へ
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
は
、何
の
た
め

に
働
く
の
か
、働
き
方
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
。

例
え
ば
、働
く
に
も
い
ろ
い
ろ
な
形
態
が
あ
り
、そ

れ
ぞ
れ
の
特
徴
と
働
く
側
に
と
っ
て
の
意
味
や
長

期
視
点
か
ら
の
評
価
、企
業
の
思
惑
な
ど
を
伝
え
、

自
ら
考
え
る
場
を
つ
く
っ
て
い
る
。中
学
生
の
場

合
は
特
に
、フ
リ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
す
る
と
、生
徒
た
ち
か
ら
は
、「
フ
リ
ー

タ
ー
の
安
い
人
件
費
の
お
か
げ
で
消
費
者
が
安
い

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
」と
い
う
よ
う
な

利
用
者
と
し
て
の
視
点
か
ら
の
意
見
が
出
て
く
る

こ
と
が
多
い
。そ
こ
で
、生
徒
た
ち
に
フ
リ
ー
タ
ー

の
問
題
を
自
分
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
よ
う
に
議

論
を
し
て
も
ら
う
と
、な
り
た
く
な
い
と
考
え
る

様
に
な
る
と
と
も
に
、な
る
か
も
知
れ
な
い
と
い

う
不
安
、な
ら
な
い
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い

か
を
考
え
る
よ
う
に
な
る
。

　
学
ぶ
こ
と
へ
の
動
機
付
け
に
も
な
る
の
で
は
と

思
っ
て
い
る
。

　「
主
体
的
に
キ
ャ
リ
ア
と
い
う
も
の
を
考
え
さ

せ
る
機
会
の
提
供
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
る
。企

業
や
社
会
が
何
か
ら
何
ま
で
め
ん
ど
う
を
見
て
く

れ
る
時
代
は
終
わ
っ
た
の
で
、自
分
で
主
体
的
に

考
え
ら
れ
る
力
や
判
断
で
き
る
力
を
つ
け
さ
せ
た

い
と
思
っ
て
い
る
」

　
ま
た
、高
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
は
、地
元
の
企

業
が
自
分
達
の
仕
事
を
紹
介
す
る
授
業
も
行
わ
れ

る
。安
恒
氏
は
、地
元
の
中
小
企
業
を
集
め
る
な
ど

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
活
動
も
行
う
。

　
こ
う
い
っ
た
活
動
に
協
力
し
て
く
れ
る
企
業
は
、

普
段
の
付
き
合
い
の
中
で
確
保
し
て
い
る
他
、時

代
と
と
も
に
業
種
・
業
態
も
変
化
し
て
い
く
の
で

新
た
な
企
業
も
開
拓
し
て
い
る
。規
模
も
業
種
も

出
来
る
だ
け
幅
広
く
選
択
し
、常
に
新
た
な
企
業

を
招
い
て
紹
介
す
る
な
ど
努
力
を
し
て
お
り
、生

徒
た
ち
に
も
新
た
な
企
業
と
の
出
会
い
の
場
を
提

供
し
て
い
る
。

　
企
業
に
は
、高
校
生
は
将
来
的
に（
高
校
で
就
職

す
る
生
徒
と
進
学
後
に
就
職
す
る
）採
用
対
象
と

な
り
う
る
の
で
、知
名
度
の
低
い
中
小
企
業
と
し

て
も
自
社
の
存
在
を
Ｐ
Ｒ
す
る
格
好
の
場
と
な
る

と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
、協
力
度
を
あ
げ
て
い
る
。

同
時
に
、協
力
い
た
だ
く
際
に
は
、若
い
人
を
育
て

る
と
い
う
趣
旨
を
理
解
し
て
も
ら
っ
た
上
で
参
加

を
お
願
い
し
て
い
る
の
で
、過
剰
に
自
社
を
Ｐ
Ｒ

す
る
場
に
な
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
て
い
る
。

　
見
方
を
変
え
る
と
、こ
う
し
た
機
会
の
提
供
は
、

学
校
や
生
徒
の
力
を
借
り
て
、企
業
を
育
て
る
と

い
う
こ
と
に
も
な
っ
て
い
る
。企
業
に
は
、「
高
校
生

に
受
け
る
か
否
か
は
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
次

第
。高
校
生
に
難
し
い
こ
と
を
言
っ
て
も
伝
わ
ら

な
い
の
で
、彼
ら
の
目
線
で
伝
え
て
下
さ
い
」と
い

う
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。企
業
側
も
生
徒
た
ち
に

よ
り
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
内
容
を
考
え
、工
夫
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　「
企
業
に
と
っ
て
は
、今
の
高
校
生
が
ど
ん
な
こ

と
を
考
え
て
い
る
の
か
を
理
解
し
、自
社
の
採
用

力
を
高
め
、社
員
の
定
着
を
は
か
る
た
め
の「
学
び

の
場
」と
も
な
っ
て
い
る
」

　「
地
域
の
若
い
人
は
、地
域
で
育
て
る
の
が
良
い

と
思
う
。企
業
も
、地
域
に
対
し
て
税
金
を
払
う

だ
け
で
は
な
く
、地
域
の
若
者
を
自
分
達
で
育
成
・

教
育
し
て
い
こ
う
と
い
う
意
識
を
も
っ
て
く
れ
る

と
う
れ
し
い
。ま
た
、そ
う
い
う
視
点
か
ら
も
活
動

に
参
加
し
て
も
ら
う
企
業
に
は
お
願
い
を
し
て
い

る
」。安
恒
氏
は
、あ
く
ま
で
地
域
全
体
で
の
人
材

育
成
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
。

　「
そ
の
た
め
に
は
、こ
れ
か
ら
は
社
会
に
出
て
ゆ

く
小
・
中
・
高
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
連
続
さ
せ
、き

ち
ん
と
積
み
上
げ
て
い
き
た
い
。さ
ら
に
は
、社
会

に
出
て
し
ま
っ
た
フ
リ
ー
タ
ー
や
無
業
者
の
支
援

を
地
域
の
問
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

企
業
に
と
っ
て
も
学
び
の
場

重
要
な
の
は
地
域
で
人
を
育
て
る
こ
と
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福
井
高
専
出
身
の
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
社
長
と
福
井
高
専
の
先
生
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
も
と
、企
業
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
講

義
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
の
連
携
を
実
施
し
て
い
る
。

特
に
、福
井
高
専
内
に
Ｊ
Ａ
Ｖ
Ａ
同
好
会
を
設
置
し
、同
好
会
活
動
を
通
じ
て
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
も
ビ
ジ
ネ
ス
感
覚
を
養
わ
せ

る
、そ
れ
を
通
じ
て
自
立
心
を
高
め
る
な
ど
Ｉ
Ｔ
企
業
で
働
く
た
め
に
必
要
な
知
識
・
能
力
を
育
成
し
て
い
る
。

（出水 氏）

鯖江商工会
議所で産学

官連携を３
年間担当後

、平成１７

年３月に退
職。同年４

月より１年
間、（財）ふ

くい産業支

援センター
にて科学技

術コーディ
ネータとし

て働く。

また平成１
８年から経

産省による
高専などを

活用した

中小企業人
材育成事業

にて人材育
成コーディ

ネータ、

同時に機械
工業共同組

合と高専の
交流事業に

おいて技

術コーディ
ネータも務

める。それ
らの活動の

中、志を同

じくした２
人のベンチ

ャー起業家
と１人のＳ

Ｅの計４

名で鯖乃家
合同会社を

設立。

経歴

出
水
　
孝
明
／
福
井
県
　
鯖
乃
家
合
同
会
社 

代
表

福
野
　
泰
介
／
福
井
県
　
株
式
会
社
j
i
g-

j
p
代
表
取
締
役
社
長
C
E
O

西
　
　
仁
司
／
福
井
県
　
福
井
工
業
高
等
専
門
学
校 

電
子
情
報
工
学
科
助
手

　
昨
年
、（
財
）ふ
く
い
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
と
し
て
活
動
し
て
い
た
出
水
氏
は
、

企
業
が
求
め
て
い
る
こ
と
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

組
織
に
属
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
で
は
限
界
が
あ

る
こ
と
を
感
じ
て
い
た
。そ
の
時
、同
じ
志
を
持
つ

２
人
の
人
間
に
出
会
っ
た
。一
人
は
、携
帯
の
フ
ル

ブ
ラ
ウ
ザ
を
開
発
し
た
福
井
高
専
出
身
の
福
野
氏

で
あ
り
、も
う
一
人
は
、パ
ソ
コ
ン
教
室
の
フ
ラ
ン

チ
ャ
イ
ズ
を
１
６
０
校
展
開
す
る（（
株
）ウ
ォ
ン

ツ
の
）鈴
木
氏
で
あ
る
。出
水
氏
は
、こ
の
２
人
に

Ｓ
Ｅ
の
古
田（
こ
う
だ
）氏
を
加
え
た
４
名
で
、鯖

江
市
の
発
展
を
目
的
と
す
る
鯖
乃
家
合
同
会
社
を

設
立
し
た
。

　
出
水
氏
は
、（
財
）ふ
く
い
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

の
科
学
技
術
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
、人
材
育
成
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
等
の
産
学
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
活

動
を
行
い
つ
つ
、産
学
連
携
イ
ベ
ン
ト
の
立
ち
上

げ
に
関
わ
る
な
ど
、産
学
間
の
重
要
な
橋
渡
し
役

を
担
っ
て
い
る
。そ
の
一
つ
に
、鯖
江
市
の
め
が

ね
産
業
の
振
興
に
向
け
た
イ
ベ
ン
ト『
め
が
ね
ワ

ク
ｗ
ａ
ｋ
ｕ
コ
ン
テ
ス
ト
』が
あ
る
。「
商
工
会
議

所
で
産
学
官
連
携
を
担
当
し
て
い
た
時
期
に
関

わ
っ
た
事
業
の
一
つ
で
す
が
、全
国
の
小
中
高
大

学
生
や
高
専
生
か
ら
、自
分
が
掛
け
た
い
眼
鏡
、家

族
に
掛
け
て
も
ら
い
た
い
眼
鏡
な
ど
毎
年
テ
ー
マ

を
変
え
て
募
集
さ
れ
て
お
り
、平
成
18
年
度
は
約

２，
４
０
０
の
応
募
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
」

　
さ
ら
に
、鯖
江
市
と
県
内
に
あ
る
仁
愛
大
学
と

連
携
し
、賑
わ
い
が
な
く
な
っ
て
き
た
商
店
街
ス

ペ
ー
ス
を
大
学
生
の
活
動
の
場
と
し
て
提
供
す
る

企
画
を
進
め
て
い
る
。「
学
生
た
ち
が
何
か
ひ
と
つ

の
目
的
を
持
っ
て
活
動
で
き
る
場
が
あ
る
と
い
い

よ
ね
と
い
う
話
か
ら
、鯖
江
の
商
店
街
は
す
ご
い

空
き
店
舗
が
目
立
つ
、い
わ
ゆ
る
シ
ャ
ッ
タ
ー
通

り
な
の
で
、鯖
江
市
に
お
願
い
し
て
、そ
こ
を
学
生

の
活
動
の
場
に
提
供
し
て
も
ら
お
う
」と
出
水
氏

と
福
野
氏
が
中
心
と
な
っ
て
始
め
た
企
画
で
あ
る
。

「
今
ま
で
の
大
学
生
は
、サ
ー
ク
ル
単
位
と
か
大
学

単
位
で
の
活
動
が
中
心
だ
っ
た
け
ど
、鯖
乃
家
や

各
方
面
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
福
野
さ
ん
に
憧
れ
て
い

る
学
生
を
は
じ
め
、個
人
が
自
由
に
集
ま
っ
て
き

て
い
ま
す
よ
」と
出
水
氏
、福
野
氏
の
企
画
は
学
生

の
活
動
を
地
域
へ
と
広
げ
て
い
る
。

　
福
井
高
専
は
地
域
産
業
と
の
交
流
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
る
。そ
の
よ
う
な
中
、福
野
氏
と
西
氏

は
、福
井
高
専
内
に
Ｊ
Ａ
Ｖ
Ａ
同
好
会
を
設
置
し

た
。同
好
会
の
活
動
を
通
じ
て
、企
業
は
イ
ン
タ
ー

福野 氏

西 氏出水 氏

連携活動を支える支援人材の活動事例 ２ コーディネータ型連携 ニーズ把握対応型

鯖
乃
家
合
同
会
社
の
設
立

鯖
江
市
活
性
化
に
向
け
た

産
学
連
携
イ
ベ
ン
ト
の
企
画

学
生
が
自
発
的
に
活
動
し
ビ
ジ
ネ
ス
を

実
感
で
き
る
環
境「
Ｊ
Ａ
Ｖ
Ａ
同
好
会
」
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連携活動を支える支援人材の活動事例 ２ コーディネータ型連携

ン
シ
ッ
プ
受
け
入
れ
や
、卒
業
生
の
採
用
等
を
実

施
し
て
い
る
。Ｊ
Ａ
Ｖ
Ａ
同
好
会
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
、学
生
に
は
時
間
が
あ
る
と
考
え
、そ
の
時

間
を
無
駄
に
過
ご
し
て
ほ
し
く
な
い
と
い
う
福
野

氏
の
考
え
か
ら
始
ま
っ
た
。「
能
力
は
授
業
だ
け
で

は
十
分
に
伸
び
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。も
っ
と

能
力
を
高
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
学
生
が
、好
き

な
だ
け
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
環
境
で
、や
り
た

い
こ
と
を
や
り
た
い
だ
け
や
れ
る
環
境
が
あ
っ
て

ほ
し
か
っ
た
の
で
す
」

　
同
好
会
は
、興
味
の
あ
る
物
を
作
成
し
、毎
週
発

表
し
た
り
、試
行
錯
誤
し
な
が
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

つ
く
る
人
間
が
集
ま
っ
て
い
る
。ま
た
、プ
ロ
グ
ラ

ム
コ
ン
テ
ス
ト
を
１
つ
の
目
標
に
し
た
り
、シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
て
鯖
江
市
内
で
使
っ
て
も
ら
い
声

を
聞
い
て
よ
り
良
い
物
を
作
る
な
ど
、ビ
ジ
ネ
ス

展
開
も
視
野
に
入
れ
て
活
動
し
て
い
る
。

　
企
業
か
ら
の
協
力
依
頼
が
あ
る
と
、先
生
か
ら

生
徒
に
割
り
振
ら
れ
る
の
が
普
通
だ
が
、Ｊ
Ａ
Ｖ

Ａ
同
好
会
で
は
、企
業
の
社
長
か
ら
直
接
依
頼
が

あ
る
。社
会
か
ら
学
生
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
伝
わ
っ

て
い
る
と
い
う
の
が
良
い
。仕
事
の
割
り
振
り
は
、

先
生
が
し
た
方
が
良
い
か
も
し
れ
な
い
が
、学
生

が
何
の
為
に
や
っ
て
い
る
の
か
と
考
え
た
時
に
、

先
生
に
言
わ
れ
た
時
よ
り
、企
業
か
ら
直
接
言
わ

れ
た
時
の
方
が
、ど
ん
な
事
に
役
立
つ
の
か
、ビ
ジ

ネ
ス
と
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
る
の
か
等
直
接

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
有
効
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
福
野
氏
は
学
生
に
対
し
て
、自
分
の
力
が
ど
の

よ
う
な
人
の
役
に
立
つ
の
か
、ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
伝
え
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

　「
学
生
一
人
一
人
が
自
分
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を

持
て
る
こ
と
、そ
れ
が
一
番
大
事
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。単
に
１
０
０
点
を
目
指
す
事
で
は
な
く
、

１
０
０
点
を
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
の
将
来
に

ど
う
影
響
す
る
か
考
え
る
こ
と
は
、第
一
歩
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。私
に
で
き
る
事
は
、こ
ん
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
で
き
れ
ば
、こ
ん
な
ビ
ジ
ネ
ス
が
あ
る
よ

と
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
こ
と
。自
分
に
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
こ
と
で
、人
の
役
に
立
て
る
と
感
じ
て

も
ら
う
こ
と
で
、自
然
に
や
っ
て
み
た
く
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。実
は
こ
の
人
の
役
に
立

つ
事
が
ビ
ジ
ネ
ス
の
根
本
だ
と
い
う
こ
と
を
、実

感
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
出
水
氏
は「
福
野
さ
ん
の
い
な
い
頃
は
、こ
う
い

う
事
が
な
か
っ
た
。リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
教
育
に
し

て
も
子
供
達
に
し
て
も
最
終
的
に
は
ラ
イ
フ
プ
ラ

ン
、ビ
ジ
ョ
ン
だ
と
思
う
。自
分
が
60
才
に
な
っ
た

時
に
ど
う
し
た
い
か
、在
り
た
い
姿
と
今
在
る
自

分
が
い
て
、そ
の
在
る
べ
き
姿
に
対
し
て
、自
分
が

何
を
す
べ
き
か
考
え
て
い
く
。そ
れ
を
い
か
に
気

づ
か
せ
ら
れ
る
か
、考
え
さ
せ
る
た
め
の
情
報
提

供
が
出
来
る
か
が
重
要
で
あ
る
」と
言
う
。

　
そ
れ
を
実
現
し
て
い
る
の
が
、福
野
氏
、西
氏
で

あ
る
。

　
出
水
氏
、福
野
氏
が
、商
店
街
ス
ペ
ー
ス
の
提
供

や
Ｊ
Ａ
Ｖ
Ａ
同
好
会
の
設
置
な
ど
の
学
生
の
活
動

環
境
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
背
景
に
は
、学
生
の

時
間
の
使
い
方
に
対
す
る
思
い
が
関
係
し
て
い
る
。

通
常
、学
生
は
５
時
で
授
業
が
終
わ
り
、そ
の
後
は

基
本
的
に
自
由
時
間
で
あ
る
。小
学
校
の
頃
は
、走

り
回
っ
た
り
、ゲ
ー
ム
し
た
り
し
て
遊
ん
で
い
た

が
、高
専
で
は
も
っ
と
高
度
な
遊
び
を
す
る
べ
き

だ
と
い
う
考
え
が
あ
る
。

　
福
野
氏
は
、出
来
る
こ
と
や
好
き
な
こ
と
と
社

会
と
の
接
点
を
学
生
に
意
識
さ
せ
る
こ
と
で
、目

指
す
べ
き
方
向
に
学
生
を
誘
導
し
て
い
る
。

　「
高
度
な
遊
び
を
体
感
す
る
こ
と
な
く
、中
途
半

端
な
能
力
で
就
職
し
て
し
ま
う
の
は
も
っ
た
い
な

い
な
っ
て
思
っ
て
い
ま
し
た
。高
専
の
学
生
に
は

自
由
な
時
間
が
比
較
的
多
い
の
で
、そ
の
時
間
を

も
っ
と
楽
し
く
、有
意
義
な
過
ご
し
方
が
あ
る
よ

と
、自
分
が
十
分
に
遊
ば
な
か
っ
た
反
省
を
踏
ま

え
て
教
え
て
あ
げ
た
い
の
で
す
。ど
う
せ
遊
ぶ
な

ら
、社
会
と
接
点
を
持
ち
な
が
ら
、将
来
自
分
の
姿
、

ど
う
な
っ
て
い
く
か
と
い
う
事
が
、段
々
分
か
っ

て
い
く
遊
び
が
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。夢
が
あ
っ

て
、起
業
し
て
み
よ
う
と
思
い
立
て
る
こ
と
は
す

ば
ら
し
い
こ
と
で
す
し
、そ
の
夢
が
起
業
に
向
か

な
い
な
ら
趣
味
に
留
め
て
、ま
た
別
の
夢
を
探
す

機
会
は
あ
れ
ば
あ
る
だ
け
い
い
。社
長
に
な
る
ば

か
り
が
幸
せ
で
も
な
い
し
、研
究
は
好
き
だ
け
ど

営
業
に
は
向
か
な
い
と
思
う
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ

う
。ま
た
、個
人
の
活
動
だ
け
で
は
な
く
、チ
ー
ム

で
作
る
楽
し
み
も
ぜ
ひ
感
じ
て
ほ
し
い
。一
人
一

人
が
、や
り
た
い
こ
と
を
１
０
０
％
出
来
る
環
境

作
り
を
手
伝
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
、思
っ
て

い
ま
す
」

　
学
生
目
線
に
た
ち
、高
度
な
砂
場
を
つ
く
っ
た

出
水
氏
、福
野
氏
、西
氏
で
は
あ
る
が
、福
野
氏
が

社
長
を
務
め
る
会
社
で
は
積
極
的
に
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
受
入
れ
や
社
員
採
用
を
行
い
、夢
の
実
現

を
果
た
す
た
め
の
場
も
提
供
し
て
い
る
。こ
の
よ

う
に
“高
度
な
砂
場
”の
提
供
は
、若
年
人
材
の
産

学
連
携
活
動
に
お
い
て
と
て
も
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
。

伝
え
た
い
、学
ん
で
欲
し
い
こ
と

高
度
な
砂
場
を
提
供
し
た
い
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ジェイ・バス株式会社

■組織プロフィール

■産学連携活動の紹介

組 織 名 ジェイ・バス株式会社 所 在 地 石川県小松市串町工業団地

企業概要

２００４年１０月１日にジェイ・バス株式会社、日野車体工業株式会社、いすゞバス製造株式会社の三社合併し、新
生ジェイ・バス株式会社として誕生。従業員数１４００人（２００６年３月３１日現在）。事業内容は、日野・いすゞの
国内向けバスの製造、部品供給、およびバスボディの設計・開発。自社工場において、バスの製造（組立、塗装、検
査等）を行っている。

小松事業所は移転５年目と歴史も浅いが、近隣企業、学校との交流を図る為の活動（交流会、見学会、地域
団体の会合）等に積極参加し、交流の輪が広がりつつある。
具体的な活動として、小松市商工会議所の教育雇用委員会での活動、近隣企業（コマツ、小松精練殿他）と
の人材交流、近隣小中高大の教職員との意見交換、当方社員の講師派遣、工場見学受け入れ、インターン
シップ受け入れ等々の窓口業務としての対応を行っている。

これらの活動を通して、企業の知名度も向上し、新卒の求人応募も増えている。

■産学連携活動に関する工夫（インタビューより）

①工場視察の受け入れ

　小松事業所（バス工場）では工場見学の受け入れを頻繁に行っている。昨年１月から１２月で社会人も含め４０００人、

高校生は就職前の職場視察、小学生は社会科見学など見学者の範囲も広く目的も様々である。同事業所は協力工場で作

られた部品を組み立てて、バスの形に仕上げるまでの工程を行うので子供たちも興味を持って見学できる。９～１１月

は毎日見学者が訪れ、社員２～３人で工場案内をしている。小学生には主に社会科の単元に合わせて説明をし、高校生

には就職を意識した視点で説明することになる。工場視察には午前中を当てていて、小学生の見学では大体所要時間が

１．５時間位、準備３０分、片付け３０分で合計２時間半位の時間を割いている。「最初は見学コースも整っておらず不備も

ありましたが、少しずつ整備をしていきました。２年目からは安全通路にペンキを塗り、そこを歩くようにしていまし

た。」（総務Ｇリーダー　横道氏）。移転初年度から受け入れを行っている為、対応方法も工夫がされているようだ。受け

入れの目的としては地域や社会への貢献の意味が一番大きいという。

②教職員との意見交換

　現在、商工会議所を中心に、企業や学校の方達が集まり、企業の求める人材

について意見の交換会を行っている。学校や企業において、どのような人材

を育てるべきかそのギャップや考え方のズレを埋めていくことが目的だ。

工業高校では技術を身に付けさせるようカリキュラムを組んでいるが、企業

において即戦力になるとは限らない。「むしろ人格的な所をいかに育てるか

を重視して欲しいので、工業高校か普通高校といった区分だけではないです

ね。」（総務統括部長　山田氏）。ジェイ・バス社は１００％地元就職で地域密着

型企業である。その為、地元教育機関とのつながりは特に重要視されるとい

えよう。

　現在は、工場視察以外の産学連携活動はまだ少ないが、「技術的な講師派遣

も要望があれば今後検討したい」（横道氏）という意見もある。インターン

シップについては、以前一日体験や無給を条件で受け入れたことがあるが、

安全面で無理なことはさせられないと遠慮が出てしまい思うような指導は

できなかった。「今後、インターンシップを前向きに取り組むとしたら、お互

いが学ぶ、お互いが良い経験が出来ることが理想です」（横道氏）。具体的に

は、アルバイトの様な形態が望ましいという。いずれにしても、産学連携活動

について、「雇用に関しては県も市も積極的だが、（インターンシップのよう

な）その前の段階となると公の場がなく、ツテを頼るしかありません。今後、そういった場が増えて欲しいと考えていま

す」（山田氏）と語る。やはり企業と学校を結ぶコーディネーターの存在が求められている。

山田 氏
横道 氏
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連携活動を実践する企業等の活動事例

サイバーシルクロード八王子

■組織プロフィール

■産学連携活動の紹介

組 織 名 サイバーシルクロード八王子 所 在 地 東京都八王子市

企業概要

平成１３年１０月、八王子市長の私的諮問機関「八王子市地域産業振興会議」の提言を受けて、行政と商工会議所の連携により「首都圏情報産業
特区・八王子」構想推進協議会を設立。「サイバーシルクロード八王子」の愛称のもと、企業間の新しいネットワーク作り、ビジネスチャンスの
拡大を目指す実践的な地域産業活性化支援事業に取り組んでいる。会長以下、事務局組織は、市からの出向者（２名、専任）、商工会議所職員
（３名、兼任）、市役所職員（２名、兼任・役所内で勤務）の体制である。同協議会主導による特徴的な取組みは①企業対企業・企業対教育機関と
の産産学の連携支援②企業ＯＢを中心としたアクティブシニアによるアドバイザー組織「ビジネスお助け隊」の運営、③今後の地域の産業界
を担う人材の育成を目的とした取り組みが挙げられる。

八王子市は２３の大学等を有する学園都市であることから、大学や高専等との連携を推進している。企業と教育機関との連携に関
しては以下の活動を行っている。
①企業及び大学等、それぞれのニーズ・シーズの把握とつなぎこみ（産産学連携）
②地元高専との「地域産業論」講座開設
地域の中小企業や教育機関との情報交換を通して相互信頼を高め、企業側のニーズと教育機関側のアカデミックなシーズのつな
ぎこみを進めている。これらのつなぎこみにより、市内企業と大学の研究室との共同製品開発や技術指導等の交流に発展した事例
がある。

■産学連携活動に関する工夫（インタビューより）

①事業実施のスピード感覚とバランス感覚

　このような事業を行う上でポイントとなってくるのは、スピード感とバランス感覚だという。

　「我々が産学連携で心掛けていることは『産』と『学』のスピード感を合わせることです。企業側は『時は金

なり』という考え方で物事を決断するスピードを重視しますが、学校側がそのスピードに適応するのは困

難な場合があります。例えば学校では授業計画が通年で決まっているので、タイミングを逸すると、次の

チャンスが翌年になってしまいます」。（元事務局次長 原田氏）

　マッチングを行う側としては、期が熟したと思われる時点ですぐに動けるよう、情報収集や日頃のネッ

トワーク形成等を継続しているという。

　こういった、スピード感を意識した運営が行われているのは、会長の存在が大きい。サイバーシルクロー

ドの設立時から会長を務める甲谷勝人氏自身が民間企業出身（現在も民間企業の相談役を勤めている）であり、会長自ら「民間感覚での運営」を意識

し、「現場主義」「Just do it !」をモットーに、強いリーダーシップを発揮している。

　また、もう一点はバランスの取り方が重要であるという。

産学連携に限らず、何か事業を実施する際、対象となる全ての方々の足並みを揃えてコンセンサスを得なければ実施できない、ということでは、実

施まで時間がかかるばかりか実施できないこともあるでしょう。そこで、まず我々のコンセプトに賛同して参加する意欲のある方々と、パイロット

ケースとして実施すること。このやり方が成功事例となれば、次の活動につながっていきます。我々の活動は、このような『この指とまれ方式』が基

本です」。（事務局次長 叶氏）

　市と商工会議所が行うプロジェクト、という側面があるため、平等性も大切であるが、必要以上の平等の徹底は避け、まず「成功例」を作ることが

大切だ、とのことである。

②まちぐるみ教育（人材育成）

　八王子市には中小の製造事業者が約１，８００社立地しており、サイバーシルクロードが積み重ねてきた実績が、そういった企業の協力を得やすい

状況を醸成している。また、テクニカル・カンファレンスからは、地元ＩＴ企業によって構築された協業ネットワーク組織「八王子ＩＴネットワーク」

や「八王子ＩＴ協同組合」が発足し、事業をサポート。

　これら民間企業の信頼を得たことが、様々な事業の実現へとつながった。学生のインターンシップ「３日間社長のカバン持ち体験プロジェクト」

（大学及び高専の生徒が参加）ではこれらの企業がその引受先となるなど、多数の企業の協力が、様々な事業を後押ししている。その他にも、小・中学

生を対象とした八王子発のゲームプログラミング言語を活用したプログラミング教室の実施、地域の魅力ある企業経営者の講演と地元大学ＯＢ・

ＯＧのグループディスカッションで構成される「見つけよう！キラリと光る会社～中小企業の魅力発見～」セミナーの開催等、小学生から大学生、

起業者や既存企業等、各ステージ毎に地元人材のリソースや関係各機関の連携を活かした“八王子モデル”のメニューによる人材育成プロジェクト

に取り組んでいる。
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連携活動を実践する企業等の活動事例

■協力関係や実務経験
Ⅰ．地域内で協力依頼可能な企業 １０社程度
Ⅱ．産業振興財団、商工会議所での協力者 １０名程度
Ⅲ．地域主要産業に関する技術・ノウハウに関する知識 あり

Ⅳ．産学連携による事業経験 １０年程度
Ⅴ．ジョブカフェ事業との連携経験 なし

１．地域コンソーシアム研究に（財）ひろしま産業振興機構のコーディネータとして、コーディネータ退職後は、アドバイザーとして研究に参加し、指導。
２．三原地域連携推進協議会（三原市、三原商工会議所、県立広島大学）の開催する行事に参加し、意見を具申。　３．（財）ひろしま産業振興機構･福山支
所のアドバイザー＆コーディネータとして、３年間延べ企業数３００社程度の中小企業を訪問･指導。

■教育経験や実践経験

■特に小中高・企業等における連携経験

Ⅰ．企業内教育 ・研修計画の策定（１６年）　・授業実施（１０年）　・実験等の実施（３年）
Ⅱ．学校での教育 ・授業実施（２年）
Ⅲ．産業界での実践経験 ・研究開発（４０年）
Ⅳ．コーディネート経験 ・産業界を主体とした授業の実施（６年）
Ⅴ．プロデュース経験 なし

１．教育経験（企業内教育）：・所属の新入社員の研修計画の作成、授業の実施及び実験等の実施。　・ 事業所の新入社員の要素教育計画の作成、授業の実
施。　２．教育経験（学校での教育）：（社）発明協会･広島県支部に協力し、工業高等学校の生徒及び、小･中学校の先生を対象に、特許等、工業所有権に関す
る授業実施。　３．産業界での実践経験：民間の研究機関で、約４０年間、新製品開発等に携わる。　４．コーディネート経験：企業を退職後、技術士事務
所を開設し、コーディネート活動を開始し、現在に至る。

１．小中高（特に工業高校、高等専門学校）における教育、実践経験　（社）発明協会広島県支部に協力し、工業高等学校の生徒及び、小中学校の先生を対
象に、特許等工業所有権に関する授業を実施。平成１３年には、広島県で工業高校一校と、先生のグループに対し、２時間の授業を実施。平成１４年には、
岡山県の工業高等学校に対し授業を実施。　２．地域企業における教育、実践経験　（株）広島テクノプラザの教育講座で「実践材料力学」の講師を担当。
平成１６年より、２日間（１２時間の講義）の講座を年２回担当。一回の受講者は８名から２０名程度。

出羽　昭夫 広島県三原市氏 名

出羽技術士事務所の代表として、コーディネータ及び、アドバイザー活動を実施。所属／現在の活動内容

お住まい

■協力関係や実務経験
Ⅰ．地域内で協力依頼可能な企業 ４社程度
Ⅱ．産業振興財団、商工会議所での協力者 ２名程度
Ⅲ．地域主要産業に関する技術・ノウハウに関する知識 ＩＳＯ、ＩＳＭＳ、特許

Ⅳ．産学連携による事業経験 ２年程度
Ⅴ．ジョブカフェ事業との連携経験 なし

ＩＳＯ９００１、１４００１、ＩＳＭＳ、ＦＳＭＳ、Ｐマークのマネージメントシステム構築指導及び発明品開発並びに工場活性化指導。

■教育経験や実践経験

■特に小中高・企業等における連携経験

Ⅰ.企業内教育 ・研修計画の策定（５年）　・授業の実施（７年）　・実験等の実施（３年）
Ⅱ.学校での教育 ・授業の実施（３年）　・実験等の実施（３年）
Ⅲ.産業界での実践経験 ・研究開発（５年）　・人事部門（２年）　・経営部門（３年）　・その他、製造業での経験（８年）
Ⅳ.コーディネート経験 ・産業界を主体とした授業の実施（４年）　・インターンシップ（１年）　・講師の派遣（２年）　・その他、企業と学校のコーディネート（２年）
Ⅴ.プロデュース経験 ・地域に即した人材戦略の作成（２年）　・人材育成・活用戦略の作成（１０年）　・人材施策の作成（１年）

１．ＩＳＯ９００１に関連した品質管理手法とノートパソコンを使った多変量解析の指導。　２．ＩＳＯ１４００１に関連しての廃棄物の再利用（自動
車のジェネレータを利用しての風力発電）。　３．ＩＳＯ１４００１に関連してノートパソコンを使って葉からＣＯ２の吸収計算。

Ⅳ．コーディネート経験について　２３の分野での経験がある。
１．環境マネジメントシステムを理解して構築して運用するまでのコーディネートを約１年弱、国立工業高等専門学校（松江市内）で経験した。内容：
ＩＳＯ１４００１のマネジメントシステムに基づき、マネジメントシシテムを構築して当該マネジメントシステムを運用して有効性を判断するコー
ディネートを実施した。対象は、工業高等専門学校の教授及び職員。私は、コンサルタントとしての身分だった。　２．情報セキュリティマネジメントシ
ステムを構築して運用するコーディネートを約１年弱、私立工業高等専門学校（大阪府）で経験した。内容：当時は、ＢＳ７７９９という規格（現在は、
ＩＳＯ２７００１）に基づき、情報セキュリティマネジメントシステムを構築する手法及び有効性の判断をするコーディネートを実施した。対象は、情
報セキュリティを専攻してしている学生。私は、臨時非常勤講師としての身分だった。　３．個人情報保護法に基づき個人情報保護に取り組むマネジメ
ントシステムを構築して運用するコーディネートを約１年弱、私立専門学校（ＩＴ関係）で経験した。内容：ＪＩＳＱ１５００１に基づきマネジメント
システムを構築して運用して有効性を判断するコーディネートを実施しました。対象は、専門学校の学生。私は、臨時外部講師としての身分だった。
Ⅴ．プロデュース経験について
滋賀県内の町（信楽町、現在は、甲賀市）と三重県内の町（阿山町、現在は、伊賀市）において人材育成・活用戦略の作成の経験がある。前者の内容は、陶芸に
携わる人材育成計画と育成した人材を活用する計画に携わる経験をした。携わった年数は、３年間。私の身分は、プロジェクトチームの外部スタッフ
だった。後者の内容は、環境アドバイザーを育成して自然現象（動物、植物の生育分布及び河川の水量、濁り、その中に生息する生き物等）の検知活動、保
全活動に役立てる計画に携わった。　私の身分は、プロジェクトチームのリーダーで、携わった年数は３年。

稲森　佐多郎 三重県伊賀市氏 名

コンサルタント所属／現在の活動内容

お住まい

参考：その他の連携活動経験者たち

31



連携活動を実践する企業等の活動事例

■協力関係や実務経験
Ⅰ．地域内で協力依頼可能な企業 ３０社程度
Ⅱ．産業振興財団、商工会議所での協力者 ２０名程度
Ⅲ．地域主要産業に関する技術・ノウハウに関する知識 あり

Ⅳ．産学連携による事業経験 あり
Ⅴ．ジョブカフェ事業との連携経験 なし

三遠南信バイタライゼーション浜松支部でのコーディネータ活動を通して、地域内企業との交流及び（独）科学技術振興機構でのＲＳＰ事業における
科学技術コーディネータ活動（平成１２年～平成１５年）、浜松地域知的クラスターでの科学技術コーディネータ活動を通して交流した企業が大部分
で、３０社程度となる。

■教育経験や実践経験

■特に小中高・企業等における連携経験

Ⅰ．企業内教育 ・研修計画の策定（５年）　・授業実施（２年）
Ⅱ．学校での教育 ・授業実施（０．５年）
Ⅲ．産業界での実践経験 ・研究開発（２８年）　・製造業での経験（１０年）
Ⅳ．コーディネート経験 ・その他（授業、インターンシップ、講師派遣以外）の企業と学校のコーディネート（８年）
Ⅴ．プロデュース経験 ・地域に即した人材　戦略の作成（１年）　・人材育成・活用戦略の作成（１年）　・人材施策の作成（１年）

１．企業内教育としての教育経験は、後輩の教育、新入社員教育を経験した。　２．学校での教育経験は教職課程取得の段階で教生として経験した。
３．産業界での研究開発実践経験としては、在籍中（浜松ホトニクス（株）社員）は一貫して研究開発と初期段階の製造部門を担当したので、勤続年数の
大半をそれらが占めている。　４．コーディネート経験は、現在も継続して従事しているが、（独）科学技術振興機構でのＲＳＰ事業における科学技術
コーディネータ活動（平成１２年～平成１５年）及び浜松地域知的クラスターでの科学技術コーディネータを事業終了の平成１９年３月まで行った。
また、経済産業省の関連では三遠南信バイタライゼーション浜松支部でコーディネータを現在している。

コーディネート経験に関しては、工業高校での経験はない。　プロデュース経験では、人材育成・活用戦略の作成に関して、地域企業（主として中小企業）
の物づくりに関する「産学連携製造中核人材育成事業（経済産業省のプログラム）」の静岡大学におけるワーキンググループで参加した経験があるが、
講演及び講義を担当した経験はない。

大隅　安次 静岡県浜松市南区氏 名

１．浜松商工会議所三遠南信バイタライゼーション浜松支部コーディネータ
２．（財）浜松地域テクノポリス推進機構 浜松地域知的クラスター 科学技術コーディ
　  ネータ（平成１９年３月終了）

所属／現在の活動内容

お住まい

■協力関係や実務経験
Ⅰ．地域内で協力依頼可能な企業 ３～５社程度
Ⅱ．産業振興財団、商工会議所での協力者 １名程度
Ⅲ．地域主要産業に関する技術・ノウハウに関する知識 あり

Ⅳ．産学連携による事業経験 ２年程度
Ⅴ．ジョブカフェ事業との連携経験 なし

私は松下電器産業勤務でテレビやビデオテープレコーダーの生産工場中心に物作りに大切な品質関係実務経験を約３０年間と総務関係約１０年間経
験して定年退職後から現在迄この経験をフルに活かして勤務している。具体的には退職後３年間はＪＭＡＭ社勤務してキャリアカウンセラー資格取
得の上、大企業リストラ者を中心に再就職支援してきた。企業訪問・ハローワークで職業案内等経験、その後は県立の職業高等学校のキャリア教育支援
委員を２年間勤務。若者のニート・フリーター化を防ぐ為、生徒の就職のお世話を毎年３～４校携わった。又昨年末から商工会議所より紹介頂き、中小
企業の品質管理指導を行って現在に至っている。更に総務経験時代に環境ＩＳＯ１４００管理活動事務局を経験しており、身近な所で地域に何か
お役に立てればと思っている。

■教育経験や実践経験

■特に小中高・企業等における連携経験

Ⅰ．企業内教育 ・ 岡山県新見市商工会議所を通して、新卒社員へ、「働くことの意義」をテーマとした講演経験あり（参加者約２０名）
Ⅱ．学校での教育 ・授業実施（２年）
Ⅲ．産業界での実践経験 ・人材部門（１０年）　・その他 、製造業での経験（３０年）
Ⅳ．コーディネート経験 ・産業界を主体とした授業の実施（３年）　・その他 、企業と学校のコーディネート（２年）
Ⅴ．プロデュース経験 なし

高等学校の生徒就職に関して学年毎に３００名から４００名単位に進路に関して、又時には就職前の心構え、更には面接試験の要領と実訓練など。一
方企業のリストラ者対象に再就職に関する履歴書、面接の実施と要領等を必要に応じて教育した。　又品質管理関係に於いても必要成れば教育の心構
えは持っているが、実戦経験はない。

学校への関わりは「キャリア教育支援員」として２年間（２００５～２００６）経験をした。厚生労働省からの昨今の「フリーター＆ニート対策」に職業
高校の就職出口対応として、その防止対策に関わる教育機会を作り対応させて貰った。この経験を通じて生徒への職業観、勤労観、仕事観等を講義機会
を得て行った。この時には２年生合同や３００人位、又就職希望の３年生２００人合同で一時限（４５分でしたか）時には父兄も参加して頂いた。この
様な形の講義中心で、とてもよい経験に成った。また、今年も高等学校のキャリア教育支援員の要請を頂き、５月から勤務する。今年も張り切って、昨年
以上に役立てるように工夫をしたいと思っています。　近隣の企業に関しては只今自分の経験を通じて「現場の品質管理体制作り」いわば物作りを通
じて品質と物作りアドバイザーとして勤務させて頂いている。商工会議所を通じて勤務している。非常に良い経験をさせて貰い、過去の経験まだまだ
活かせる所大いに有りと自負しながら頑張っている。又インターシップ制度は相手の企業を如何に探索して引き出しが出来るかに成ろうと思う。自分
は過去リストラにあわれた中高年者を中心に職探しに各企業を訪問して周った。その気に成れば企業訪問で探索の気構えはある。

大坪　冨泰 岡山県岡山市氏 名

１．品質管理体制作りの指導
２．１月中旬迄 高校のキャリア教育支援員 今年も要請あれば３年目に成るが応じる予定所属／現在の活動内容

お住まい
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連携活動を実践する企業等の活動事例

■協力関係や実務経験
Ⅰ．地域内で協力依頼可能な企業 ３０社程度
Ⅱ．産業振興財団、商工会議所での協力者 ２０名程度
Ⅲ．地域主要産業に関する技術・ノウハウに関する知識 半導体・ＩＴ・メカトロ

Ⅳ．産学連携による事業経験 共同研究
Ⅴ．ジョブカフェ事業との連携経験 なし

半導体セミナー、高専活用事業（中小企業庁）

■教育経験や実践経験

■特に小中高・企業等における連携経験

Ⅰ．企業内教育 ・研修計画の策定（３年）　・授業実施（３年）　・実験等の実施（３年）
Ⅱ．学校での教育 なし
Ⅲ．産業界での実践経験 ・研究開発（３年）
Ⅳ．コーディネート経験 ・産業界を主体とした授業の実施（１年）　・インターンシップ（３年）
Ⅴ．プロデュース経験 ・地域に即した人材戦略の作成（１年）

上記と同じ

１．熊本地区の半導体関連地場企業技術者対象の半導体セミナー「くまもとセミコン塾」の企画と実施（１９９９年から）、延べ４００名が受講　２．本
校学生の地場企業へのインターンシップの調整役　３．２００６年からの「高専活用事業」において、熊本地区の半導体・ＩＴ関連の若手技術者のスキ
ルアップを目指した、セミナープログラムの策定と実行責任者⇒参画企業間への他業種相互現場プログラムの策定（座学と実習）　４．熊本県工業連合
会長の指名により、キャリア教育（インターンシップ）の企画員　５．半導体関連地場企業５社と共同研究の統括責任者

大山　英典 熊本県合志市氏 名

熊本電波工業高等専門学校 電子工学科 教授所属／現在の活動内容

お住まい

■協力関係や実務経験
Ⅰ．地域内で協力依頼可能な企業 １８０社程度
Ⅱ．産業振興財団、商工会議所での協力者 ３０名程度
Ⅲ．地域主要産業に関する技術・ノウハウに関する知識 あり

Ⅳ．産学連携による事業経験 ７年程度
Ⅴ．ジョブカフェ事業との連携経験 １年程度

法人会員１７０社超の産学連携組織ARECプラザの事務局長兼産学連携コーディネータとして､上田地域における産学 / 産産連携の支援活動を各種展
開｡JANBOAwards２００４等受賞｡経済産業省の広域的新事業ネットワーク拠点重点強化事業のネットワークリーダー､若者-中小企業ネットワーク
事業統括コーディネータ等を務める｡平成１６年４月に信州大学客員助教授に就任｡昭和４６年大阪市生まれ（工学博士）
【受賞歴】
平成１６年度中小企業組織活動懸賞レポート本賞受賞 / 財団法人商工総合研究所
JANBOAwards２００４新事業創出支援賞受賞 / 日本新事業支援機関協議会　JAPAN Venture Awards２００７地域貢献賞　他
経済産業省補助事業　平成１７・１８年度広域的新事業ネットワーク拠点重点強化事業　信州大学ネットワークリーダー
財団法人上田繊維科学振興会ネットワークリーダー　平成１８年度「若者と中小企業とのネットワーク構築事業」統括コーディネータ　他

■教育経験や実践経験

■特に小中高・企業等における連携経験

Ⅰ．企業内教育 なし
Ⅱ．学校での教育 ・授業実施（３年）
Ⅲ．産業界での実践経験 なし
Ⅳ．コーディネート経験 ・産業界を主体とした授業の実施（７年）　・インターンシップ（７年）　・講師の派遣（７年）　・その他 、企業と学校のコーディネート（７年）
Ⅴ．プロデュース経験 ・地域に即した人材戦略の作成（７年）　・人材育成・活用戦略の作成（７年）　・人材施策の作成（７年）

１．地域中小製造企業と地域大学との産学連携活動　２．若者の地域定着事業（２月にテレビにて全国放映予定）

【若者と中小企業とのネットワーク構築事業】
・目的／地域の中小企業の魅力を学生・若者に伝えることにより、地域の中小企業の若年人材の確保の支援（地域＝長野県全域（初年度は上田・伊那地区
　を重点））
・全国１８拠点が採択（映像 / 活字取材のモデルに選ばれる。）
・受託機関／財団法人上田繊維科学振興会　統括コーディネータ／岡田基幸
・主な実施内容／学生 / 若者とのネットワーク構築
　・長野県出身で首都圏大学在学の学生等とのネットワーク構築（Ｕターン→Ｉターン）　･地域の中小企業とのネットワーク構築
・学生の企業見学会・インターンシップ事業
・地域の中小企業の若者への魅力発信（初年度は「技術」・「経営者」にターゲット）
・学生の企業見学会
　・１２ / １１　日精ＡＳＢ機械（株）・サクラ精機（株）　信州大学学生（３５名）
　・１ / ２４　コトヒラ工業（株）・アルファデザイン（株）・樫山工業（株）　 長野高専学生（１３名）
・学生へのアンケート結果　
　・信州大学１年生（６１名）（長野県出身学生３２％）　（１ / ２４職業概論）　・上田染谷丘高校卒業生（平成１７年度）（３３名）アンケート（１ / ４）
　　将来、上田に帰りたいですか？　はい：５７％　いいえ：１８％　わからない：２５％
・その他、地元中学、地元普通高校からの視察や講演依頼への対応多数。

岡田　基幸 長野県上田市氏 名

上田市産学官連携支援施設（ＡＲＥＣ）／事務局長 兼 産学連携コーディネータ所属／現在の活動内容

お住まい
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連携活動を実践する企業等の活動事例

■協力関係や実務経験
Ⅰ．地域内で協力依頼可能な企業 ５０社程度
Ⅱ．商工会議所での協力者 １０名程度
Ⅲ．地域主要産業に関する技術・ノウハウに関する知識 あり

Ⅳ．産学連携による事業経験 ３０年程度
Ⅴ．ジョブカフェ事業との連携経験 なし

１．市の産学官交流グループの代表　２．文科省のデュアルシステム事業（日立工業高校）のコーディネータ（県、会議所より依頼）

■教育経験や実践経験

■特に小中高・企業等における連携経験

Ⅰ．企業内教育 なし
Ⅱ．学校での教育 なし
Ⅲ．産業界での実践経験 ・研究開発（３０年）　・経営部門（４５年）　・製造業での経験（４５年）
Ⅳ．コーディネート経験 ・その他（授業、インターンシップ、講師派遣以外）の企業と学校のコーディネート（３年）
Ⅴ．プロデュース経験 なし

文科省が平成１５年度より全国工業高校（１８校）を選んで実施したデュアルシステムに日立工業高校が選ばれ、市内企業（デュアル受入）と高校生
徒（個人希望）のマッチングのコーディネータを県と会議所より依頼されて、生徒の希望する企業の内容の紹介、その他をやっている。　そして生徒に
地元企業への理解、仕事のきびしさ、人間関係の素晴らしさ、自分の両親が自分を育てる為に一生懸命働いていること等を教えている。

樫村　観 茨城県日立市氏 名

デュアルシステム事業のコーディネータ所属／現在の活動内容

お住まい

■協力関係や実務経験
Ⅰ．地域内で協力依頼可能な企業 ２０社程度
Ⅱ．産業振興財団、商工会議所での協力者 １０名程度
Ⅲ．地域主要産業に関する技術・ノウハウに関する知識 あり

Ⅳ．産学連携による事業経験 ２０年程度
Ⅴ．ジョブカフェ事業との連携経験 なし

１．共同研究（製品開発）　２．技術相談：５～１０件／月　３．技術相談から技術指導：プロセス開発、商品開発など
４．各種研究会・講習会の開催（エコロジー研究会、グリーンテクノロジー研究会、マイクロ波応用研究会等の開催と各種技術の講習会）
５．巡回指導：廃水処理等の巡回指導

■教育経験や実践経験

■特に小中高・企業等における連携経験

Ⅰ．企業内教育 なし
Ⅱ．学校での教育 ・授業実施（１１年）
Ⅲ．産業界での実践経験 ・研究開発（２０年）
Ⅳ．コーディネート経験 ・産業界を主体とした授業の実施（２０年）
Ⅴ．プロデュース経験 なし

１．香川大学での非常勤講師（３年間）　２．徳島大学大学院工学研究科エコシステム工学専攻併任教授（３年間）
３．高松工業高等専門学校非常勤講師（技術倫理：５年）
４．エコサイエンスクラブを主催し、小学校４年生から中学１年生（高校生になっても時々参加することがある）までの子どもを集め、月２回環境調査
　 と科学実験を実施。

高松工業高等専門学校にて非常勤講師を６年前から務めています。講義は技術倫理を担当し、倫理問題のみならず、研究のあり方、仕事の仕方、論文の
書き方などを講義している。　人材活用についての特別講義は行っていないが、技術相談との中で企業に対し、様々な指導を行っている。また、企業か
ら頼まれて、若手研究者の教育を自分の研究を手伝わせながら行ったこともある。

加藤　俊作 香川県綾歌郡氏 名

（財）かがわ産業支援財団
高温高圧流体技術研究所研究参与
専門コーディネータ

所属／現在の活動内容

お住まい
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連携活動を実践する企業等の活動事例

■協力関係や実務経験
Ⅰ．地域内で協力依頼可能な企業 ２～３社程度
Ⅱ．産業振興財団、商工会議所での協力者 ２～３名程度
Ⅲ．地域主要産業に関する技術・ノウハウに関する知識 鉱工業技術

Ⅳ．産学連携による事業経験 １０年程度
Ⅴ．ジョブカフェ事業との連携経験 なし

１．三重県工業技術研究部の産官異業種交流会にてグループ企業の設備機器開発１９９０年ころ
２．三重大生物資源学部と地域企業との異業種交流研究会に参加
３．三重県工業技術研究部とのＡＯＰ研究会に参加　４．県内商工会連合会の研修事業を支援　５．鈴鹿高専卒業生と教官との技術交流会に参加
６．三重県産業支援センターの専門家派遣に協力し企業に出向いて対応　７．中小企業診断士として商工会議所の窓口相談
８．企業内にて、知的財産管理責任者を兼任し、弁理士、弁護士などの協力関係あり。専門知識も豊富。

■教育経験や実践経験

■特に小中高・企業等における連携経験

Ⅰ．企業内教育 ・研修計画の策定（２０年）　・授業実施（２０年）　・実験等の実施（５年）
Ⅱ．学校での教育 ・授業実施（２年）
Ⅲ．産業界での実践経験 ・研究開発（３０年）　・経営部門（５年）　・その他 、製造業での経験（３８年）
Ⅳ．コーディネート経験 ・産業界を主体とした授業の実施（２年）　・インターンシップ　・その他 、企業と学校のコーディネート
Ⅴ．プロデュース経験 ・なし

１．職業訓練高校にて電気工学の講師２年
２．企業内での研究および技術開発
  （ａ）工業技術院の大プロ、ごみ資源化開発「スターダスト８０」に参画
　　 ごみの熱分解ガス化設備の開発メンバーとして、装置の開発、運転、有害ガス分析を担当
　　 化学分析、機器分析などの業務にも５年程度兼任
  （ｂ）空気膜構造建築物の技術導入製品化開発を主導
  （ｃ）粉粒体機器の開発（振動式分級機の付着防止技術、大容量コンテナから穀物搬出装置、高振幅振動粉砕機、ジェットミル、縦軸衝撃式破砕機、
　　 木質廃棄物の炭化リサイクル装置など）
  （ｄ）製鋼会社のスラグ資源化に関して実証規模設備機器開発に協力
  （ｅ）取引先企業における建築廃材有効利用のための技術支援
３．中小企業診断士として、地域企業・団体等の経営支援
４．ＩＴＣとして経営の情報化のため、経営応援隊メンバーとして経営戦略立案などを支援

１．荏原製作所在勤時に、企業内高校にて、「電気工学」を２年ほど受け持った。中学時代からラジオ、無線機等を自作し、アマチュア無線技士として、全
　 国の方々と会話を楽しんでいたので、その経験から、電気工学講師として「作る喜び」を教えた。
２．荏原工機にて（１９９０年代）鈴鹿高専学生の夏季工場実習生への対応。粉粒体関係の測定方法や実験などを学ばせた。
３．勤務先、その親企業ならびに県内企業の数社で、産官学連携プロジェクト「リグノフェノール研究開発」の事業立ち上げに参画した（１９９６年頃）。
　 ただし、補助金事業の採択ならず、グループの交流活動にとどまった。
４．企業と学校、公的研究機関の関係については、自社および関連企業の仕事上、専門知識、測定器、分析手段など必要な場合があり、それぞれに仕事を
　進める上で、協力の得られるところにお願いして連携を図ってきた。
　例：ある企業の「活性炭廃棄物」と、ある企業の「塗料かす」を混合造粒し、「セメント会社の燃料」とする実験およびサンプル製作に成功。このとき公的
　機関の実験設備を借用。塗料再処理会社の設備計画具体化まで進んだが、当企業の設備事故が発生し、投資困難であえなく中断した。
　この数年では、ミキサ関係で研究開発連携に参画した。その一例として、大手建設会社の関係では以下のものがある。
　（諏訪湖の沈降汚泥の固形化処理技術用にミキサと造粒技術を提供）
　（屋久島のごみ焼却灰を骨材化する設備の混合造粒用のミキサ技術で協力）

澄野　久生 三重県多気郡氏 名

民間企業勤務（診断士、ＩＴＣとして臨機に活動）所属／現在の活動内容

お住まい
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連携活動を実践する企業等の活動事例

■協力関係や実務経験
Ⅰ．地域内で協力依頼可能な企業 １００社程度
Ⅱ．産業振興財団、商工会議所での協力者 １０名程度
Ⅲ．地域主要産業に関する技術・ノウハウに関する知識 あり

Ⅳ．産学連携による事業経験 ３０年程度
Ⅴ．ジョブカフェ事業との連携経験 なし

現高知県工業技術センターに３２年間在籍し、この間県内産業振興に関わる研究開発や不特定多数の企業の技術指導、巡回技術指導、特に企業の技術
者養成には力点を置き、様々な技術者研修やオンザリサーチトレーニングの企画から実施に至るまで幅広く対応した。　一方では、産学官連携の開発
事業では昭和５３年を皮切りに、大小様々なテーマで実施し、企画立案、コーディネート役、実験、成果の普及に努めた。　従って、機械、金属、電気、電子、
食品、木材、製紙、窯業、化学等々幅広い業界との繋がりの形成が実現でき、諸々の事業の完成度を高めるのに役立った。

■教育経験や実践経験

■特に小中高・企業等における連携経験

Ⅰ．企業内教育 ・研修計画の策定（３０年）　・授業実施（３０年）　・実験等の実施（３０年）
Ⅱ．学校での教育 ・授業実施（２７年）　・実験等の実施（２７年）
Ⅲ．産業界での実践経験 ・研究開発（３０年）　・人事部門（７年）　・経営部門（７年）　・その他 、製造業での経験（６年）

Ⅳ．コーディネート経験
・産業界を主体とした授業の実施（３０年）
・その他（授業、インターンシップ、講師派遣以外）の企業と学校のコーディネート（３０年）

Ⅴ．プロデュース経験 ・地域に即した人材戦略の作成（３０年）　・人材育成・活用戦略の作成（３０年）　・人材施策の作成（３０年）

高等学校では、一度だけ高知県立須崎工業高校で「高知県産業の現状と未来」と題して講演したこと有り。　高知工業高等専門学校では、昭和４５年か
ら６３年までの１９年間、より実践的な「油圧制御工学（電気制御も含む）」講座を授業時数で週２時間行った。　民間企業相手の教育は、昭和４０年頃
から昭和６３年頃まで数多くの技術者研修など企業の技術者を対象とした様々な教育施策の企画から実施に至るまで幅広い対応をしてきた。

田内　一成 高知県高知市氏 名

企業数社の技術顧問及びアドバイザー所属／現在の活動内容

お住まい

学卒後民間企業の研究開発部門で５年間勤務した後、郷里の高知県にＵターンし現高知県工業技術センターで勤務することとなった。　民間企業時代
は、当該企業内に職業訓練校が併設されていた関係で、学科教育の方を受け持っていた。　高知県に入庁後は「協力関係や実務経験」に記載の通りの実
務経験であるが、その傍ら高知工業高等専門学校及び高知大学からの要請により、高専１９年間及び大学３年間非常勤講師として週３時間程度の職務
免除を県より受けて教壇に立っていた。

■協力関係や実務経験
Ⅰ．地域内で協力依頼可能な企業 ２０社程度
Ⅱ．産業振興財団、商工会議所での協力者 ２０名程度
Ⅲ．地域主要産業に関する技術・ノウハウに関する知識 あり

Ⅳ．産学連携による事業経験 ５年程度
Ⅴ．ジョブカフェ事業との連携経験 ２年程度

１．産学連携共同研究コーディネータ　２．産学官連携の各種事業（主として経済産業省、文部科学省）のコーディネータ
３．当地域におけるビジネスマッチングコーディネータ

■教育経験や実践経験

■特に小中高・企業等における連携経験

Ⅰ．企業内教育 ・研修計画の策定（３年）　・授業実施（３年）
Ⅱ．学校での教育 ・授業実施（２年）
Ⅲ．産業界での実践経験 ・研究開発（２５年）　・経営部門（１５年）

Ⅳ．コーディネート経験
・産業界を主体とした授業の実施（２年）　・インターンシップ（１年）
・その他（授業、インターンシップ、講師派遣以外）の企業と学校のコーディネート（５年）

Ⅴ．プロデュース経験 ・地域に即した人材戦略の作成（２年）　・人材育成・活用戦略の作成（２年）　・人材施策の作成（２年）

昨年度の経済産業省の公募事業＝若年者雇用促進事業において、高校生（工業高校が主体であったが、実態調査の結果本地域では地域産業が超繁忙の
ため、また工業高校系が大手企業に採られ、その結果中小企業において人材が不足し普通高校生のものづくり企業への就職が増えているため普通高校
生の就職希望者も対象。但しその結果、ミスマッチも発生）におけるものづくり企業への理解を高め啓蒙し、結果としてものづくり企業への参加が増え、
活き活きと活躍する次世代人材育成事業の企画と取り組みを行っている。平成１８年度事業として実施中。

中村　穣治 静岡県浜松市氏 名

株式会社ベンチャーラボ　浜松支社／産学連携コーディネータ、コンサルティング所属／現在の活動内容

お住まい

１．当地域の産学官連携による製造中核人材育成事業の企画、コーディネート　２．当地域の産学官連携による若年者育成の企画、コーディネート
３．当地域の産学官連携による社会人向け「ＭＯＴ講座」の企画、コーディネート、その他
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連携活動を実践する企業等の活動事例

■協力関係や実務経験
Ⅰ．地域内で協力依頼可能な企業 ９０社程度
Ⅱ．産業振興財団、商工会議所での協力者 ５名程度
Ⅲ．地域主要産業に関する技術・ノウハウに関する知識 なし

Ⅳ．産学連携による事業経験 ５年程度
Ⅴ．ジョブカフェ事業との連携経験 なし

宇部高専を中心とした地域振興協力会である宇部高専テック アンド ビジネス コラボレイトの事務局長を務めている。その関係で技術相談などを受
けることが多い。　私自身は、技術関係で地域に協力というよりも、工作教室の開催や地域の子どもたちの活動を支援する団体に所属して、科学技術振
興教育の方面で活動を行っている。

■教育経験や実践経験

■特に小中高・企業等における連携経験

Ⅰ．企業内教育 なし
Ⅱ．学校での教育 ・授業実施（１１年）　・実験等の実施（１８年）
Ⅲ．産業界での実践経験 ・その他 、製造業での経験（４年）
Ⅳ．コーディネート経験 ・インターンシップ（２年）　・その他 、企業と学校のコーディネート（４年）
Ⅴ．プロデュース経験 なし

高専での教育における授業と実験を行っている。コーディネートに関しては学級担任として学生の希望に沿うよう企業などと調整を図った。

インターンシップは、担任として学生と企業との調整を行い、斡旋の協力を得ている山口県経営者協会の担当者と連携をとってこの事業を実施した。
また、その他、企業と学校のコーディネートは、私が宇部高専と山口県内中小企業を中心とした地域振興協力会である「宇部高専テック アンド ビジネ
ス コラボレイト（通称：Ｔ＆Ｂ）」の事務局長を務めている関係から、会員企業の研修に宇部高専の学生を事例発表者として派遣する事業、地域企業と
高専との研究・開発に関する発表会開催、レクレーション研修会の開催、見学会の開催などを手がけている。宇部高専の教員としては平成１８年度 経
済産業省による「高専等を活用した中小企業人材育成事業」の採択を宇部高専が受けたので、この講座の補助スタッフとして活動した。また、私は高専
ロボットコンテスト（ロボコン）の担当をここ数年行っており、指導している学生たちと共に地域の小学校や自治体の催し物でロボコンに出したマシ
ンの実演やロボコンに必要となる技術を使って電気工作教室などを開催することをやっている。この活動で子どもたちに科学の面白さや興味をもっ
てもらえること、また学生たちが日ごろ高専で学んだことが役に立つことを実感して将来の技術者としてやらなければならないことを理解してもら
えることを期待している。どちらかと言うと、この活動が私のメイン活動になる。学民連携と言ったところである。

日高　良和 山口県宇部市氏 名

宇部工業高等専門学校 電気工学科 准教授所属／現在の活動内容

お住まい

■協力関係や実務経験
Ⅰ．地域内で協力依頼可能な企業 １０社程度
Ⅱ．産業振興財団、商工会議所での協力者 ６名程度
Ⅲ．地域主要産業に関する技術・ノウハウに関する知識 あり

Ⅳ．産学連携による事業経験 ７年程度
Ⅴ．ジョブカフェ事業との連携経験 ５年程度

調理のシステム化に伴う新しい調理機器の提案及び、開発、製造に関してのアドバイス、また完成後のフィールドテスト等の実施。　高校、専門学校、大
学の栄養科、家政科、調理科の学生。生徒への情報提供、指導教育。　学生、生徒の製造メーカー工場の見学、システム化実践現場の見学研修のコーディ
ネート。　企業に対してＨＡＣＣＰ導入の支援、学校等に対しての教育指導。

■教育経験や実践経験

■特に小中高・企業等における連携経験

Ⅰ．企業内教育 ・研究計画の策定（１２年）　・授業実施（１０年）　・実験等の実施（１２年）
Ⅱ．学校での教育 ・授業実施（７年）　・実験等の実施（７年）
Ⅲ．産業界での実践経験 ・研究開発（１２年）　・経営部門（１７年）　・その他 、製造業での経験（１２年）

Ⅳ．コーディネート経験
・産業界を主体とした授業の実施（１２年）　・インターンシップ（１０年）　・講師の派遣（１０年）
・その他 、企業と学校のコーディネート（１０年）

Ⅴ．プロデュース経験 ・地域に即した人材戦略の作成（７年）　・人材育成・活用戦略の作成（７年）　・人材施策の作成（７年）

欧米の最新の情報や、自身が毎年訪欧訪米し持ち帰る情報や知識を利用し、国際的に後れているといわれる調理の機械化及びシステム化を国内メー
カーに対して研修や勉強会を通じて伝えている。　教育現場においても、同様に今現在の国内の状況と欧米とのギャップを伝え問題点を解決するすべ
を説いている。　ＨＡＣＣＰにおいても昨今の認証取得企業の事故等に見られるような形骸化を防ぐため、ＨＡＣＣＰとはソフトであり、構築、維持の
ためにはまず、人材教育であるという信念に基づき指導教育を行っている。

私立高校調理科、家政科において客員講師としての授業の一環で、調理機器製造メーカーの工場見学ならびにテストキッチンにおける実習や新調理シ
ステム、ＨＡＣＣＰシステム導入の現場の見学及び研修の受け入れ等のコーディネートを県内にとどまらず、全国的に私自身のネットワークを利用し
行っている。

藤永　浩 愛媛県松山市氏 名

フードシステムコンサルタント、ＨＡＣＣＰコンサルタント所属／現在の活動内容

お住まい
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連携活動を実践する企業等の活動事例

■協力関係や実務経験
Ⅰ．地域内で協力依頼可能な企業 １０社程度
Ⅱ．産業振興財団、商工会議所での協力者 ２０名程度
Ⅲ．地域主要産業に関する技術・ノウハウに関する知識 中小企業診断士

Ⅳ．産学連携による事業経験 １０年程度
Ⅴ．ジョブカフェ事業との連携経験 なし

商工会議所にて経営指導業務３０年　産地診断、経営診断、教育訓練　商工会議所役員として会員事業所との交流

■教育経験や実践経験

■特に小中高・企業等における連携経験

Ⅰ．企業内教育 ・研修計画の策定（２０年）　・授業実施（１０年）　・実験等の実施（１０年）
Ⅱ．学校での教育 ・授業実施（７年）　・実験等の実施（２年）
Ⅲ．産業界での実践経験 ・研究開発（１０年）　・人事部門（２０年）　・経営部門（３０年）
Ⅳ．コーディネート経験 ・その他（授業、インターンシップ、講師の派遣以外）の企業と学校のコーディネート（１０年）
Ⅴ．プロデュース経験 ・地域に即した人材戦略の作成（１０年）　・人材育成・活用戦略の作成（１０年）

和歌山大学経済学部において専門科目として、「地域産業論」「広告実務論」を担当、学生にはマーケティング活動、産業の興り、地域での役割・貢献等に
ついて講義している。　中・高生については単発的にインターンシップ前の仕事の心得、企業の仕組み等について説明している。

御前（みさき） 明良 和歌山県有田市氏 名

紀州有田商工会議所 専務理事、和歌山大学経済学部 非常勤講師、中小企業診断士所属／現在の活動内容

お住まい

・和歌山大学経済学部 非常勤講師（地域産業論・広告実務論担当）　・中小企業新入社員教育、幹部養成教育企画実施

■協力関係や実務経験
Ⅰ．地域内で協力依頼可能な企業 ５０社程度
Ⅱ．産業振興財団、商工会議所での協力者 多数
Ⅲ．地域主要産業に関する技術・ノウハウに関する知識 あり

Ⅳ．産学連携による事業経験 １０年程度
Ⅴ．ジョブカフェ事業との連携経験 なし

津山地域の産業振興を産業クラスター形勢で進めるために、ステンレス加工業界、食品業界繊維縫製業界や津山高専、美作女子大学の連携促進コーディ
ネート活動を行っている。　岡山県コーディネータ連絡協議会副代表として県内各地域、各業界のコーディネータとの交流がある。

■教育経験や実践経験

■特に小中高・企業等における連携経験

Ⅰ．企業内教育 ・研修計画の策定（３年）
Ⅱ．学校での教育 なし
Ⅲ．産業界での実践経験 ・人事部門（２年）
Ⅳ．コーディネート経験 ・その他（授業、インターンシップ、講師派遣以外）の企業と学校のコーディネート（５年）
Ⅴ．プロデュース経験 ・人材育成・活用戦略の作成（２年）

現在中小企業庁の委託を受けて高専等を活用した地域中小企業の若手人材育成にコーディネータとして従事している。　津山の場合は中小企業の代
表として地域のステンレス加工業（地域のリーディング産業に指定、７０社余りの集積）の若手技術者技術教育として機械加工、板金加工、溶接の３分
野につき、平成１８年度は技能検定２級を目指す標準レベル技術教育、来年度はさらにその上を目指し専門レベル教育を実施する。　またこの人材戦
略も地域活性化チーフアドバイザーとしてプロデュースした。

藪木　伸一 岡山県都窪郡氏 名

岡山県北津山地域の産業振興推進所属／現在の活動内容

お住まい

高専等を活用した地域中小企業の人材育成事業に取組んでいる。
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連携活動を実践する企業等の活動事例

■協力関係や実務経験
Ⅰ．地域内で協力依頼可能な企業 ３０社程度
Ⅱ．産業振興財団、商工会議所での協力者 ３０名程度
Ⅲ．地域主要産業に関する技術・ノウハウに関する知識 あり

Ⅳ．産学連携による事業経験 １８年程度
Ⅴ．ジョブカフェ事業との連携経験 なし

ビジネスコーディネータ及び産学官連携コーディネータとして事業推進していますので日頃の活動がすべて関係している。

■教育経験や実践経験

■特に小中高・企業等における連携経験

Ⅰ．企業内教育 ・研究計画の策定（１０年）　・授業実施（１０年）
Ⅱ．学校での教育 ・授業実施（３年）
Ⅲ．産業界での実践経験 ・研究開発（２０年）

Ⅳ．コーディネート経験
・産業界を主体とした授業の実施（２０年）
・その他（授業、インターンシップ、講師派遣以外）の企業と学校のコーディネート（２０年）

Ⅴ．プロデュース経験 ・地域に即した人材戦略の作成（１０年）　・人材育成・活用戦略の作成（１０年）

ビジネスコンテスト及びビジネスプランコンテストを通じて実践的産業人の育成と起業家育成新事業化の育成等を実施している。

工業高校においては「起業化・事業化」セミナー「ものづくり実践教育」　産業界においては「人財育成セミナー」等多数

山田　頴二 静岡県浜松市氏 名

浜松地域テクノポリス推進機構（理事）
浜松大学 ビジネスデザイン学部（准教授）所属／現在の活動内容

お住まい

■協力関係や実務経験
Ⅰ．地域内で協力依頼可能な企業 ３０～４０社程度
Ⅱ．産業振興財団、商工会議所での協力者 ５０名程度
Ⅲ．地域主要産業に関する技術・ノウハウに関する知識 あり

Ⅳ．産学連携による事業経験 １０年程度
Ⅴ．ジョブカフェ事業との連携経験 なし

マツダ在職中、取引先地場企業の技術指導業務を経験した。マツダ退職後、広島市工業技術センターのアドバイザーとして、地場企業の技術指導を行っ
た。広島県産業振興機構のアドバイザーとして、地場企業の技術指導を行った。技術顧問を引き受けた企業等、多数の企業に縁があり、出入りする機会
があった。中小企業機構が実施した、ＳＶＡＰ（シ二アベンチャーアドバイザープログラム）の実行スタッフを務めた経験がある。

■教育経験や実践経験

■特に小中高・企業等における連携経験

Ⅰ．企業内教育 なし
Ⅱ．学校での教育 ・授業実施（７年）
Ⅲ．産業界での実践経験 ・研究開発（２３年）　・その他 、製造業での経験（８年）
Ⅳ．コーディネート経験 ・産業界を主体とした授業の実施（５年）　・講師の派遣（１０年）　・その他 、企業と学校のコーディネート（４年）
Ⅴ．プロデュース経験 なし

独立行政法人弓削商船高等専門学校（電子機械工学科、情報工学科）の講師を務めている。マレーシアペナンの職業訓練学校（短大）で集中講義を行っ
た。マツダ技術研究所で金属材料とその加工法及び部品開発に関する業務を経験した。（学界・論文発表１０件以上）マツダの取引先企業の技術指導を
多数行った。また技術交流会を主催し、産学協同研修・研究を推進した。マツダ退職後技術顧問として、広島地場企業の技術指導に当たった。行政・公設
試等のアドバイザーとして、中小企業の技術課題の解決に努めた。

１．高等専門学校における経験・・・２００１～２００７（現在）まで６年間、非常勤講師として教育経験がある。弓削商船高等専門学校（愛媛県越智郡上
　島町）において、高校２年及び大学１、２年相当の学生に教えている。これまで情報工学科と電子機械工学科において、次の教科を担当してきた。
　・製図・ＣＡＤ、信頼性工学、計測工学（ＳＩ単位）、品質管理等
２．地域企業における経験・・・広島テクノプラザが開催する、技術講座の講師を８年間（２回/ 年）務めた。各企業から第一線の技術者が多数受講した。
　講座内容（例）を次に示す。
　金属材料とその加工法、自動車部品の研究・開発事例、＜相談コーナー＞中小企業の技術指導等
３．広島市工業技術センターにおける経験・・・公設試（工業技術センター）と民間企業の産・官共同研究のコーディネータを４年間務めた。・型加工研究
　会、・現地技術指導等
４．その他国内企業、マレーシア職業訓練学校、ベトナム企業における技術教育を経験した。

寄高　政史 広島県広島市氏 名

技術コンサルタント（技術士）、独立行政法人弓削商船高等専門学校講師、
広島商工会議所コーディネータ等所属／現在の活動内容

お住まい
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本
レ
ポ
ー
ト
で
は
、地
域
産
業
と
学
校
と
の
交
流
活
動
を
行
う
人
材
の
特
性
を

踏
ま
え
、大
き
く
４
つ
の
分
類
で
活
動
事
例
を
紹
介
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
人
材
が
持
つ
専
門
性
や
経
歴
等
に
よ
る
活
動
特
性
を
も
と
に
類

型
化
し
た
が
、活
動
目
的
や
内
容
、工
夫
等
を
み
る
と
、地
域
企
業
と
学
校
と
の
連

携
に
お
い
て
最
も
重
要
な
視
点
は「
地
域
企
業
か
ら
み
た
と
き
に
小
中
高
校
生
に

何
を
学
ん
で
ほ
し
い
か
」で
あ
る
。

　
そ
の
内
容
は
、技
術
的
・
技
能
的
な
面
で
の
企
業
ニ
ー
ズ
だ
け
で
は
な
く
、自
立

性
や
や
る
気
な
ど
社
会
人
と
し
て
の
基
礎
的
能
力
も
含
ま
れ
て
い
る
。力
学
の
基

本
理
論
を
身
近
な
事
例
か
ら
理
解
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
が
、そ
の
時
に
得
ら

れ
る
、わ
か
ら
な
い
こ
と
を
理
解
し
た
時
の
喜
び
や
感
動
、そ
し
て
次
へ
の
“や
る

気
”を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
最
も
重
要
だ
と
い
え
る
。

　
決
し
て
企
業
ニ
ー
ズ
を
学
校
に
押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
、
“最
先
端
で
あ
る

こ
と
”、“企
業
経
営
に
深
い
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
”、“売
れ
る
こ
と
”、“社
会
に
重

要
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
”な
ど
の
状
況
を
踏
ま
え
、い
か
に
社
会
や
産
業
と
の

関
わ
り
を
実
感
し
て
も
ら
い
、学
ぶ
こ
と
の
意
義
や
楽
し
さ
を
理
解
し
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
地
域
企
業
と
学
校
と
の
連
携
に
お
い
て
重
要
な
こ
と
は
、単
な
る
企
業
と
学
校

の
マ
ッ
チ
ン
グ
機
会
を
提
供
す
る
だ
け
で
は
な
く
、地
域
社
会
・
企
業
と
学
校
の

先
生
、生
徒
た
ち
と
一
緒
に
な
っ
て
、学
び
方
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　　
以
下
に
、学
び
方
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
た
め
に
必
要
な
地
域
社
会
・
企
業
、学
校
、

生
徒
た
ち
等
の
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
活
動
を
、「
Ⅱ 

連
携
活
動
を
支
え
る
支
援

人
材
の
活
動
事
例
」を
用
い
て
、「
１ 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
活
動
に
お
け
る
必
要
知

識
と
活
動
ス
テ
ッ
プ
」、「
２ 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
活
動
ス
テ
ッ
プ
か
ら
み
た
３
つ

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
タ
イ
プ
」、「
３ 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の
活
動
手
法
」の
３
つ
の

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

１ 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
活
動
に
お
け
る

　
　
　
　
 
　
必
要
知
識
・
能
力
と
活
動
ス
テ
ッ
プ

　
地
域
産
業
に
貢
献
す
る
若
年
人
材

を
育
成
す
る
た
め
の
、産
学
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
活
動
に
お
い
て
必
要
な
知
識
・

能
力
と
し
て
、次
の
２
点
が
挙
げ
ら

れ
る
。

①
地
域
企
業
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　（
ア
プ
ロ
ー
チ
能
力
）

　
企
業
が
求
め
る
人
材
ニ
ー
ズ
を
把

　
握
し
て
い
る
。ま
た
は
把
握
す
る
こ

　
と
が
可
能
で
あ
る
。

②
学
校
側
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　（
ア
プ
ロ
ー
チ
能
力
）

　
学
校
の
教
育
上
の
課
題
や
学
生
の

　
実
態
を
把
握
し
て
い
る
。ま
た
は
生

　
徒
と
話
す
機
会
が
豊
富
に
あ
り
、把

　
握
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、学
生
に「
社
会
や
産
業
と

の
関
わ
り
を
実
感
し
て
も
ら
い
、学
ぶ

こ
と
の
意
義
や
楽
し
さ
を
理
解
し
て

も
ら
う
」た
め
の
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
活
動
に
は
、次
の
４
つ
の
ス
テ
ッ
プ

が
重
要
で
あ
る
。

集める
学生、企業を集め、会話する場面を創出する

伝える（刺激する）
社会や産業と学ぶことの接点を重視し、学生に学んでほし
いことを伝える（夢、ビジョン作成意識を高めるための刺
激を与える）。企業に対しても伝えて欲しいことを示す

目指す
学生に学ぶことの楽しさを実感してもらい目標を定めて
もらうために、学生との対話を行い、学生と企業との連携
による学びの仕組みをデザインする

提供する
企業やジョブカフェ等と連携し、目標達成のための機会、
場を提供する

ステップ１

ステップ２

ステップ３

ステップ４

コーディネート活動のステップ
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学びをデザインする ～活動事例からの示唆～

２ 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
活
動
ス
テ
ッ
プ
か
ら
み
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
つ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
タ
イ
プ

　「
Ⅱ 
連
携
活
動
を
支
え
る
支
援
人
材
の
活
動
事
例
」の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
型
連
携
事
例
を「
１ 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
活
動
に
お
け
る
必

要
知
識
と
活
動
ス
テ
ッ
プ
」で
紹
介
し
た
４
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
用

い
て
整
理
す
る
と
、①
“学
び
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
”タ
イ
プ
、②
“学

び
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
”タ
イ
プ
、③
“学
び
の
プ
ラ
ン
ナ
ー
”タ
イ
プ
の

３
タ
イ
プ
に
分
類
で
き
る
。

　
不
特
定
多
数
の
小
中
高
校
生
に
対
し
て
、社
会
や
産
業
と
の
接

点
か
ら
学
ん
で
ほ
し
い
こ
と
を
伝
え
る
タ
イ
プ
。

　
マ
ン
ガ
や
ゲ
ー
ム
、実
体
験
な
ど
を
通
じ
て
、学
生
に
わ
か
り
や

す
く「
伝
え
る
」こ
と
が
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
。

①学びのメッセンジャータイプ
■マンガやゲーム、実体験などを通じて、学生にわかりやすく「伝える」ことが活動のポイント

企業・学校
ネットワーク

環境系企業出身

豊富な企業ネットワー
クを有する

理論を身近な事例やマ
ンガを利用して紹介

事例２：
千葉　佳一

学会発表・講演会などを
きっかけに小学校から
の講演依頼

技術アドバイザーを
通じて得た企業ネット
ワークを有する

「物事の基本は全て同
じ」と身近なものでわか
りやすく紹介

事例４：
吉川　博

エネルギー支援学会通
じて小学校での講演依
頼

香川センターの協力企
業３００社とのネット
ワークを有する

「ゲーム」や「つくる」な
どの要素を組み込み工
夫して紹介

事例５：
稲垣　剛

厚生労働省委託事業の
一環として中学校と高
校に協力してもらう

企業コンサルティング
を通じて豊富な企業
ネットワークを有する

実際のラジオ番組づく
りなどの実体験を通じ
て紹介

事例６：
大野　晴己

浜松市の事業参加や職
場体験受入による

２：伝える１：集める

①
“学
び
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
”タ
イ
プ

　
少
数
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
個
人
の
小
中
高
校
生
に
対
し
て
、学
ぶ

こ
と
の
楽
し
さ
を
実
感
し
て
も
ら
い
、目
標
設
定
を
リ
ー
ド
す
る

タ
イ
プ
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
や
実
体
験
に
よ
る
学
生
と
の
双
方
向
の
交
流
に
よ

り
、将
来
の
夢
な
ど
学
生
が「
目
指
す
」も
の
を
誘
導
す
る
こ
と
が

活
動
の
ポ
イ
ン
ト
。

②
“学
び
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
”タ
イ
プ

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
を
通
じ
て
、高
校
生
を
受
け
入
れ
、目
標

達
成
の
た
め
の
場
や
機
会
を
提
供
す
る
タ
イ
プ
。

　
目
標
達
成
、実
現
に
向
け
て
、適
切
な
就
職
先
を「
提
供
す
る
」こ

と
が
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
。

③
“学
び
の
プ
ラ
ン
ナ
ー
”タ
イ
プ
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学びをデザインする ～活動事例からの示唆～

③学びのプランナータイプ
■目標達成、実現に向けて、適切な就職先を「提供する」ことが活動のポイント

機械器具製造企業の社
員

技能コンテスト等を通
じて、より高いレベルを
目指す

事例３：
細川　輝一

技術だけではなく自律
性を高める独自テキス
ト作成

工業高校からの依頼に
より指導機会が与えら
れる

高専教授だったことか
ら高専とのネットワー
クを有する
※産学交流活動により地域企
業ネットワークも形成

小中学校の生徒にもの
づくりの楽しさを伝え、
ものづくりに関わるこ
とを目指してもらう

事例８：
高橋　晴雄

企業による高専の見学
会や企業ニーズ調査を
実施

高専に連携窓口を設置
し、企業を集める

キャリア教育コーディ
ネータとして企業・学校
ネットワークは豊富
※商工会議所ネットワーク

学生の授業や個別面談
では学生のやりたいこ
と、できることは何かを
気づいてもらう

事例１０：
安恒　穣

主体的に考える力をつ
けるため、小中高それぞ
れに応じたテーマを設
定し、企業は学生目線で
のＰＲを通じて採用力
を高める

採用コンサルをしてい
たが、雇用情勢悪化に伴
う採用者側の問題から、
学校からのキャリア教
育の相談がもちかけら
れた

中学校の校長出身であ
り教育機関ネットワー
クを有する

商品開発からネット販
売まで、起業に関わる様
々な物事を経験し、たく
ましい個性を目指す

事例７：
渡邊　忠彦

自立心あふれた個性を
育成するため起業教育

校長だったときに、こど
も塾を開講

事例９：
原　　敬一
川島　登

インターンシップな
どを通じ、生徒の夢
に即した新たな就職
先を開拓する

農業高校の教師であ
る
※対象地域の企業３００
社訪問により企業ネット
ワークを形成

長期間のインターン
シップ等を通じて、
目指す

地域の土木コンサル
と連携し、先端技術
に関する体験学習、
発表会により社会で
技術が活かされてい
る場面を把握

先生として学校内で
実施

事例１１：
出水　孝明
福野　泰介
西　　仁司

自ら同好会で育成し、
インターンシップか
ら生徒を受け入れる
など、働く場を提供

商工会議所やふくい
産業コーディネータ
兼務であり、豊富な
企業ネットワークを
有する

同好会という高度な
遊びの場で目指すこ
とを決める

ビジネスとの接点を
説明し、動機づけ

高専の先生との連携
による講演

②学びのデザイナータイプ
■コンテストや実体験による学生との双方向の交流により、将来の夢など学生が「目指す」ものを誘導することが活動のポイント

３：目指す
企業・学校
ネットワーク

２：伝える１：集める

４：提供する３：目指す
企業・学校
ネットワーク

２：伝える１：集める
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学びをデザインする ～活動事例からの示唆～

企業・学校
ネットワーク

企業ネットワークを
有すること

学校ネットワークを
有すること

企業ニーズ、学生ニー
ズを把握すること

学校に対して、外部講
師による講演機会や
企業向け学校見学会
など、事例紹介や生徒
のメリットを示しつ
つ受入機会をつくる
ようアプローチする

企業による職場体験
などの受入機会をつく
るようアプローチする

企業ニーズ踏まえ、動
機づけにつながる指
導内容を検討する

それを実際に伝える
ことができる講師等
を選定する

指導対象の人数を制
限しつつ、より近い距
離で同じ目線のもと、
実現可能な目標を掲
げる

目標を実現できる企
業なり場を提供する

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
活
動
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ま
え
、各
ス
テ
ッ
プ
で
の
活

動
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
る
と
と
も
に
連
携
方
法
・
体
制
の
在
り
方
に
つ

い
て
以
下
に
整
理
し
た
。

　
活
動
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
は
、企
業
・
学
校
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

有
し
て
お
り
、特
に
学
校
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
提
案
を
受
け
入
れ
て
く

れ
る
体
制
が
整
っ
て
い
る
な
ど
連
携
体
制
が
重
要
と
な
る
。連
携
体
制
が

強
固
な
程
、次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
み
や
す
く
な
り
、成
功
の
た
め
の
橋
渡
し

が
可
能
に
な
る
と
い
え
る
。

　
ま
ず
ス
テ
ッ
プ
１
の「
集
め
る
」で
は
、外
部
講
師
に
よ
る
講
演
機
会
や

企
業
見
学
会
な
ど
の
企
業
受
入
機
会
を
、事
例
紹
介
や
生
徒
の
メ
リ
ッ
ト

を
示
し
つ
つ
学
校
側
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
。こ
の
場
合
、出
身
校
の
先
生
な

ど
も
含
め
、個
人
的
関
係
の
学
校
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
最
大
限
活
用
す
る
こ

と
も
必
要
で
あ
る
。�

　
ス
テ
ッ
プ
２
の「
伝
え
る
」で
は
、企
業
ニ
ー
ズ
踏
ま
え
、動
機
づ
け
に
つ

な
が
る
指
導
内
容
を
検
討
し
、そ
の
内
容
を
上
手
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き

る
講
師
等
を
選
定
す
る
。必
要
に
応
じ
て
、学
生
に
合
わ
せ
た
分
か
り
や
す

い
伝
達
手
法
に
つ
い
て
も
紹
介
で
き
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。場
合
に
よ

っ
て
は
、自
分
自
信
も
講
師
と
し
て
活
動
す
る
。

　
ス
テ
ッ
プ
３
の「
目
指
す
」で
は
、指
導
対
象
の
人
数
を
制
限
し
つ
つ
、学

生
と
同
じ
目
線
で
実
現
可
能
な
目
標
を
掲
げ
て
あ
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。そ
の
場
合
、コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
の
身
近
な
目
標
や
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
実
体

験
等
を
通
じ
て
指
導
す
る
方
法
を
示
す
こ
と
も
必
要
と
な
る
。

　
最
後
に
ス
テ
ッ
プ
４
の「
提
供
す
る
」で
は
、目
標
を
実
現
で
き
る
企
業

な
り
場
を
提
供
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。学
校
側
に
、企
業
と
の
連
携
窓

口
や
同
好
会
な
ど
、共
通
の
話
題（
技
術
な
ど
）で
企
業
も
交
え
て
意
見
交

換
や
活
動
で
き
る
場
を
設
置
し
て
も
ら
え
る
と
よ
い
。ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
と

の
連
携
も
重
要
で
あ
る
。

３ 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の

　
　
　
　
　
　
　
活
動
手
法

ステップ１
集める

ステップ２
伝える

ステップ３
目指す

ステップ４
提供する

活動の
ポイント

教育委員会との連携

出身校等関係する教
育機関との連携

出身校など個人的関
係のある先生の協力

教育委員会の協力

学校による、工場見学、
就職ガイダンス、企業
向け学校見学会を実
施するなど接点を設
ける

マンガや歌など小学
生に対しては親しみ
やすい手法を用いる

仕事での実体験を通
じて、学ぶべきポイン
トや学ぶことの重要
性を示す

コンテストや実体験、
インターンシップな
どを通じて、学生と双
方向でのやりとりを
行う

学校側に設定される
連携窓口、同好会など
をインターフェイス
として、企業に就職

連携方法・
体制の
在り方
（学校側）

商工会議所、産業振興
財団、都道府県商工労
働部、ジョブカフェ等
との連携

商工会議所、産業振興
センター等の協力

企業での職場体験や
講師派遣など接点を
設ける

学校や生徒が興味を
持つことを把握し、企
業側に伝える

インターンシップな
どの学生受入機会を
つくるよう企業側に
依頼する

ジョブカフェを通じ
て、企業と学生のマッ
チングを行う

連携方法・
体制の
在り方
（企業側）
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水産・農林業 （    0.8％）1

鉱　業 （    0.8％）1

建設業 （  10.9％）14

食料品 （    7.0％）9

繊維製品 （    4.7％）6

パルプ・紙 （    0.8％）1

化　学 （    8.5％）11

医薬品 （    1.6％）2

石油・石炭製品 （    2.3％）3

ゴム製品 （    1.6％）2

ガラス・土石製品 （    3.1％）4

鉄　鋼 （    2.3％）3

非鉄金属 （    3.9％）5

金属製品 （    3.1％）4

機　械 （    8.5％）11

電気機器 （  17.1％）22

輸送用機器 （    8.5％）11

精密機器 （    1.6％）2

その他製品 （    2.3％）3

電気・ガス業 （    3.9％）5

業界団体 （    3.9％）5

無回答 （    3.1％）4

合　計 （100.0％）129

こ
れ
ま
で
の
教
育
支
援
活
動
へ
の
協
力
状
況

Q1-1 具体的にどのような活動を行いましたか？（複数回答）　（n＝52）

Q1 今までに小中高校等の理科に関する教育支援活動に
　　協力したことがありますか？　（n＝129）

授業への講師派遣（社員又はOBが自社の
製品や技術、ノウハウ等を使って説明する）

授業への講師派遣（社員又はOBが自社の
製品や技術、ノウハウ等を使って実験を見せる）

無回答

806040200 （%）

製品や教材の提供

週末の出前授業

工場見学の受け入れ 80.8%

15.4%

3.8%

21.2%

25.0%

38.5%

１ 

小
中
高
校
等
の
理
科
実
験
へ
の

　 

　
　
講
師
派
遣
に
関
す
る
意
向
調
査
結
果

①
調
査
概
要

■
調
査
対
象
者

　
・
一
部
上
場
企
業（
水
産
・
農
林
業
、建
設
業
、製
造
業
、電
気
・
ガ
ス
業
）

　
・
業
界
団
体（
7
団
体
）

　
合
計
1
0
1
7
社（
団
体
）

■
回
収
数:

1
2
9
社（
回
収
率:

1
2.

7
％
）

②
回
答
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

■
業
種

20 40 600 80 100（%）

ある

40.3% 58.1% 1.6%

ない 無回答

◆
教
育
支
援
活
動
へ
の
協
力
有
無（
Q1
）

今
ま
で
に
小
中
高
校
等
の
理
科
に
関
す

る
教
育
支
援
活
動
に
協
力
し
た
こ
と
が

あ
る
か
ど
う
か
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
あ
る
」

と
回
答
し
た
企
業（
団
体
）は
4
0.

3
％

で
あ
っ
た
。

◆
教
育
支
援
活
動
へ
の
協
力
内
容（
Q1-

1
）

教
育
支
援
活
動
へ
の
協
力
の
有
無
に
つ
い
て
、「
あ
る
」と

回
答
し
た
企
業
に
、具
体
的
に
行
っ
た
活
動
に
つ
い
て
聞

い
た
と
こ
ろ
、「
工
場
見
学
の
受
け
入
れ
」と
の
回
答
割
合

が
8
0.

8
％
と
最
も
高
か
っ
た
。次
い
で
、「
授
業
へ
の
講

師
派
遣（
社
員
又
は
O
B
が
自
社
の
製
品
や
技
術
、ノ
ウ
ハ

ウ
等
を
使
っ
て
説
明
す
る
）」
3
8.

5
％
、「
授
業
へ
の
講
師

派
遣（
社
員
又
は
O
B
が
自
社
の
製
品
や
技
術
、ノ
ウ
ハ
ウ

等
を
使
っ
て
実
験
を
見
せ
る
）」
2
5.

0
％
で
あ
っ
た
。

1-1
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外部講師派遣等企業の協力意向

Q2 今後、小中高校等の理科に関する教育支援活動に協力することが
　　できますか？　（n＝129）

Q2-1 具体的にどのような活動に協力できますか？（複数回答） 　（n＝64）

Q2-3 具体的にどのような内容において協力することが
　　　できますか？（複数回答）　（n＝64）

20 40 60 800 （%）

工場見学の受け入れ

週末の出前授業

授業への講師派遣（社員又はOBが自社の
製品や技術、ノウハウ等を使って説明する）

授業への講師派遣（社員又はOBが自社の
製品や技術、ノウハウ等を使って実験を見せる）

製品や教材の提供

その他

無回答

82.8%

26.6%

29.7%

10.9%

1.6%

18.8%

43.8%

Q2-2 理科の単元に関連づいたカリキュラムがあれば、
　　　授業への講師派遣も可能ですか？ 　（n＝37）

20 40 600 80（%）

はい

いいえ いいえ

無回答

24.3%

62.2%

13.5%

20 40 600 （%）

15.6%

1.6%

1.6%

1.6%

1.6%

1.6%

1.6%

1.6%

4.7%

1.6%

3.1%

6.3%

1.6%

1.6%

1.6%

64.1%

6.3%

4.7%

4.7%

モーターを使った製品・技術等を用い、モーターの
役割やモーターによる発電の仕組み、その原理の
活用を説明する。

電磁石を使ったモーターをつくる。（作り方の指導）

導線と方位磁針等を使い、
電流と磁界の発生について演示する。

振り子の原理を使った製品、技術などを用い、
その原理の活用を説明する。

その他、電磁石を使った説明または演示

化石やボーリングコア試料を提供する。

その他、土地に関する説明または演示

その他、天気に関する説明または演示

その他、水溶液に関する説明または演示

その他、生物に関する説明または演示

無回答

ボーリングコア試料を用い、
岩石の種類や蓄積構造を説明する。

天気図などを使いながら、天気及び気候の変化と
その要因などについて説明する。

ものが水に溶けるという水溶液の性質を活かした
製品やその開発過程、技術などについて説明する。

酸性やアルカリ性という水溶液の性質を活かした
製品やその開発過程、技術などについて説明する。

植物の栽培や、気象条件などの違いによる
成長の変化について、アドバイスする。

塩化カルシウムが（空気中の水に）溶けるという
性質を活用した製品やその開発過程、技術などに
ついて説明する。

水溶液に金属が溶けたときの変化についてや、
金属を溶かす水溶液があることを考慮した開発や
製品などについて説明する。

グーグルアース、航空写真等、古地図などを使いな
がら、地域の大地について、昔と今の違い、変化の
過程（地形の成り立ち）などについて説明する。

人間の生活における、植物、水、動物等の
役割について説明する、又はその関係を
考慮した企業活動などについて、説明する。

4.7%

１ 小中高校等の理科実験への講師派遣に関する意向調査結果

今
後
の
教
育
支
援
活
動
へ
の
協
力
意
向

◆
教
育
支
援
活
動
へ
の
協
力
意
向（
Q2
）

◆
各
支
援
活
動
へ
の
協
力
意
向（
Q2-

1
）

協
力
で
き
る
活
動
に
つ
い
て
、「
授
業
へ
の
講
師
派
遣（
社
員
又
は

O
B
が
自
社
の
製
品
や
技
術
、ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
使
っ
て
説
明
す
る
）、

（
社
員
又
は
O
B
が
自
社
の
製
品
や
技
術
、ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
使
っ
て

実
験
を
見
せ
る
）」を
選
択
し
な
か
っ
た
企
業
に
、理
科
の
単
元
に
関

連
づ
い
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
あ
れ
ば
、授
業
へ
の
講
師
派
遣
が
可
能

か
ど
う
か
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
は
い
」と
の
回
答
割
合
は
2
4.

3

％
で
あ
っ
た
。

◆
協
力
可
能
な
支
援
活
動
内
容（
Q2-

3
）

教
育
支
援
活
動
の
協
力
意
向
に
関
す
る
設
問
で「
は
い
」と
回
答
し

た
企
業
に
、具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
内
容
に
お
い
て
協
力
で
き
る
の

か
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
モ
ー
タ
ー
を
使
っ
た
製
品
・
技
術
等
を
用
い
、

モ
ー
タ
ー
の
役
割
や
モ
ー
タ
ー
に
よ
る
発
電
の
仕
組
み
、そ
の
原
理

の
活
用
を
説
明
す
る
」と
の
回
答
割
合
が
、
1
5.

6
％
で
最
も
高

か
っ
た
。次
い
で
、「
電
磁
石
を
使
っ
た
モ
ー
タ
ー
を
つ
く
る（
作
り

方
の
指
導
）」、「
そ
の
他
、水
溶
液
に
関
す
る
説
明
ま
た
は
演
示
」の

回
答
割
合
が
、
6.

3
％
で
あ
っ
た
。

1-2

はい いいえ 無回答

20 40 600 80 100（%）

49.6% 48.8% 1.6%

今
後
、小
中
高
校
等
で
の
理
科
に
関
す
る
教
育
支
援
活
動
に
協
力
す

る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
は
い
」と
の
回
答

割
合
は
4
9.

6
％
で
あ
っ
た
。

教
育
支
援
活
動
へ
の
協
力
意
向
に
関
す
る
設
問
で
、「
は
い
」と
回
答

し
た
企
業
に
、ど
の
よ
う
な
活
動
に
協
力
で
き
る
か
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
工
場
見
学
の
受
け
入
れ
」と
の
回
答
割
合
が
最
も
高
く
、
8
2.

8

％
で
あ
っ
た
。次
い
で
、「
授
業
へ
の
講
師
派
遣（
社
員
又
は
O
B
が

自
社
の
製
品
や
技
術
、
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
使
っ
て
説
明
す
る
）
」

4
3.

8
％
、「
製
品
や
教
材
の
提
供
」
2
9.

7
％
で
あ
っ
た
。

◆
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
有
無
に
よ
る

 
講
師
派
遣
の
協
力
意
向（
Q2-

2
）
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外部講師派遣等企業の協力意向

Q2-5 どのような観点から、このような教育支援活動に協力しても良いと
　　　考えますか？（複数回答）　（n＝64）

20 40 600 80（%）

企業の社会的責任として

地域貢献活動の一環として

社員教育の一環として

79.7%

82.8%

10.9%

ＯＢの活躍の場として 9.4%

その他 9.4%

無回答 12.5%

Q3 このような教育支援活動に協力するにあたり、障壁となることは何ですか？
　　（複数回答）　（n＝129）

20 40 600 （%）

理科実験に当てはまるような
技術をもった人材がいない

理科実験に当てはまるような
ノウハウをもった人材がいない

人数が足りない

24.8%

25.6%

36.4%

授業が勤務時間と重なっている 43.4%

忙しいため時間の確保ができない 58.9%

資金的な問題のため 7.8%

協力する機会がない（どのように
協力したら良いか分からない） 14.7%

その他 14.7%

無回答 1.6%

１ 小中高校等の理科実験への講師派遣に関する意向調査結果

◆
教
育
支
援
活
動
へ
の
協
力
観
点（
Q2-

5
）

今
後
の
小
中
高
校
へ
の
理
科
に
関
す
る
教
育
支
援

活
動
の
協
力
意
向
に
関
す
る
設
問
で「
は
い
」と
回

答
し
た
企
業
に
、ど
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、教
育
支

援
活
動
に
協
力
し
て
も
良
い
と
考
え
て
い
る
の
か

聞
い
た
と
こ
ろ
、「
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
」

と
の
回
答
割
合
が
、
8
2.

8
％
と
最
も
高
か
っ
た
。

次
い
で
、「
企
業
の
社
会
的
責
任
と
し
て
」と
の
回
答

割
合
が
7
9.

7
％
で
あ
っ
た
。

◆
支
援
活
動
協
力
へ
の
障
壁（
Q3
）

教
育
支
援
活
動
に
協
力
す
る
に
あ
た
り
、障
壁
と
な

る
も
の
に
関
し
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
忙
し
い
た
め

時
間
の
確
保
が
で
き
な
い
」と
の
回
答
割
合
が
、

5
8.

9
％
と
最
も
高
か
っ
た
。次
い
で
、「
授
業
が
勤

務
時
間
と
重
な
っ
て
い
る
」
と
の
回
答
割
合
が

4
3.

4
％
で
あ
っ
た
。

1-2

■Q4　貴社にはOB会はありますか？　（n＝129）

参
考（
Ｏ
Ｂ
会
の
有
無
）

はい いいえ 無回答

20 40 600 80 100（%）

69.8% 26.4% 3.8%
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外部講師派遣等企業の協力意向

北海道
青森県
岩手県
宮城県
秋田県
山形県
福島県
茨城県
栃木県
群馬県
埼玉県
千葉県

（    1.2％）21

（    1.4％）24

（    4.2％）75

（    1.8％）32

（    1.8％）32

（    1.6％）29

（    2.0％）35

（    2.0％）36

（    1.4％）25

（    1.9％）34

（    1.4％）24

（    1.4％）24

神奈川県
東京都

新潟県
富山県
石川県
福井県
山梨県
静岡県
長野県
岐阜県
愛知県
滋賀県

（    1.4％）25

（    1.5％）26

（    2.0％）36

（    2.1％）38

（    2.0％）36

（    1.9％）34

（    2.1％）37

（    2.6％）46

（    1.5％）26

（    2.0％）36

（    1.7％）30

（    2.6％）46

京都府
三重県

大阪府
兵庫県
奈良県
和歌山県
鳥取県
島根県
岡山県
広島県
山口県
香川県

（    1.8％）32

（    1.9％）34

（    1.7％）30

（    1.7％）30

（    2.1％）37

（    1.8％）32

（    1.8％）31

（    2.3％）40

（    2.2％）39

（    1.8％）31

（    2.1％）38

（    1.9％）33

徳島県
愛媛県
高知県
大分県
福岡県
佐賀県
長崎県
宮崎県
熊本県
鹿児島県
沖縄県
無回答

（    1.1％）20

（    1.5％）27

（    1.9％）33

（    1.8％）31

（    1.4％）25

（    2.0％）36

（    1.8％）32

（    1.6％）28

（    2.8％）50

（    1.9％）33

（    1.5％）27

（  12.0％）212

合　計 （100.0％）1768

建設業 （  12.3％）218

食料品製造業 （  12.6％）222

飲料・たばこ・飼料製造業 （    1.2％）21

繊維工業 （    2.0％）36

衣服製造業 （    2.4％）42

衣服・その他の繊維製造業 （    1.5％）27

木材・木製品製造業 （    1.4％）25

家具・装備品製造業 （    0.6％）11

パルプ・紙・紙加工品製造業 （    2.4％）42

印刷・同関連業 （    3.3％）58

化学工業 （    3.3％）58

石油製品・石炭製品製造業 （    0.3％）5

プラスチック製品製造業 （    4.4％）77

ゴム製品製造業 （    1.0％）17

なめし革・同製品・毛皮製造業 （    0.1％）2

窯業・土石製品製造業 （    3.6％）63

鉄鋼業 （    1.5％）26

非鉄金属製造業 （    1.2％）22

金属製品製造業 （    8.0％）142

一般機械器具製造業 （    6.6％）117

電気機械器具製造業 （    8.3％）146

情報通信機械器具製造業 （    0.5％）9

電子部品・デバイス製造業 （    2.9％）51

輸送用機械器具製造業 （    4.0％）71

精密機械器具製造業 （    2.6％）46

ソフトウェア・情報サービス業 （    0.4％）7

インターネット付随サービス業 （    0.1％）1

映像・音声・文字情報製作業 （    0.1％）1

その他 （    7.8％）138

無回答 （    3.8％）67

合　計 （100.0％）1768

1～10人 （    1.1％）20

11～30人 （    8.0％）141

31～99人 （  61.8％）1092

100～299人 （  23.3％）412

300人以上 （    2.2％）39

無回答 （    3.6％）64

合　計 （100.0％）1768

２ 工業高校等での技術指導や学生のインターンシップ受入れに関する意向調査結果

①
調
査
概
要

■
調
査
対
象
者

　
・
全
国
の
産
業
振
興
財
団
、商
工
会
議
所
か
ら
の
推
薦
企
業
お
よ
び

　
帝
国
D
B
よ
り
抽
出
し
た
5
3
5
6
社

　
※
抽
出
条
件

　
　【
業
種
】鉱
業
、建
設
、製
造
、電
気
・
ガ
ス
　【
規
模
】
3
0
名
以
上
3
0
0
人
未
満

■
回
収
数:

1
7
6
8
社（
回
収
率:

3
3.
0
％
）

②
回
答
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

■所在地

■業種

■従業員数（正規社員）

２ 

工
業
高
校
等
で
の
技
術
指
導
や
学
生
の

　 
　
　
　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入
れ
に
関
す
る
意
向
調
査
結
果
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外部講師派遣等企業の協力意向

Q1-5 貴社の採用活動にあたり、活用されている募集手段についてお答えください。
　　　（複数回答）　（n＝1768）

Q1-3 貴社が採用にあたり、最も重視する資質はなんですか。　（n＝1768）

20 40 600 80（%）

基礎学力

5.4%

7.5%

2.6%

71.7%

11.5%

1.2%

思いやりや倫理観
といった人間性

身の回りのことを自分でしっかり
やるといった基本的な生活習慣

コミュニケーション力や実行力、
積極性といった働く上で必要な

社会人基礎力

仕事に必要な技能・知識や資格

無回答

Q1-4 貴社の採用活動での、採用予定数と応募者数の比較について、
　　　お答えください。　（n＝1768）

20 40 600 80（%）

6.1%

81.0%

55.4%

19.9%

25.8%

8.1%有料職業紹介会社の紹介

求人情報誌・チラシへの掲載

ホームページでの募集

学校の紹介

ハローワークの紹介

ジョブカフェの求人情報提供

6.4%その他

2.2%無回答

Q1-6 貴社では、過去３年間に新規学卒者を採用しましたか。
　　　（n＝1768）

Q1-7 過去３年間に採用した新規学卒者の最終学歴について
　　　お答え下さい。（複数回答）　（n＝1252）

20 40 600 （%）

0.9%

49.4%

50.0%

24.5%

11.3%

17.5%短大卒

高専卒

工業高校以外の専門高校卒
（商業高校卒）

工業高校卒

普通高校卒

中学校卒

48.6%大学・大学院卒

7.0%その他

0.7%無回答

２ 工業高校等での技術指導や学生のインターンシップ受入れに関する意向調査結果

採
用
活
動
状
況

◆
採
用
時
に
最
重
視
す
る
資
質（
Q1-

3
）

採
用
に
関
し
て
、最
も
重
視
す
る
資
質
に
つ
い
て
聞

い
た
と
こ
ろ
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
実
行

力
、積
極
性
と
い
っ
た
働
く
上
で
必
要
な
社
会
人

基
礎
力
」と
の
回
答
割
合
は
、
7
1.

7
％
で
最
も
高

か
っ
た
。次
い
で
、「
仕
事
に
必
要
な
技
能
・
知
識
や

資
格
」
1
1.

5
％
、「
身
の
回
り
の
こ
と
を
自
分
で

し
っ
か
り
や
る
と
い
っ
た
基
本
的
な
生
活
習
慣
」

7.

5
％
で
あ
っ
た
。

◆
新
規
学
卒
者
の
採
用
状
況（
Q1-

6
）

過
去
３
年
間
の
新
規
学
卒
者
の
採
用
有
無
に
つ
い

て
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
採
用
し
た
」の
回
答
割
合
は
、

7
0.

8
％
で
あ
っ
た
。

◆
採
用
予
定
数
と
応
募
者
数
の
比
較（
Q1-

4
）

採
用
予
定
数
と
応
募
者
数
と
の
比
較
に
つ
い
て
聞

い
た
と
こ
ろ
、「
採
用
予
定
数
と
応
募
者
は
ほ
ぼ
同

じ
」と
の
回
答
割
合
が
、
3
2.

4
％
と
最
も
高
か
っ

た
。次
い
で
、「
採
用
予
定
数
よ
り
も
、応
募
者
数
が

多
い
」と
の
回
答
割
合
が
3
2.

1
％
で
あ
っ
た
。

◆
採
用
し
た
新
規
学
卒
者
の
学
歴（
Q1-
7
）

過
去
３
年
間
の
新
規
学
卒
者
の
採
用
有
無
に
関
す

る
設
問
で「
あ
る
」と
回
答
し
た
企
業
に
、採
用
し
た

新
規
学
卒
者
の
最
終
学
歴
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ

ろ
、「
工
業
高
校
卒
」が
5
0.

0
％
と
最
も
高
か
っ
た
。

次
い
で
、「
普
通
高
校
卒
」
4
9.

4
％
、「
大
学
・
大
学

院
卒
」
4
8.

6
％
で
あ
っ
た
。

◆
採
用
活
動
の
募
集
手
段（
Q1-

5
）

採
用
活
動
で
の
、募
集
手
段
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ

ろ
、「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介
」と
の
回
答
割
合
が
、

8
1.

0
％
と
最
も
高
か
っ
た
。次
い
で
、「
学
校
の
紹

介
」
5
5.

4
％
、「
求
人
情
報
誌
・
チ
ラ
シ
へ
の
掲
載
」

2
5.

8
％
で
あ
っ
た
。

2-1

20 40 600 80 100（%）

70.8% 28.7% 0.5%

意向がある 意向はない 無回答

20 40 600 80 100（%）

30.0% 32.1% 32.4% 5.5%

採用予定数に比べて、応募者数が少ない

採用予定数よりも、応募者数が多い

採用予定数と応募者数はほぼ同じ

無回答
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外部講師派遣等企業の協力意向

Q2-1 貴社では、これまで学校教育に関与されたことがありますか？　（n＝1768）

20 40 600 80 100（%）

43.2% 56.4% 0.4%

ある ない 無回答

学校教育への関与状況・所在地別

ある ない 無回答

20 40 600 80 100（%）

静岡県（46）

宮崎県（28）

鹿児島県（33）

佐賀県（36）

沖縄県（27）

岩手県（75）

香川県（33）

秋田県（32）

茨城県（36）

熊本県（50） 4.0%

63.0%

60.7%

60.6%

55.6%

55.6%

54.7%

54.5%

53.1%

52.8%

52.0%

37.0%

39.3%

39.4%

44.4%

44.4%

45.3%

45.5%

46.9%

47.2%

44.0%

学校教育への関与状況・業種別

※上記グラフの（　）内は業種別のn数。回答割合の上位10項目についてのみグラフ化し
　た。また、n数が9件以下の業種については、回答割合の高低に関わらず集計候補から削
　除した。削除した業種については以下の通り。（石油製品・石炭製品製造業、なめし革・同
　製品・毛皮製造業、情報通信機械器具製造業、ソフトウェア・情報通信サービス業、イン
　ターネット付随サービス業、映像・音声・文字情報製作業）

ある ない

20 40 600 80 100（%）

（11）

非鉄金属製造業（22）

ゴム製品製造業（17）

（146）

印刷・同関連業（58）

（117）

（51）

（71）

家具・装備品
製造業

電気機械器具
製造業

一般機械器具
製造業

電子部品・
デバイス製造業

輸送用機械器具
製造業

（42）パルプ・紙・
紙加工品製造業

金属製品製造業（142）

49.0%

63.6%

59.1%

58.8%

55.5%

55.2%

53.0%

47.9%

47.2%

45.2%

36.4%

40.9%

41.2%

44.5%

44.8%

47.0%

51.0%

52.1%

52.8%

54.8%

２ 工業高校等での技術指導や学生のインターンシップ受入れに関する意向調査結果

こ
れ
ま
で
の
学
校
教
育
へ
の
関
与
状
況

学
校
教
育
へ
の
関
与
の
有
無
に
つ
い
て
、所
在
地
別

の
回
答
割
合
を
み
る
と
、「
あ
る
」と
の
回
答
割
合
が

最
も
高
か
っ
た
の
は
、静
岡
県
の
6
3.

0
%
で
あ
っ

た
。
次
い
で
、
宮
崎
県
6
0.
7
%
、
鹿
児
島
県

6
0.

6
％
で
あ
っ
た
。

同
様
に
、業
種
別
の
回
答
割
合
を
み
る
と
、家
具
・
装

備
品
製
造
業
の
回
答
割
合
が
最
も
高
く
、
6
3.

6
%

で
あ
っ
た
。次
い
で
、非
鉄
金
属
製
造
業
5
9.
1
%
、

ゴ
ム
製
品
製
造
業
5
8.

8
％
で
あ
っ
た
。

◆
学
校
教
育
へ
の
関
与
状
況（
Q2-

1
）

こ
れ
ま
で
の
、学
校
教
育
へ
の
関
与
の
有
無
に
つ
い

て
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
あ
る
」と
の
回
答
割
合
は
、

4
3.
2
％
で
あ
っ
た
。

2-2

※上記グラフの（　）内は所在地別のn数。回答割合の上位10項目についてのみ
　グラフ化した。
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外部講師派遣等企業の協力意向

関与した学校（工業高校）・所在地別関与した学校（工業高校）・業種別

20 40 600 80（%）

山口県（12）

秋田県（17）

茨城県（19）

岩手県（41）

福島県（11）

宮崎県（17）

岐阜県（17）

北海道（10）

佐賀県（20）

鳥取県（16）

83.3%

76.5%

73.7%

73.2%

72.7%

70.6%

70.6%

70.0%

70.0%

68.8%

※上記グラフの（　）内は業種別のn数。回答割合の上位10項目についてのみグラフ化
　した。また、n数が9件以下の業種については、回答割合の高低に関わらず集計候補か
　ら削除した。削除した業種については以下の通り。（飲料・たばこ・飼料製造業、木材・
　木製品製造業、家具・装備品製造業、石油製品・石炭製品製造業、なめし革・同製品・毛
　皮製造業、鉄鋼業、情報通信機械器具製造業、ソフトウェア・情報通信サービス業、イ
　ンターネット付随サービス業、映像・音声・文字情報製作業）

20 40 600 80（%）

精密機械器具製造業（20）

窯業・土石製品製造業（20）

電気機械器具製造業（81）

非鉄金属製造業（13）

建設業（77）

一般機械器具製造業（62）

輸送用機械器具製造業（34）

金属製品製造業（67）

家具・装備品製造業（7）

繊維工業（11）

75.0%

75.0%

72.8%

69.2%

67.5%

64.5%

61.8%

58.2%

57.1%

54.5%

※上記グラフの（　）内は所在地別のn数。上位10項目についてのみグラフ化した。
　また、n数が9件以下の所在地については、回答割合の高低に関わらず集計候補
　から削除した。削除した所在地については以下の通り。（青森県、埼玉県、千葉
　県、東京都、神奈川県、愛知県、兵庫県、広島県、徳島県、福岡県）

◆
関
与
し
た
学
校
の
種
別（
Q2-

2
）

学
校
教
育
へ
の
関
与
の
有
無
に
関
す
る
設
問
で「
あ

る
」と
回
答
し
た
企
業
に
、関
与
し
た
学
校
に
つ
い

て
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
工
業
高
校
」と
の
回
答
が
、

5
5.
4
％
と
最
も
高
か
っ
た
。次
い
で
、中
学
校

3
6.

3
％
、普
通
高
校
2
9.

1
％
で
あ
っ
た
。

最
も
回
答
割
合
の
高
か
っ
た「
工
業
高
校
」に
つ
い

て
、所
在
地
別
の
回
答
割
合
を
み
る
と
、山
口
県

8
3.

3
%
の
回
答
割
合
が
最
も
高
か
っ
た
。次
い

で
、秋
田
県
7
6.

5
%
、茨
城
県
7
3.

7
％
で
あ
っ

た
。

同
様
に
、業
種
別
の
回
答
割
合
を
み
る
と
、最
も
回

答
割
合
の
高
か
っ
た
の
は
、精
密
機
械
器
具
製
造
業
、

窯
業
・
土
石
製
品
製
造
業
7
5.

0
%
で
あ
っ
た
。次

い
で
、電
気
機
械
器
具
製
造
業
7
2.

8
%
、非
鉄
金

属
製
造
業
6
9.

2
％
で
あ
っ
た
。

2-2

Q2-2 関与された学校についてお答えください。（複数回答）　（n＝763）

20 40 600 （%）

25.0%

36.3%

55.4%

29.1%

17.6%

16.1%高専

工業高校以外の専門高校
（商業高校等）

普通高校

工業高校

中学校

小学校

27.0%大学・大学院

6.9%その他

3.3%無回答

２ 工業高校等での技術指導や学生のインターンシップ受入れに関する意向調査結果
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外部講師派遣等企業の協力意向

Q2-3 関与の内容についてお答えください。（複数回答）　（n＝763）

※上記グラフの（　）内は業種別のn数。回答割合の上位10項目についてのみグラフ化した。
　また、n数が9件以下の業種については、回答割合の高低に関わらず集計候補から削除した。
　削除した業種については以下の通り。（飲料・たばこ・飼料製造業、木材・木製品製造業、家
　具・装備品製造業、石油製品・石炭製品製造業、なめし革・同製品・毛皮製造業、鉄鋼業、情報
　通信機械器具製造業、ソフトウェア・情報通信サービス業、インターネット付随サービス
　業、映像・音声・文字情報製作業）

関与内容（学生のインターンシップの受入）・所在地別関与内容（学生のインターンシップの受入）・業種別

20 40 600 80（%）

72.1%

62.0%

7.6%

11.5%

0.5%無回答

貴社の技術者による、
学校での技術教育

その他

学生の企業見学の受入

学生の
インターンシップの受入

20 40 600 80 100（%）

岐阜県（17）

栃木県（11）

群馬県（11）

沖縄県（15）

岡山県（14）

熊本県（26）

茨城県（19）

大阪府（12）

香川県（18）

静岡県（29）

94.1%

90.9%

90.9%

86.7%

85.7%

84.6%

84.2%

83.3%

83.3%

82.8%

20 40 600 80（%）

（34）

建設業（77）

一般機械器具製造業（62）

電気機械器具製造業（81）

精密機械器具製造業（20）

金属製品製造業（67）

（34）

印刷・同関連業（32）

（19）

輸送用機械器具
製造業

プラスチック製品
製造業

パルプ・紙・紙加工品
製造業

窯業・土石製品製造業（20）

85.3%

81.8%

80.6%

80.2%

80.0%

77.6%

76.5%

75.0%

68.4%

65.0%

※上記グラフの（　）内は業種別のn数。回答割合の上位10項目についてのみグラフ
　化した。また、n数が9件以下の業種については、回答割合の高低に関わらず集計
　候補から削除した。削除した業種については以下の通り。（飲料・たばこ・飼料製
　造業、木材・木製品製造業、家具・装備品製造業、石油製品・石炭製品製造業、なめ
　し革・同製品・毛皮製造業、鉄鋼業、情報通信機械器具製造業、ソフトウェア・情報
　通信サービス業、インターネット付随サービス業、映像・音声・文字情報製作業）

※上記グラフの（　）内は所在地別のn数。回答割合の上位10項目についてのみグラフ
　化した。また、n数が9件以下の所在地については、回答割合の高低に関わらず集計候
　補から削除した。削除した所在地については以下の通り。（青森県、埼玉県、千葉県、
　東京都、神奈川県、愛知県、兵庫県、広島県、徳島県、福岡県）

関与内容（学生の企業見学の受入）・所在地別関与内容（学生の企業見学の受入）・業種別

20 40 600 80（%）

大分県（14）

愛媛県（11）

宮城県（10）

岐阜県（17）

長野県（12）

山口県（12）

高知県（12）

島根県（19）

山形県（15）

石川県（18）

85.7%

80.0%

81.8%

76.5%

75.0%

75.0%

75.0%

73.7%

73.3%

72.2%

20 40 600 80 100（%）

衣服製造業（15）

（34）

非鉄金属製造業（13）

（25）

繊維工業（11）

金属製品製造業（67）

食料品製造業（86）

化学工業（19）

（62）

（20）

輸送用機械器具
製造業

電子部品・
デバイス製造業

一般機械器具
製造業

窯業・土石製品
製造業

88.2%

84.6%

76.0%

72.7%

70.1%

68.6%

68.4%

67.7%

65.0%

100.0%

※上記グラフの（　）内は所在地別のn数。回答割合の上位10項目につ
　いてのみグラフ化した。また、n数が9件以下の所在地については、
　回答割合の高低に関わらず集計候補から削除した。削除した所在地
　については以下の通り。（青森県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、
　愛知県、兵庫県、広島県、徳島県、福岡県）

◆
学
校
教
育
へ
の
関
与
内
容（
Q2-

3
）

学
校
教
育
へ
の
関
与
の
有
無
に
関
す
る
設

問
で「
あ
る
」と
回
答
し
た
企
業
に
、関
与
の

内
容
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
学
生
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
入
」と
の
回
答
割

合
が
、
7
2.
1
％
で
最
も
高
か
っ
た
。次
い

で
、「
学
生
の
企
業
見
学
の
受
入
」
6
2.

0
％

で
あ
っ
た
。

次
い
で
回
答
割
合
の
高
か
っ
た「
学
生
の
企
業
見
学
の
受
入
」に
つ
い
て
、所
在
地
別
の
回
答
割

合
を
み
る
と
、
大
分
県
8
5.

7
％
の
回
答
割
合
が
最
も
高
か
っ
た
。
次
い
で
、
愛
媛
県

8
1.

8
%
、宮
城
県
8
0.

0
％
で
あ
っ
た
。

同
様
に
、業
種
別
の
回
答
割
合
を
み
る
と
、衣
服
製
造
業
1
0
0.

0
％
が
最
も
高
か
っ
た
。次

い
で
、輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業
8
8.

2
%
、非
鉄
金
属
製
造
業
8
4.

6
％
で
あ
っ
た
。

最
も
回
答
割
合
の
高
か
っ
た「
学
生
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
入
」に
つ
い
て
、所
在

地
別
の
回
答
割
合
を
み
る
と
、
岐
阜
県

9
4.

1
％
の
回
答
割
合
が
最
も
高
く
、次
い

で
、栃
木
県
、群
馬
県
9
0.

9
%
、沖
縄
県

8
6.

7
％
で
あ
っ
た
。

同
様
に
、業
種
別
の
回
答
割
合
を
み
る
と
、

輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業
8
5.

3
%
の
回

答
割
合
が
最
も
高
か
っ
た
。次
い
で
、建
設

業
8
1.

8
%
、
一
般
機
械
器
具
製
造
業

8
0.

6
％
で
あ
っ
た
。

2-2

２ 工業高校等での技術指導や学生のインターンシップ受入れに関する意向調査結果
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Q2-4 関与された企業にとってどのようなメリットがあったとお考えですか。　（n＝763）

20 40 600 （%）

19.1%

21.8%

44.3%

7.7%

4.7%その他

高校生の指導を通じた、自社社員の
自覚や誇りの高揚等のモチベーションの

アップ、職場の活性化

自社社員の指導スキルの向上

将来における良質の若年労働力の確保

地域貢献によるＰＲ効果

2.4%無回答

Q3 工業高校の教育で、どのような資質・能力等を養うことが必要だと思いますか。　（n＝1768）

20 400 （%）

11.4%

35.7%

22.6%

3.8%

24.7%
意欲的に仕事に取り組むための

職業観・勤労観の育成

一般的な教養などの基礎的な学力

実社会で求められる社会人基礎力（前に
踏み出す力、考え抜く力、チームで働く力）

基本的な生活態度や言葉遣い、マナー

基本的な技術・技能の育成

0.7%その他

1.0%無回答

2-2

工
業
高
校
で
の
必
要
な
教
育

◆
工
業
高
校
で
の
必
要
教
育（
Q3
）

工
業
高
校
の
教
育
で
、ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
等
を
養
う
こ
と
が

必
要
で
あ
る
か
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
実
社
会
で
求
め
ら
れ
る
社
会
人

基
礎
力（
前
に
踏
み
出
す
力
、考
え
抜
く
力
、チ
ー
ム
で
働
く
力
）」と

の
回
答
割
合
が
、
3
5.

7
％
と
最
も
高
か
っ
た
。次
い
で
、「
意
欲
的

に
仕
事
に
取
り
組
む
た
め
の
職
業
観
・
勤
労
観
の
育
成
」
2
4.

7
％
、

「
基
本
的
な
技
術
・
技
能
の
育
成
」
2
2.

6
％
で
あ
っ
た
。

2-3

◆
関
与
し
た
企
業
の
メ
リ
ッ
ト（
Q2-

4
）

学
校
教
育
へ
の
関
与
の
有
無
に
関
す
る
設
問
で「
あ

る
」と
回
答
し
た
企
業
に
、関
与
し
た
企
業
に
と
っ

て
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
地
域

貢
献
に
よ
る
P
R
効
果
」
と
の
回
答
割
合
が
、

4
4.

3
％
と
最
も
高
か
っ
た
。次
い
で
、「
将
来
に

お
け
る
良
質
の
若
年
労
働
力
の
確
保
」
2
1.

8
％
で

あ
っ
た
。

２ 工業高校等での技術指導や学生のインターンシップ受入れに関する意向調査結果
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外部講師派遣等企業の協力意向

Q4-1 今後、貴社の技術・技能や知識等を活用し、工業高校と連携して、
　　　教育に携わるご意向はありますか。　（n＝1768）

20 40 600 80 100（%）

30.8% 67.4% 1.8%

意向がある 意向はない 無回答

今後の教育への関与意向・所在地別今後の教育への関与意向・業種別

20 40 600 80 100（%）

岩手県（75）

茨城県（36）

静岡県（46）

富山県（38）

石川県（36）

京都府（34）

長崎県（32）

栃木県（25）

香川県（33）

佐賀県（36）

6.3%

2.9%

2.2%

2.7%40.0%

47.2%

50.0%

55.3%

55.6%

52.9%

50.0%

60.0%

60.6%

61.1%

57.3%

52.8%

47.8%

44.7%

44.4%

44.1%

43.8%

40.0%

39.4%

38.9%

意向がある 意向はない 無回答意向がある 意向はない 無回答

20 40 600 80 100（%）

（117）

非鉄金属製造業（22）

（146）

金属製品製造業（142）

（71）

（77）

（11）

（25）

建設業（218）

（42）

一般機械器具
製造業

電気機械器具
製造業

輸送用機械器具
製造業

プラスチック製品
製造業

家具・装備品
製造業

木材・木製品
製造業

パルプ・紙・
紙加工品製造業

48.7%

54.5% 

56.2%

57.0%

59.2%

57.1%

54.5%

68.0%

64.7%

69.0% 

1.4%

1.4%

3.9%

9.1%

4.1%

32.0%

51.3%

45.5%

42.5%

41.5%

40.8%

39.0%

36.4%

31.2%

31.0%

※上記グラフの（　）内は業種別のn数。回答割合の上位10項目についてのみグラフ化し
　た。また、n数が9件以下の業種については、回答割合の高低に関わらず集計候補から削
　除した。削除した業種については以下の通り。（石油製品・石炭製品製造業、なめし革・同
　製品・毛皮製造業、情報通信機械器具製造業、ソフトウェア・情報通信サービス業、イン
　ターネット付随サービス業、映像・音声・文字情報製作業）

今
後
の
教
育
へ
の
関
与
意
向

教
育
へ
の
関
与
意
向
に
つ
い
て
、所
在
地
別
の
回
答

割
合
を
み
る
と
、岩
手
県
5
7.

3
％
が
最
も
高
か
っ

た
。次
い
で
茨
城
県
5
2.

8
％
、静
岡
県
4
7.

8
％

で
あ
っ
た
。

同
様
に
、業
種
別
の
回
答
割
合
を
み
る
と
、一
般
機

械
器
具
製
造
業
5
1.

3
％
が
最
も
高
か
っ
た
。次
い

で
、非
鉄
金
属
製
造
業
4
5.

5
％
、電
気
機
械
器
具

製
造
業
4
2.

5
％
で
あ
っ
た
。

◆
教
育
活
動
へ
の
関
与
意
向（
Q4-

1
）

今
後
、自
社
で
の
技
術
や
知
識
等
を
活
用
し
、工
業

高
校
と
連
携
し
て
教
育
に
携
わ
る
意
向
が
あ
る
か

ど
う
か
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
意
向
が
あ
る
」と
の
回
答

割
合
は
、
3
0.
8
％
で
あ
っ
た
。

2-4

※上記グラフの（　）内は所在地別のn数。回答割合の上位10項目についての
　みグラフ化した。

２ 工業高校等での技術指導や学生のインターンシップ受入れに関する意向調査結果
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外部講師派遣等企業の協力意向

Q5 工業高校との実践的教育に参画するために、必要な条件についてお答えください。（複数回答）　（n＝1768）

10 20 300 40（%）

35.1%

36.7%

24.6%

32.9%

10.0%

13.1%交通手段の整備

衣服・工具等の整備

生徒本人への
学校での事前指導

実施内容・受入・単位認定等の
学校との協議体制

実習による傷害等への
対応の整備

教材・マニュアル等整備

8.3%報酬の支払い

6.4%その他

20.6%無回答

2-4
◆
協
力
可
能
性
の
高
い
関
与
内
容（
Q4-

2
）

教
育
へ
の
関
与
意
向
に
関
す
る
設
問
で「
意
向
が
あ
る
」と
回
答
し
た
企

業
に
、関
与
の
可
能
性
が
高
い
活
動
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
工
業

高
校
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
入
」の
回
答
割
合
が
、
9
1.

2
％
と

最
も
高
か
っ
た
。次
い
で
、「
工
業
高
校
の
先
生
に
対
す
る
高
度
技
術
教

育
、技
術
交
流
」
1
3.

0
％
、「
自
社
の
技
術
者
に
よ
る
、学
校
で
の
技
術

教
育
」
1
0.
8
％
で
あ
っ
た
。

◆
実
践
的
教
育
へ
の
参
画
条
件（
Q5
）

工
業
高
校
と
の
実
践
教
育
に
参
画
す
る
た
め
に
、必
要
な
条
件
に
つ
い

て
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
実
習
に
よ
る
傷
害
等
へ
の
対
応
の
整
備
」の
回
答

割
合
が
、
3
6.

7
％
と
最
も
高
か
っ
た
。次
い
で
、「
教
材
・
マ
ニ
ュ
ア
ル

等
整
備
」
3
5.

1
％
、「
生
徒
本
人
へ
の
学
校
で
の
事
前
指
導
」
3
2.

9

％
で
あ
っ
た
。

２ 工業高校等での技術指導や学生のインターンシップ受入れに関する意向調査結果

Q4-2 関与の可能性の高いものについてお答えください。（複数回答）（n＝1768）

20 40 60 80 100（%）

91.2%

10.8%

13.0%

3.1%

1.7%無回答

その他

工業高校の先生に対する
高度技術教育、技術交流

貴社の技術者による、
学校での技術教育

工業高校生の
インターンシップの受入

0
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